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 ２００５年４月に，県立広島女子大学，広島県立大学，広島県立保健福祉大学の３

つの県立大学が統合されて，県立広島大学が発足しました。１９５０年創設の広島女

子短期大学家政科児童学専攻，広島女子大学家政学科児童学コース，児童学科，人間

福祉学科人間発達コースとして，私たちの関係する組織は続いてきました。県立広島

大学の発足にともない，私たちの関係する組織は誠に残念なことですが，最後の卒業

生が卒業して２００８年３月に廃止となりました。 

 それに対して，何かの形で記念となるものを作成してはとの声をいただきました。

具体的には，児童・人間発達の約６０年の歴史を踏まえた記念誌の刊行です。 

 そこで，この企画について，卒業生の代表である同窓会の各期クラス幹事のご意見

をうかがったところ，おおかたのご賛同をいただきました。 

 その後，卒業生の各期から１名ずつに，在学時の思い出，同期生の現状，母校への

思いなどの原稿をお願いしました。原則として，同窓会の各期クラス幹事のうちお一

人の方にお願いしましたが，事情により，他の方に執筆を依頼したクラスもあります。

すべての期から原稿をいただくことができました。 

 また，在籍された先生方には全員に原稿をお願いしました。多くの先生方から原稿

をいただくことができました。 

 皆様のご協力により，このたびこのような記念誌を刊行することができました。ど

うもありがとうございました。 

 巻末には資料も掲載しております。この記念誌が，私たちの関係する組織を永遠に

語り継ぐものとなることを，編集に携わった有志一同願っております。 
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第１編 

 

教員寄稿文 
 



私の教師物語最終章 

有馬健雄 

 児童学科・人間発達コースと私のかかわりを語るとき，一人の友人の話を抜きにす

ることはできません。広島大学の学部と大学院時代の６年間，同級生として親しくさ

せてもらった石川正和氏，いや石川君です。私が小学校の教員になり，彼は愛知県立

大に赴任し，三重大を経て，広島女子大に帰って来てからは，研究者と実践家との違

いはありながら，また親しく交流を持たせてもらいました。授業研究を通じて，お互

いに「理論形成に役立つ実践」と「授業実践に役立つ理論」を求めて熱く討論したこ

とを覚えています。 

 そのころから，児童学科の学生さんたちの宮島や似の島，三滝での合宿学習会にも

招いてもらいました。児童学科とのかかわりは，その時からです。そして，「初等教

育方法技術」の授業を非常勤講師としてやらせてもらいました。この授業では，自分

の教育実践を話し，そのことが自分の実践の整理になり，総括にもなりました。あの

なつかしい女子大の古い木造校舎での授業，広大跡の校舎での授業も覚えています。 

その古い木造校舎で，授業研究会を幾度となく開催させてもらいました。この研究会

は石川君の逝った後も何年かは続きましたが，長くはできませんでした。 

 1989年７月30日の石川君の急逝には驚き，悲しみ，しばらくは信じられず，大変落

ちこんだ記憶があります。その時は「10年は，早すぎる！」と嘆きましたが，もうあ

れから20年が経ってしまいました。しかし，今でも彼の死は残念でなりません。 

 その後，旧知の間柄であった山崎先生や庄井先生，猪木先生や中瀬古先生そしてコ

ースの諸先生のお世話になりながら，非常勤で「授業研究論」の授業を受け持ちまし

た。そして，小学校を退職した後に，お誘いをいただき，３年間，人間発達コースで

お世話になったのです。石川君と彼につながる多くの方たちとの人間関係がなかった

ら，私は児童学科・人間発達コースとの関係を持てなかったと思っています。 

 この３年間の大学教師の仕事は，慣れないことでしたが，コースの先生方に助けら

れ，優秀な学生にも恵まれて，本当にやりがいの感じられる楽しいものでした。授業

そのものが，私自身の学びにもなりました。研究室で，学生たちと授業分析をしたこ

とは，私には大変楽しい思い出になっています。しかし，学生たちにとっては，大変

だったかもしれません。でも，これから彼女たちが，この経験を教師としての力量に

つなげてくれることを期待しています。 

 広島市内の小学校に，先生たちの授業研究のお手伝いで訪れることがあるのですが，

そこに卒業生がいることがあります。そんなとき，いつもなつかしく，そして心強く

思うのです。ただ，今の教育現場はゆとりがなく，ストレスの溜まりやすい大変な状

況にあります。純粋に教育理論のままに実践を進めることが困難になってきています。

精神的にも身体的にも，健康な状態で，力を発揮してほしいと願っています。 

 人間発達コースの３年間は，40年間の私の教師物語最終章として，悔いのない，楽

しく充実した，最高の時間となりました。感謝しています。 
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宇品キャンパス40年間の回顧録 

石井信生 

 もう，女子大を離れて７年になります。お陰様で，元気に地域の文化興隆のための

活動をしています。私が宇品キャンパスに在職したのは，保専と女子大を合わせると，

ちょうど40年になります。その間の私の女子大「児童・人間発達」との関わりを，こ

のたび回顧する機会が与えられましたことに感謝します。 

 昭和38年，私は，当時まだ女子短大であった宇品キャンパスに付置されていた保専

に赴任して来ました。子ども音楽教育学がまだ脆弱な時代でしたが，この時期に独自

に構築した子ども音楽教育の原理は，その後の私の講義内容の土台になりました。女

子短大の家政科児童学専攻とは共通する専門科目が多く，教員も学生も交流が密で，

特に卒論集「児童学雑誌」の共同編纂は大きな意義がありました。 

 昭和40年，女子短大は４年制の女子大に昇格し，家政科児童学専攻は家政学部家政

学科児童学コースになり，昭和44年からは家政学部児童学科に改まりました。私は昭

和41年から，非常勤で一般教育科目の「音楽」を担当しました。当時の一般教育は，

一般常識の科目もしくは専門科目への入門科目だと認知されがちでした。しかし，音

楽を専攻しない女子大の学生にとって，私の講義は生涯で最後の「音楽」の授業なの

です。ならば，私の講義は音楽の非専攻学生のための一般教育という専門科目である

べきだと確信しました。私の「音楽」の講義は選択科目ではありましたが，児童学コ

ースまたは児童学科の学生の半数以上が受講してくれました。 

 昭和51年，女子大家政学部児童学科は，小学校学齢期の子どもの急増に伴い，小学

校・幼稚園の教員免許が取得できる課程になり，私は保専から児童学科にトレードさ

れました。音楽関係科目の専任教員は私一人でしたので，小学校・幼稚園教員として

必要なピアノを含む器楽，声楽，楽理，音楽文化史，音楽教育学，音楽教育方法学な

どの分野を，すべて一人で担当しました。とても多事でしたが，必要に応じて授業内

容を総合的に組み変えながら柔軟な教授ができました。学生の小学校教職への意欲と

その就職率は極めて高く，また，卒業生に対する初等教育界の評価は秀逸でした。当

時の卒業生諸姉はすでに幹部教員として，教育界を牛耳っておられます。 

 平成７年，家政学部児童学科は生活科学部人間福祉学科人間発達コースに改組され

ました。紆余曲折がありましたが，小学校教員免許を取得する課程は，人間発達コー

スに残されました。そして，平成12年には大学院修士課程も創設されました。 

 平成15年，私は女子大を定年退官しました。私が宇品キャンパスで過ごした40年間

のわが国は，科学技術を振興し，経済大国へ猛進する時代でした。その間，私は女子

大「児童・人間発達」の優れた先輩・同僚教員と優れた学生に恵まれ，とても幸せで

した。私はほんとうに良い職業を選択したと思います。また生まれ変わったときにも，

やはり宇品キャンパスで「音楽」の教鞭を執りたいと思います。 
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広島女子大学児童学科に２５年 

稲田準子 

 広島女子大学家政学部家政学科Ａ（児童）コースに昭和４１年４月奉職（４４年４

月児童学科となる）。平成３年３月定年により退職，広島女子大学名誉教授の称号を

授与される。その間多くの秀れた個性的な学生に接し多大の経験をした。 

 名門広島女子専門学校，広島女子短期大学の伝統ある学風，難関を突破して入学し

た学生達の意欲的な生活。オリゼミなどで出かけた自然に恵まれた宿での交流。黄色

に咲きこぼれるエニシダ，夜ともなれば澄んだ空に星がひときわ瞬き，山々の黒い影

が夜空に浮び静寂の中にこだまする歌声，かがり火の炎にゆらぐ影，明日への活力。

素晴らしい教員学生に恵まれた幸せな時。 

 児童学科として独立する際（昭和４４年４月），文部省への届出書によると，「大

学全体としての機能を果すために，全学の体系化をはかる方針を立て総合的立場から

本学の在り方を考究し，地域社会の要請に応ずる実を備えた学部構成が望まれる。」 

 生活主体としての人間について児童学科を設置し，他の学科との相互に密接な関係

を保つことによって整備された家政学部の合理的形態をとる。中学校教諭一級，高等

学校教諭二級普通免許状家庭認定。卒業生は中等教育分野で活躍。 

 昭和５１年１月，教員の免許状授与の所要資格を得させるための課程の認定，小学

校幼稚園教諭一級普通免許状，爾来数多くの卒業生が小学校教員資格試験合格の先輩

と共に初等教育分野で活躍している。 

 児童学科の特色を昭和５６年度学生募集要項にみると，児童学科は，児童の心身の

発達と教育についての専門的知識と技能を教授研究する学科である。児童・心理学，

教育学，文化学，保健体育学等の学科目についての基礎的専門的知識を修得する。 

 平成１４年１１月，中国文化賞受賞。中国地方の学術や文化の専門分野で功績をあ

げた人を称える賞（中国新聞社主催）。多数の候補者のなかからはからずも身にあま

る栄誉。心理学研究と教育で堅実な歩み。親子関係と性格形成で文学博士。広島女子

大学など女子高等教育機関で多年にわたり多くの優秀な人材を育て女性の社会進出を

促したと。 

 平成１８年秋の叙勲に際し，広島女子大学名誉教授として，教育研究功労により瑞

寳中綬章受章。新聞全国版掲載をみて，遠く関東中部関西などからも卒業生の祝詞。

今はない母校の名なつかしく と感無量。 

 卒業生の折々のたよりに，細やかな心づくしと共に，家庭や職場での活躍に加え，

画，書，山，旅行，パッチワークなど多彩な活動の豊かな日々を喜び，児童学科で接

した時を，なつかしくありがたく思っている。 

 児童学科記念誌を企画された猪木省三教授はじめ関係各位に深甚なる謝意を捧げる。 
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３０年を振り返って 

猪木省三 

 １９８０年４月，２７歳の時に広島女子大学児童学科に赴任してから，今年でちょ

うど３０年目になります。少年老い易く学成り難しと言いますが，まさにその感を強

くしております。３０年の間に，１９９５年には広島女子大学の学部・学科の再編が

あり，児童学科は不本意ながら社会福祉学科と統合されて人間福祉学科となり，その

中で児童学科は人間発達コースとして発足しました。さらに２００５年には広島女子

大学は庄原市の広島県立大学，三原市の広島県立保健福祉大学と不本意ながら統合さ

れ，人間福祉学科は三原市へ移転しますが人間発達コースは廃止となりました。 

 １９８０年の赴任直後はすべてのことが初めてでとまどいながらも必死で毎日を過

ごしていたような気がします。当時の児童学科には「児童学科の歌」があり，その中

で学生たちからは「若さで教える心理学」と歌われていました。言い得て妙だと思い

ます。授業や学生への指導においても未熟で，当時の先生方，学生の皆様には大変申

し訳なかったという気持ちでおります。児童学科のほとんどの先生方の研究室は１つ

の棟の中にあり，部屋の間の隔壁も薄く隣の研究室の声はほぼそのまま聞こえていま

した。また空調がなかったため暑い時期は入口のドアも窓も開け放しで，まさに古き

良き長屋の雰囲気がありました。学科内の先生方には大変良くしていただき，ある意

味で可愛がっていただき，育てていただいたと今でも感謝しております。 

 １９９５年に広島女子大学の学部・学科の再編がありました。児童学科を代表して

再編の検討委員会に参加することになり，連日２１時，２２時まで研究室に残って仕

事をしていたような記憶があります。児童学科で取得できていた幼稚園・小学校教諭

の免許のうち，何とか小学校の免許を残すことはできましたが，児童学科の伝統につ

ながる皆様への申し訳ない気持ち，自分自身も残念な思いは今でも持っております。

１９９５年に人間福祉学科人間発達コースとなってからは，以前の児童学科とは違っ

て，必ずしも教師を目指す学生ばかりではなくなり，多様な学生のニーズにどう応え

るかというのが一つの課題であったようです。幼稚園教諭に代わって保育士資格を取

得することを勧めたり，認定心理士，社会教育主事といった資格を取得できるように

したりということもありました。人間発達コースが発足して１０年となる頃から，学

生の進路も，小学校教諭，保育士，心理系をはじめとした公務員，大学院進学など，

専門性を生かした方向が徐々に固まって，人間発達コースの独自性も定まってきまし

た。 

 ２００５年の３つの大学の統合の際に，「専門性を生かした進路が開けない」とい

う納得のいかない理由で，不本意ながら人間発達コースは廃止となりました。ただ，

広島女子短期大学児童学専攻から始まって以来５５期の卒業生を送り出し，卒業生は

社会のそれぞれの場で活躍されておられます。その数は，２１００名ほどになります。

このように素晴らしい場で３０年間も働くことができたことを考えたとき，先生方，

学生の皆様への感謝の気持ちしかありません。本当に皆様ありがとうございました。 
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想起すること―ある心理療法の断片 
勝見吉彰 

セラピスト＜じゃあ，始めましょうか。思い浮かぶことを何でも言葉にしていってく

ださい。＞ 

クライエント「はい。そうですね・・・うーん・・・じゃあ，私が女子大に勤めはじ

めた年のことからお話します。平成９年だったかな。あの頃は大学で初めて講義を担

当するということで，結構気合が入っていたように思います。それまでとは違ってま

わりにいるのが女子学生ばかりということで，違う意味でも気合が入っていたのかも

しれません。４月のことだったと思いますが，私のために人間発達コースの先生方が

歓迎会を開いて下さった時のことは今でもはっきり憶えています。あれ以来，人に大

事にされるという経験をしていないような気も・・・なぜかあの年は，家政学とか，

他にもあったような気がしますが，私の専門とはまったく違う授業を担当することに

なって，ひどく戸惑いました。ヘモ鉄がどうした，食品の成分がどうとかということ

を学生に教わりましたが，何か役に立っているのかどうか。 

 ２年目以降はゼミ生を持つようになって，より戸惑うこともあったように思います。

人懐こいゼミ生にどのように接してよいかわからず，ずいぶん冷たい対応をしていた

ように思います。ゼミ生から『映画を見に行きましょう』とか『バイト先のお店に食

べに来てください』とか，色々お誘いを受けたのですが，あの当時の私はどのように

理解してよいものかと密かに苦悩していました。今だったらもう少し気楽に対応でき

るのではないかと思います。今ではもうそんなお誘いはまったくありませんが。そう

言えば，一度だけ学生さんたちを我が家，と言うか田舎の家に招待したことがありま

した。あの学年は特に印象に残っています。 

 ああ，もう30分経ってしまいましたね。発達コースの学生は授業をとてもよく聞い

てくれていたように思います。近頃はそんな学生にお目にかかることはまずないです

けど，授業の後に質問に来る学生が結構いました。本を紹介すると，貸してほしいと

言ってくる学生もたまにいたように思います。心の中では『自分で買ってちょうだい』

と思いながらも，笑顔で自分の本を貸していたように思います。学生さんたちのその

後の人生に少しでも役に立っていてくれればと願います。 

 先生方と過ごした時間もとても楽しいものばかりでした。最初の年のオリゼミで年

長の先生方が酔っ払っているのを目の当たりにして，『大丈夫なんだろうか』とちょ

っと不信感を抱いたところもありました。こんなことを言っても大丈夫でしょうか？」 

セラピスト＜大丈夫。ここでは何でもオープンにしていくことが大事です＞ 

クライエント「でもその後のオリゼミでも毎年酔っ払っている先生方を見て，これが

健康的なあり方なんだと思えるようになりました。魚釣りに行ったり飲みに行ったり

と，個人的に親しくしていただいた先生方とは本当に楽しい時間を過ごすことができ

ました。他大学の先生方の話を聞くと，意地の悪い先生がいたり，人間的にどうかと

思える先生がいたりするようです。そんな話を聞くたびに，『自分のまわりにはそん

な先生おらんな』と思っていました。本当に恵まれた環境にいたと思います。ああ，

もうお時間ですか。」 

セラピスト＜今日はここまでにしましょう。まだまだ語り尽くされていない部分があ

るようですね。それはまた次回に＞ 
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始まりから終りまで 

加藤美紀 

それは，川中先生からの「話があるので休日に福屋で」という一本の電話から始ま

りました。私の助手生活。確か金座街に面した小さな喫茶室，先生はコーヒー，私は

紅茶。「助手の方が退職予定なので，後任で勤めないか？」とのお言葉でした。その

方は，やさしくて美しい，私の憧れの先輩でしたので，なんてうれしい事かと思いま

した。その時私は勤務していた病院を退職するつもりですと，恩師に報告していたの

です。 

昔，ある画家が一目見た女優に恋をして，自分の家まで売った全財産でバラの花を

買い，彼女の宿泊していたホテルの周りをバラで埋め尽くしたのに，送り主が自分だ

と分かってもらえず，失意の放浪の旅の途中で亡くなり，死後そのことを知った女優

は涙したというお話があるのですが，何と悲しいことなのでしょうか。送った時に自

分だと告げていれば，あるいは死後そのことを伝えた人がその時伝えていればと思わ

ずにはいられません。加藤登紀子さんの歌われる「百万本のバラ」は実話なのです。

  

三月三十一日に病院を退職し，翌四月一日に児童学科の助手となりました。最初の

仕事は，在室する岡部研究室の鍵を開けることなのですが，何と！数十分かかりまし

た。閉めるのもしかり。一週間ぐらいは毎朝夕，鍵との戦いが続いたのです。 

助手になった頃は先輩，次はお姉さん以上お母さん以下，それからはお母さん以上

お祖母ちゃん以下と私は年々歳を重ねるのに，学生の皆さんは二十歳前後の青春真っ

盛り，ずいぶん若いエネルギーをいただきました。感謝しています。高校生から少し

成長した若葉のような一年生が三年生になり，オリゼミの企画・運営，大学祭などの

行事をこなし，追い出しコンパの企画をする頃になると，クラスの団結も強まり，そ

れぞれ大学生として成長されたなと思ったものです。そして最終学年ともなると落ち

着きも生まれ（ただ，例外はありますが・・・），大変な思いをした卒論が完成し，

社会人となられる頃には本当に立派になられたなーと毎年思っておりました。 

私は子供の頃より学校と先生が大好きでしたので，助手になれた事を本当によかっ

たと思っています。ただ，ストレスがなかったとは言いませんが・・・。毎年「もう

一年勤められるか否か」と考えて三十年が過ぎました。そして最後の年は「これ以上

続けたら病気になる」と思い退職を決めました。「病気になってまでする仕事はない」

とも思っていたからです。与えられた環境を与えられた能力で生きたのでしょう。 

アラ還となった今，夢と勇気と冒険心があれば，人生は永遠に青春だ（サミュエル・

ウルマン）と思う今日此頃です。しばしば再々？！・・・マーク付きですが。 
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今時の大学事情 
木本尚美 

 21世紀に入るとまもなく，大学・短大の収容力が進学希望者数を上回るという「大学

全入時代」を迎えた。「全入」とはいえ，希望する大学に無条件で入学できることを意

味するわけではない。このことが提起しているのは「量」以上に「質」の問題といえる。

今，そうした時代の中で，大学教員には教育活動にもっと目を向けるよう，プレッシャ

ーがかかっている。例えば県立広島大学では次のようなことを実施している。 

 学年始めに学生は，学部別にコースカタログと称する冊子体を受け取る。そこには開

講されるすべての授業科目の目標とカリキュラム上の位置づけ，キーワード，授業の概

要および授業の形式・方式，担当教員のオフィスアワー，使用テキスト・参考文献，成

績評価の基準と具体的方法などが事細かく記載されている。これとは別に授業の初回に

学生は，シラバスと呼ばれる最終回までの授業計画一覧を配付される。教員はこのシラ

バスに基づき授業を行う。授業の中身を軌道修正する場合は再配付することになる。学

会出張等で休講せざるを得ない授業は，決められた補講日でカバーする。成績評価の評

点は基本的に数値化する。学生が必要以上の単位を取らないよう履修登録単位数の上限

設定をし，修得単位の実質化をはかる。授業の最終週には「学生による授業評価」調査

をし，コースカタログやシラバス通りの授業がなされたか，授業に対する教員の熱意は

あったか，提出物はコメント付きでフィードバックされたか，板書や声の大きさはどう

か，受講生としてこの授業に満足できたかなど，教員はすべての担当科目について学生

のチェックを受ける。自由記述欄には学生の声が踊る。集計結果が返却されると授業を

振り返り，今後の改善に結びつく報告書の作成が待っている。その他「授業の公開」や

「新任教員研修」など，一昔前では考えられないような，教育改善に資する数々のツー

ルが用意されている。いずれもFD（ファカルティ・ディベロップメント）と呼ばれる，

大学教員の資質の向上を目的として制度化され，定着していったものである。驚くこと

はない。本学のみならず全国津々浦々の大学で導入されているのだから。一方，初年次

教育やキャリア教育といった基本的学習・就職支援型プログラム，インターンシップや

ボランティア活動などの体験学習型プログラムが，いわゆる教養教育の中に配置されて

いる。学習・就職支援もFDも，質保証に向けた政策に他ならない。 

 しかし顧みるに学生の質は，ずっと以前から悪化していたらしい。1970年代に学生で

あった自分は，某先生から「○期の学生は良かった！」と先輩の優秀さを聞かされたこ

とが幾度となくあった。そのとき10代の自分は残念ながら，その言葉の裏に激励のメッ

セージが込められていたことに気づく余地はなく，ネガティブな印象しか残らなかった。

賞賛される上級生はエリートなのだと思っていた。やがて21世紀が幕開き，50代に入っ

た自分が幸運にも社会人学生として進学できた時は，大学院教育の量的拡大期と重なっ

ていた。今度はここで「最近の院生は質が落ちて…」という直截的言葉をしばしば浴び

せられる羽目となった。そのたびに「あぁ，またしてもそういうことなのか…」と30数

年前の記憶が頭をよぎった。幸いこのときはそれを原動力にするゆとりがあったので，

なんとか持ちこたえることができた。だが，いまだにそのトラウマとの格闘にピリオド

が打てない。 

 さて，多くの大学は学生の存在無くして大学の存在はあり得ない。では，大学とは何

をするところなのか。学生を教えるとは，何を目的に何をすることなのであろうか。学

問をするとはどういうことか…。県立広島大学という知の共同体の存在理由は，果たし

てどこにあるのだろうか。考え続けていきたい。 
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オリゼミの思い出 

小玉好行 

「人間発達コース」にお世話になったのは，2003年4月でした。このコースには数年し

か在籍することはできませんでしたが，オリゼミで訪れた帝釈峡についての思い出を

述べたいと思います。 

 オリゼミで訪れることになった，「帝釈峡」は一度も行ったことはありませんでし

た。地図で調べながら，休暇村「帝釈峡」の位置を確認し，皆さんとは別に現地に参

りました。 

 庄原経由で県道を行き，東城に出て，休暇村へとたどり着きました。その途中の県

道の新緑がとてもあざやかで，大変魅了されたことを記憶しています。 

 私は，前年の2002年11月に入院し，手術を受けました。数週間の入院後，退院した

のは12月初旬でした。この時の所属先は，「広島女子大学子ども文化研究センター」

でしたが，4月からは，「人間発達コース」へ転属が決まっており，精神的にとても苦

しい時期でした。 

 このオリゼミで訪れた西城町や東城町，帝釈峡へは家内としばしばドライブで訪れ

る機会が増えました。四季折々の表情がとても素晴らしく，私の健康状態の快復に大

いに貢献してくれたように思います。 

 特に新緑と紅葉の時期が素晴らしく，県民の森や奥出雲にある，「おろちループ」

などへはよく出かけたものです。特に備後落合駅から木次駅を結ぶ木次線に乗車し，

その絶景さには大変感動しました。 

「子ども文化研究センター」時代には，夜間の講座を担当しておりましたが，「発達

コース」へ転属した後も，受講生の皆さんの希望があり，続けて開講しておりますが，

今年は受講生の皆さんとともに，「休暇村・帝釈峡」と木次線乗車という，とても小

さな旅にでかけました。参加してくれた皆さんもとても喜んでくれました。 

 オリゼミに参加して帝釈峡と出会い，その素晴らしさにずっと魅了されています。 

この経験が功を奏したのか，以後，病気が再発することもなく，今日に至っておりま

す。 

近況報告 

 2008年6月22日(日)に，開学三周年記念の一環として，「大学歌」を発表しました。

作詞は尾道市在住の高垣憲正先生にお願いし，作曲は小生が担当致しました。 

 高垣先生の詩はとても情感に溢れた素晴らしいもので，特に1番の歌詞は庄原キャン

パスを描いたものですが，帝釈峡や七塚原の情景を思い浮かべながら作曲しました。 

「発達コース」の学生さんたちが練習したピアノ実習室は取り壊され，中講義室にな

ってしまいました。かろうじて，音楽教室は残っておりますが，昔日の感で一杯です。 
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北の大地から感謝を込めて 

庄井良信 

 広島女子大学での思い出は，いつも若いエネルギーに満ち溢れた先生がたとの語り

合いと，未来の教員をめざす学生さんたちとの学び合いの日々です。 

 平成14年の春に，私が北海道に移り住んだある年のことでした。その冬，初めての

激しい吹雪になりました。あたりは，ぼんやりとした白い闇。視界は二メートルある

かないか。毛糸の帽子をかぶっていても，耳は凍りつきそうにしびれました。トボト

ボと歩みを進めるのですが，ときどき自分がどの方向に進んでいるのかわからなくな

る。しばれる痛みと軽いめまいを感じながら，まるで「黄泉の国」にでも連れていか

れるような思いに駆られました。 

 私が，北海道に勤めるある同僚に「こんな吹雪のとき，先生ならどうするのですか？」

と尋ねると，「私なら，ああ雪だな…と思いながら，トボトボ歩くだけよ」と言うの

です。私は，その言葉にしみじみと共感しました。教育実践・相談は，ときに胸をひ

き裂かれるような困難と向き合うことが少なくありません。 

 前にも後ろにも進めず，その場で立ち止まらざるを得ないような吹雪。その中を「あ

あ，雪だな…」と思いながら，トボトボと歩いている。しかし気がつけば，その歩み

はしっかりと前に進んでいる。そういう営みが，困難の多い子育てや教育の日常と重

なり合っているように感じたのです。 

 激しい吹雪に力ずくであらがって歩むのでもなければ，あきらめて，力なくのみ込

まれるのでもない。「ああ，雪だな…」と素直に受け止めつつ，姿勢は凜として，迷

いながら，戸惑いながら進んでいく。そんな生き方が，いま，とても大切なことなの

ではないか，と感じています。 

 広島女子大学で勤めさせていただいていた日々，私は地域の教育実践活動に参画さ

せていただいていました。それは，決して一筋縄ではいかない現実に思い悩み，思わ

ず後ずさりしたくなるような困難と向き合いながら，歩み続けてきた年月でした。 

 私にできることは，さまざまな困難を抱えて生きている人びとの声を聴き取ること。

そして，その中から，ほのかに見え始めている希望を語り合うことでした。そのささ

やかな歩みが，やがて小さな羽ばたきになる，そのときをじっと待ちながら … 。 

 遥かな憧れや，切ないほどの優しさゆえに深く傷つき，大きな困難と向かい合わざ

るを得なくなった人びと。そうした人びとと出会い，語り合いながら，静かに深く考

えてみる。そのような仕事は，広島女子大学から転勤した北海道の大地でも続いてい

ます。 

 ともに歩んだ教員の皆さまと，ともに学び合った卒業生の皆さまのご活躍とご多幸

を，心よりお祈り申し上げます。 
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広島女子大学での思い出 

鈴木康之 

 私が広島女子大学家政学部児童学科に講師として赴任したのは，もうバブルもはじ

けようかという1991年のことでした。臨床心理学を専門とする私にとって，前任の稲

田先生から引き継いだ「家政学」「家庭経営学」「家庭教育論」などの授業はとても

荷が重かったことを思い出します。にわか勉強で家政学のなんたるかを講じる勇気は

持てず，どうしても自分の専門領域である臨床心理学や家族心理学などに強引に引き

寄せて，体裁を整えていた気がします。また，初めて本格的に大学で教鞭を執り，研

究室を構えて，学部学生の卒論指導を行う日々は，不安と焦りの連続で，毎回自転車

操業の拙い講義を文句の一つも言わずに聞いてくれた当時の学生達に感謝します。現

在でしたら，学生による厳しい授業評価にさらされ，毎年身の縮む思いをしていたこ

とと思います。まだあの頃は，大学という空間にゆったりとした時間が流れていた時

代であったように思います。 

 しかし，広島女子大学にも大学改革の波は着実に押し寄せ，私が在職した６年間も

変革のうねりの真っ直中でした。大学内では改組にかかわる色々な検討委員会が立ち

上がり，県側のビジョンとすり合わせ，新しい県立広島女子大学が誕生しました。児

童学科は生活科学部人間福祉学科人間発達コースとして名称を変えて新たなスタート

を切りました。改組に伴い，校舎も建て替えられました。新校舎建築中は広島大学跡

地の千田町に残っていた旧理学部校舎を使わせてもらい，一部授業を千田の借キャン

パスで行うこととなりました。ちょうど児童学科の教員はほとんどが千田の仮住まい

に移ることとなり，研究室の引越を行いました。たったの２年間でしたが，あの時使

用した校舎には，かなりの予算を投じて上等なリフォームがなされました。今ではな

い方が信じられませんが，宇品の古い校舎では設置されていなかったエアコンも取り

付けられ，それはそれは快適なキャンパスライフを送れるようになりました。その後

新たに建築された立派な宇品新校舎に再び引越し，改組後の新しいカリキュラムにそ

って授業を行っていくこととなりました。新カリキュラムでは，専門の臨床心理学を

教えられるようになり，意気揚々と張り切っていたところ，1995年に始まったスクー

ル・カウンセラー事業の初年度に福山の公立中学校でSCとして仕事をさせてもらった

ことが契機となり，広島大学に新しく設置された教育実践総合センターに転出するこ

ととなりました。その後は，広島大学の実践センターで５年，学生相談室で３年勤め

た後，2005年から広島駅の近くで杜蔵心理相談室というカウンセリング・ルームを開

き，個人開業の形で心理臨床活動を継続しています。まだ30代前半のエネルギーあふ

れる頃に，広島女子大学にて個性豊かで自律的な学生諸君と時間を共有できたことは，

その後の私にとって大きな糧となりましたし，今となっては懐かしい思い出です。卒

業生の皆様のますますのご活躍とご健康をお祈りいたします。 
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雑感 

中瀬古 哲 

 1987（S62）年4月に家政学部・児童学科に，信本先生の後任として赴任しました（保

健体育）。当時は，一般体育の授業担当が中心で，制度的にも一般教育科目の所属だ

ったのですが，「あなたは児童学科の一員だからね」と暖かく迎え入れていただいた

ことを今も鮮明に憶えています。赴任して一番驚かされたのは，学生の自治の力とい

うか，学科の主要な行事を主体的に企画・運営する学生の姿でした。チューター会，

オリゼミ，追いコン，謝恩会等，手づくりの行事を通して，学生達が育っていく姿に

感動しました。特に追いコンは，圧巻でした。1年生は合唱。体育実技でのスケート場

へのバス移動の間が，合唱練習の時間になっていました。バスの運転手さんが楽しそ

うに学生の歌声を聞いていました。2年生は寸劇等少し凝った出し物。何時ぞやは，サ

ルの着包みで登場した学生もいました。3年生は，全体の企画・運営に加え，女子大の

一年を紹介する劇を披露するのが相場となっていました。先生方の授業中の口癖やそ

の他の特徴を上手く表現しつつ，女子大での学びの軌跡を披露してくれました。この

行事で，下級生は，上級生の姿に憧れ，学科で学ぶ意欲と見通しを獲得していたので

しょう。中世の貴婦人を彷彿させる針金入りのスカートやチャイナドレス等その時の

上級生の衣装の派手さ（?）も印象に残っています。残念ながら，このような学生主体

の教学システムというか文化は，大学改組の過程で，痩せ細り崩壊して行きました。

一般的に，学生の社会的な力の弱さが指摘されはじめるのと時期が同じなのですが，

改組の影響もあったと思います。私にとって，大学改組の過程は，内外からの小学校

教員養成課程廃止の圧力との闘いであったといっても過言ではありません。1995年（H

7）家政学部・児童学科は，生活科学部・人間福祉学科・人間発達コースに衣替えしま

した。当時の先生方の多方面の運動の結果，辛うじて，小学校の教員養成課程は残り

ましたが，文学部・社会福祉学科と合体し，学生数７０人の大きな学科となりました。

教育（心理）と社会福祉の有機的関連をめざし，教員どうしの勉強会等も行なわれま

した。個人的には勉強になることも多々ありましたが，残念ながら，有機的関係の構

築は必ずしも上手くいかなかったように思います。その後，県立３大学の統合により，

人間福祉学科は小学校教員養成課程を廃止し保健福祉学部（三原キャンパス）に移動

する事になりました。私は，人間文化学部・健康科学科の所属となり，広島キャンパ

スに残りました。現在，経営情報学部も含めた，全学共通の保健体育領域（実技・理

論）を担当しつつ，管理栄養士をめざす学生達の指導に携わっております。改組は必

ずしも思い通りになりませんでしたが，児童学，人間福祉学，健康科学と，一貫して

人間の成長・発達に関わる領域において，体育・スポーツ活動の意義を追及すること

ができたことは私のキャリア形成にとっても有益なことも少なくないと感じておりま

す。 
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今だからこそ語れること 
中谷 隆 

 旧広島女子大学に赴任して以来，かれこれ25年あまり過ぎようとしています。この

間，社会に送り出したゼミ生は，一学年３名として，75名近くにのぼるのではないか

と思われます。一人ひとりの学生の名前はおぼろげになってしまいましたが，顔を見

ると想い出すことができます。そのほとんどが女子学生ですが，唯一，昨年度そして

今年度，県立広島大学人間福祉学科の卒業生としてそれぞれ1名ずつ，二人の男子学生

をゼミ生として送り出しました。その２名の男子学生もいわゆる「草食系男子」の印

象が強く，ときに男子であることを忘れるほどでした。 

 「なぜ私のゼミを選択したのか」と問えば，「やさしいから」「母性的だから」と

いう評価を聞かされます。そうなのでしょうか？私は４人の男きょうだいの中で育ち，

「女性的」なるものは母親しか知らずに育ちました。父は元軍人だったので，男の中

の男，強面の人でした。おそらくそうした恐い父親から逃れるように母親に寄り添う

という小さい頃の生活状況が影響しているのかも知れません。ということもあったの

でしょう，女子大に適応するのは存外速かったと思います。 

 強制とか管理とか，父親を連想して苦手でした。それよりも連帯とか連携とか協調

とかが肌に合っていました。まさに赴任して改組前までの女子大学の雰囲気はそれそ

のものだったと記憶しております。女子大に郷愁や懐かしさを感じるのはそうした雰

囲気です。そういうこともあって地域連携センターの業務を兼任するように下命され

た，というわけでもなさそうですが，現在，大学で地域連携センター長を務めており

ます。週２日は広島キャンパス，残り３日は三原キャンパスと往来するようになって

４年目になります。 

 かつて行動療法は私自身，受容することができませんでした。その療法に基礎的原

理と基盤を提供していた行動主義心理学のメカニズムの研究を専門とし，学位まで取

っていながら，行動療法の強制と操作性は私の体質に合いませんでした。矛盾してい

るといえば矛盾しているのですが。ですから，私は，女子大赴任以来，卒論も含めて

授業等で行動心理学に関連する話題を一切取りあげておりません。お気づきの方々も

多かったのではないかと思います。端からも不思議がられたものでした。なんと言っ

ても，私はたたき上げの行動主義者であるとみられていたわけですから。 

 女子大赴任以来の研究テーマは，一人娘の成長とともに変化しました。乳幼児の学

習能力と愛着，小学生の概念形成と教育，思春期の心理と精神衛生，青年期の悩み，

そして対人関係とストレス対処。娘からは多くのことを学ばせてもらいました。そし

て今は，対人関係療法の実践と理論的分析を通じて，適応の問題に関心をもっており

ます。 

 今の学生はさながら，男女を問わず，かつて小此木啓吾氏によって指摘された「山

アラシ・ジレンマ」に陥っているように見受けられます。それでいながら，周囲から

やさしく受容されながら「私なり」の自己実現を希求しているようです。かつての私

自身に似た学生が増えてきているようにも感じます。私の場合には，女子大児童学科

と人間発達コースに受容され成長させてもらいましたが，この良き伝統はこれからも，

少なくとも私のゼミで引き継いでいこうと考えております。 
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かけがえの無い時 

野上智行 

 斜めにメッシュが入ったおしゃれな円形ドームを仰ぎ見ながら，少々身構えながら

がっちりとした新しい建物に入ると，そこには，ホテルと見間違うようなしかし，人

気を感じない空間がありました。私のような者には，広島女子大学は無くなり，まっ

たく新しい大学になったことを，瞬時にしかも強制的に理解することを求める空気で

満たされているように思えました。 

 ずいぶんとかわったものです。私がお世話になっていたころの広島女子大学児童学

科の研究室というか，教員と学生の同居場所は「学び舎」という言葉がぴったりのも

ので，研究室と廊下はガラス戸一枚で区切られ，隣の研究室との間は聞き耳をたてな

くとも十分に聞こえるほど近しい構造であり，入り口のドアは薄い板二枚を張り合わ

せたかなり立て付けの悪いもので，ときどき鉋をかけて手入れをしないと閉まらない

ものでした。研究室内のゼミの様子は窓ガラス越しに，あるいは，ほとんどいつも明

け放たれた窓から誰にでもわかったものです。それぞれの研究室の入り口に立てば，

住人の個性は説明を受けなくとも分ったし，児童学科の学生と教員はまさに大家族の

一員であり，ひとつのコミュニティであったように思います。そんな環境の中で学生

は大学生活を送り，教員は学生の日常と一緒の時間を過ごしてきました。その中で育

つ学生は，本当に幸せであったと思います。 

 担当は，児童文化学という，私にとっては新たな教育研究分野へのチャレンジでも

あり，日々，発見の毎日でした。なにより，着任早々から退任までずっと，傑出した

能力に加え，学びへの強い意欲と，しっかりとした自己を持った学生に恵まれました。

普通，学生を鍛え，育てるのが大学教員の役割ですが，鍛えられたのは私のほうでし

た。保育内容（自然）や児童文化学実習は学生諸君との創造的な活動の時間でした。

ちょっと面倒なレポートを課した記憶もありますが，学生諸君はいつも私の期待を超

える内容で応えてくれました。レポートを読み込むのが楽しみでもあり，一方で，負

けずにコメントを書き込むのも大変でもあったことを懐かしく思い出します。もっと

も，鬼のパンツのパフォーマンスには最後までついていけませんでしたが。 

 ８年と６ヶ月という短い在任期間にコロンビア大学での１年間にわたる研修の機会

も与えていただき，帰国後の一年半後には神戸大学に転出するわがままを許していた

だきました。神戸大学に転出以降は，どういう巡り合わせか，管理的な仕事ばかりで

した。学生諸君ととともにあった児童学科の時代は，大学教員としてのかけがえの無

い至福の期間でありました。生涯の中で最も大切な時と機会を与えていただいた児童

学科に心から感謝しております。 
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時間の流れと現在の自分 

信本昭彦 

 退職して３年が終わろうとしています。現在，大分県の臼杵市野津町で竹の子掘り，

梅もぎ，スイカの栽培，栗ひろい，柚子もぎなどそれぞれの季節の仕事をしながら暮

らしています。 

 大学教員として最初に勤めたのが広島女子大学でした。一般教育（教養的教育）の

体育実技や専門教育の児童体育などを担当し，学生の皆様とともに，岡部先生，川中

先生，稲田先生，平位先生，浜名先生，三原先生，石井先生そして助手の加藤さん，

木本さんや他の学科，学部の先生方とも自由に交流できるものでした。 

 女子大時代で，心に強く残るものの一つとして，卒業論文作成のため毎週ゼミを開

きレポートを提出してもらったことです。そこでは，教員採用試験のための勉学や，

就職のための活動，学内での部活動などを，「同時的に並行処理」する必要があるこ

とを話していたと思います。 

 さらに，在学生を中心に教員も参加した，一泊の新入生オリエンテーションで，全

新入生を対象に各ゼミの卒論内容や展開の様子を提示したり，夕食後の小グループで

自由な話しをしたことです。 

 また，いろいろな場所で私自身の経験をもとに，「大学に入学すること」が終点で

はなく，スタート点であることを伝えてきました。 

 人生６０年を過ぎて，つもり違いの多さを感じています。以前に通院していた脳神

経外科のリハビリ室の掲示板に書かれていた「つもり違い１０カ条」を紹介して終わ

ります。児童学科に関わった方々のご健勝を祈念します。 

 ○強いつもりで弱いのが根性 

 ○弱いつもりで強いのが自我（が） 

 ○多いつもりで少ないのが分別 

 ○少ないつもりで多いのが無駄 

 ○厚いつもりで薄いのが人情 

 ○薄いつもりで厚いのが面皮（つらのかわ） 

 ○高いつもりで低いのが教養 

 ○低いつもりで高いのが気位 

 ○深いつもりで浅いのが知識 

 ○浅いつもりで深いのが欲望 

 

19
　



児童科・児童学科での出会いと思い出 

濱名外喜男 

 私は児童科・児童学科で13年間お世話になりました。昭和42年（1967年）４月から

昭和55年（1980年）３月までの間です。教員としての第一歩をそこで踏み出したとい

う意味で，非常に感慨深いものがあります。同僚として出会った多くの先生方や学生

たちと関わりながら経験したさまざまな出来事が，昨日のことのように思い出されま

す。 

 まず，授業や研究会など学生たちとの関わりの中で忘れられないことがあります。

大学では，社会心理学，児童心理学，児童心理学実験，教育統計学などの科目を担当

しましたが，着任して初めての授業が「教育統計学」でした。２年生が対象でした。

ずいぶん時間をかけて講義ノートを作り，何度もリハーサルし，完璧な状態で授業に

臨んだはずでした。しかし，教室に入った途端どうかしてしまったようです。なにし

ろ，目の前に座っているのは女子学生ばかり！ 何を話したのやら分からないまま，気

が付いてみたら用意した講義ノートは終わってしまっており，しかも講義時間は未だ

たっぷり残っている・・・。どのように教室から研究室に戻ったかは思い出せません。

後で，先輩の先生から，「そういう時は，学生に説教でもしていればいいんだよ。」

と教えられましたが・・・。そんな余裕もない頃の，冷や汗の出る思い出です。 

 私が勤務したのは大学が４年制になって間もなくの頃で，３年生が最上級生でした。

そこで，彼女たちを中心に課外の研究会を運営しました。「談話会」です。学科の先

生方にも参加を呼びかけ，心理学や教育学，さらに家政学や保健学などの学会誌に掲

載された論文や専門書を学生が紹介するという内容でした。時には先生方にも発表し

ていただきました。月に数回のペースで熱心に続けられた，思い出深い勉強会でした。

しかし，大学紛争の頃に中止しなければならなくなってしまったのは残念なことでし

た。 

 児童科・児童学科では多くの先生方との親交をいただきました。福島先生，湯浅先

生，淺藤先生，岡部先生，川中先生，山内先生，稲田先生，丸尾先生，石井先生，井

上先生，信本先生，松田先生，石川先生，三原先生，平位先生，そして福本さん，奥

野さん，吉村さん，山根さん，加藤さん，木本さんなど多くの助手の方たち，すべて1

3年間の在職の中で関わった方々です。そうした先生方との交流の中で，濃淡の差はあ

りますが多くの思い出をいただきました。 

 とくに川中先生との関わりには印象深いものがあります。個人的に論文指導を受け

たこともその一つです。女子大学に着任後初めて学術論文を執筆しようとしていた時，

学の先輩として，論の展開や検討の仕方など非常に細かい点まで厳しくチェックして

下さいました。その経験はそれからの私の研究生活に大きな力になったと感じていま

す。ありがたく思い出します。 
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広島女子大学児童・人間発達の思い出 

日置光久 

 残暑も和らぎ，秋風が吹き出したある日，見覚えのある封筒が舞い込んできた。そ

こには，薄灰色の地にピンクの文字で「広島女子大学」と差し出し先が書かれている。

「広島女子大学」。この名称は，私にとって30代から40代の初頭の貴重な一時期を過

ごさせてくれた，懐かしい「名前」である。この大学の児童学科，そして人間発達コ

ースに，私は昭和63年から約10年間お世話になった。当時の思い出を，思い出すまま

に，以下に少し書きつづってみたいと思う。 

 私が在職した10年の間に，職場は宇品の旧校舎，千田町の仮校舎，宇品の新校舎と

移り変わり，所属も児童学科から人間発達コースへと変わった。そういう意味では，

結構あわただしい10年間だったと思われるのだが，今思い返すと，自由でおおらかだ

ったイメージが強い。女専時代からの長い歴史と伝統，宇品という地域に密着した庶

民性，また「平和」を大切にする広島という県の特徴などがその理由だったのだろう

か。 

 学生たちは，おしなべて穏やかで，まじめな気風をもっていたと思う。卒論生は，

自分たちが所属する研究室の扉に，工夫を凝らした「在室・不在」ボードを取り付け

たものだ。気球につり下げられた籠に自分たちの名前を書いた人形が乗っているもの，

当時はやっていたアニメの複数のキャラクターが紙芝居のように並べられたものなど，

私は彼女らの感性と器用さに感心しながら，楽しませてもらったものだった。しかし，

学部学科の改組に伴って，そのような伝統・習慣も変わっていき，最後の数年間はそ

のような楽しみはなくなってしまった。 

 もう一つ，強く印象に残っているのは「広島女子大学ネイチャーゲーム研究会」を

立ち上げたことだ。当時私は，数名の有志と共に広島市の市民を対象に「広島市ネイ

チャーゲームの会」という自然体験/環境教育ボランティア団体をつくり，活動を行っ

ていた。そこでの経験をもとに，学内でのサークルづくりを学生たちにもちかけたの

である。数名の学生がこの提案を受け止め，大学に働きかけたのだが，学内サークル

の新設は数年間行われたことがないとのこと。「どのようにすればよいのか」から始

まって，学生と共にずいぶん苦労したことを覚えている。しかし，苦労のかいあって

大学公認の「ネイチャーゲーム研究会」が成立したのである。これは，この種の大学

公認サークルとしては我が国で最初のものであった。現在全国的に同様のサークルが

結成され活動を行っているが，我々がつくったものが，一つの魁になったのである。

このことは，当時一緒に汗を流した学生たちにも誇りに感じてほしいと思っている。

  

 私の広島女子大学での「時代」は，私の心の中で明るい光を放っている。私にこの

「時代」を提供してくれた広島女子大学，教職員の皆様，そして当時の学生たちに心

から感謝している。 
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児童学科での思い出その後の推移現況 
平位 剛 

 昭和５２年６月から５５年６月まで，児童保健学を担当させて頂いた。臨床医から

女子大生の教育という，全く異次元と思える環境に飛び込んだ私には，３年間は短い

様で，反面相当長い経過にも感じられた。採用関係の書類を持参して，数度丸尾教授

にお会いした後に，赴任先が主として小学校教員を目指す児童学科と知り，些か慌て

た。転出前に家政学科とは聞いていたので，妊婦を主に女性の高血糖，脂質異常やＶ.

Ｅに興味を持っていた私は，てっきり栄養関係の学科と一人合点をしていたからであ

る。当時は，学長が今堀誠二先生，家政学部長が新川英明教授（後に灘光晋作教授）

児童学科は，丸尾譲教授が学科長で，他に稲田準子，川中勝，山内美子の諸教授に浜

名外喜男，松田文子，石川正和の諸助教授，三原捷宏，石井信生，信本昭彦，野上智

行（後神戸大学長）の諸講師がスタッフで，木本尚美，加藤美紀の両嬢が助手を務め

ていた。私の寡聞によると，丸尾先生は後広大教授，某大学大学院設立準備教授など，

一貫して大学教育に尽力された。稲田先生は，定年後他大学で教授を務められ，長年

に渡る研究と教育への貢献により，平成１４年に第５９回中国文化賞を受賞された。

助教授や諸師のスタッフは，後他大学へ教授に栄転された。川中先生は大いなる愛酒

家で，度々酒の供を命じられ，酔虎の状態の先生を自宅へお届けし，その度に奥様か

ら主人を“誘わないで欲しい”とお叱言を頂いたことが懐かしい。 

 在任中の後２年間は，卒論指導（相談？）を数名ずつ命じられた。児童保健に就い

て卒論を作ろうとしても，対象たる“児童のいない”私には，今でも学生さんに申し

訳ない事をしたと思っているが，やむなく出生前小児科という立場から，妊婦の尿糖

陽性（多くは高血糖）・陰性と児の出生時体重，或いは出生後１週間の体重推移の関

係をテーマとして貰った。大学病院や大竹国立病院で，慣れない医学用語や，検査デ

ータから資料を探し，統計学処理をするなど，学生さんは苦労した事と思う。職務の

一つとして，３人諸師の助教授昇任の推薦人を命じられ，内２人は全く知識も無く，

敬遠すらしていた芸術関係で，口上書（？）を作るのに日夜，悪戦苦闘をした。丸尾，

稲田両先生の援助で何とか責を全うできたと改めて両先生に御礼を申し上げる。 

 赴任して驚いた事がある。科会でスタッフが主任教授に，○○さんと呼んだり，「そ

れは違うでしょう。こうでしょう」とか話す事が日常的であった。上下関係の厳しい

（封建的な？）医学部では，絶対考えられない表現である。教授会が教授のみでなく，

（人事関係の会議は教授のみ）諸師以上がスタッフであり，学長が会議にタートルネ

ックのセーターで出席されたり・・・。 

 私は，煩悩の多い俗人そのもので，“神聖な”教授会の一員として，また聖職者た

る教育者には，全く不適合者である事を悟り辞職した。その後，新潟県立加茂病院，

市立安佐病院を経て，現在福山記念病院傘下の老人保健施設ビーブル春秋苑で，多く

の老人の健康管理に当たっている。 

 最後になりましたが，在任中は，全女子大の皆様，特に丸尾，稲田の両先生を始め

とする職務を供にした諸先生，木本さん，加藤さん，若さを与えてくれた学科の諸嬢

（現在はマダム）に，改めて感謝の意を表します。 
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発達コースの思い出 

藤井浩樹 

 ４月から岡山大学に転任することになりました。最後の教授会でご挨拶をした時，

これまでの思い出が浮かんできました。本当によき学生に恵まれ，温かい先生方とご

一緒させていただいた10年半だったと思います。 

 着任は10月でした。後期の授業に加えて前期分の授業もすることになり，毎日，授

業の準備に追われていたように思います。「とにかく理科では自然に触れなくては！」

と意気込み，ヒイラギの葉脈標本を作ったり，水温とメダカの心拍数との関係を調べ

たり，学内の木々の冬芽を探したり，いろいろと観察や実験をしていました。印象深

かったのは，実験の後，流しに溜まっていたゴミを，一人黙々と掃除していた学生で

す。「いい大学に来たなあ・・・」と，しみじみと感じたのを思い出します。 

 卒論は７年間，担当しました。当初は科学読み物の読み聞かせの研究をしたり，太

田川の水質を源流から下流まで調べたり，アサガオの花弁を用いて酸性雨の状況を調

べたりしました。その後，県内の小学校を訪ねる機会が多くなり，鈴張小，上温品小，

下蒲刈小，福山の高島小，吉舎の安田小，本郷の南方小，世羅の西大田小など，多く

の学校で理科や生活科，総合的な学習の時間の授業づくりを研究しました。卒論の学

生は目方で勝負とばかりに，厚い（熱い？）卒論を提出していました。文章を見ては

いつも真っ赤にして返していましたが，学生はがんばってやり遂げていたと思います。 

 先生方は本当に温かく接してくださいました。それに研究費や校務などで，いつも

ご配慮いただきました。自由に研究に没頭できるというのは幸せなことだと思います。

そのために先生方が苦心されていたことを，今，ひしひしと感じています。 

 一方，オリゼミや暑気払いの会，忘年会，釣り同好会では盛り上がりました。特に

オリゼミでは，昼はバレーボールや卓球で本気になったり，夜は円陣になって談笑し

たり，本当に楽しかったです。木立の中を散歩しながらお話した内容は思い出せない

のですが，散歩をしたひとときが忘れられません。 

 今にして思えば，発達コースは私の30代のすべてでした。優れた教育と研究の場に

居れたことを幸せに思っています。ありがとうございました。大学での勤めはまだま

だ続きそうですが，発達コースで学んだことは心の拠り所になるでしょう。 
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広島女子大学・人間発達コースの思い出 

藤本眞一 

 私は，平成11～14（1999～2002）年度のちょうど4年間，人間発達コースの保健学担

当教員として在籍いたしました。旧厚生省の医系技官や保健所等の経験を生かして，

論文提出により博士号を取得した後，教員として平成11年度に採用されました。初め

ての大学勤務，しかも女子に特化した教育，かつ単身赴任ということで，かなり緊張

して赴任したのを，今でも鮮明に記憶に残っています。 

 行政に所属していた間に温めていた，研究してみたい大半のテーマに在籍中に着手

することができ，今でも保健所の実務に活かせています。特に研究のまとめに協力し

ていただいた，多くのゼミ学生に感謝したいと思います。ゼミは，研究室を学生に開

放するなど，風通しの良い運営に心がけ，自由な雰囲気の中で，卒業研究などに取り

組んでもらいました。また，その内容は単に卒業論文に終わることなく，学会発表又

は専門誌に投稿するなど，卒業論文としてはレベルの高い研究を数多く実施すること

ができました。合わせて，積極的に厚生労働科学研究などの研究費を獲得し，主任研

究者としても健康危機管理に関する研究を実施し，全国に調査研究に出向いたのが印

象に残っています。 

 講義としては，他学科・他コースの授業でも公衆衛生学を基礎としながら講義を行

い，授業中に「肝炎感染の問題は後日大きな社会問題になる」ことを予測し，不幸な

ことに結果的には的中することになってしまいました。学生には，現状だけでなく，

未来への洞察力を養う実践的な教育を行ってきたつもりです。また発達保健学の授業

では，人間の発達段階に応じた評価のポイントを具体的に示して学生の理解を促しま

した。 

 広島での4年間の生活ですが，栄養学的にもバランスの良い，広島風「お好み焼き」

の大ファンとなり，一週間に1～2回は大学の回りの店に通ったのが思い出深いです。

また，プロ野球観戦も昔の市民球場が近く，気軽に出かけたのを覚えています。 

 現在の私ですが，平成21年度から埼玉県職員として秩父保健所に勤務しておりまし

たが異動により草加保健所に勤務しております。日光街道の宿場の名物として有名な

「草加煎餅」の発祥の地です。ぜひお出かけの際は，声をかけてください。 

 広島女子大学自体は無くなってしまったのは，大変残念なことではありますが，時

代の流れや，公立大学の全国的な設置の在り方の変化によるものですので，前向き，

かつ発展的に捉えるべきと考えます。県立広島大学で教鞭をとられている各先生のご

努力に敬意を表するとともに，新大学の発展・向上と，卒業生の社会での益々のご活

躍をお祈りいたします。 
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教育人・職業人としての私の原点 

松田文子 

 広島女子大学児童学科に私が赴任したのは，1978年4月ですから，30年あまりも前の

ことです。6年間お世話になりました。37歳で赴任し，しかも初めての定職でしたから

(女性が大学に就職するのは，結構難しい時代でした)，とても張り切っていたと思い

ます。現職の福山大学に赴任してからは，近隣の学校や教育委員会関係で講演するこ

とも多く(私学なので，宣伝になることは何でもやります)，時々広島女子大学出身者

という人に会います。「レポートが真っ赤になって戻ってきました」「今でも松田先

生の話をするときは背筋が伸びています」という人もおられますから，きっと厳しい

教師だったのでしょうね。今では，昔の私を知っている人から「信じられない」と言

われるぐらい優しい先生になっていますが，相変わらず真っ赤なレポートを返し，授

業によっては毎回小テストをして採点して返しと，広島女子大学時代に作った教育の

原点は，しっかりと生き残っています。 

 全教員参加の2泊3日のオリキャンは，なかなか印象的でした(それ以降勤務の3大学

でもオリキャンはありましたが，参加したことはありません)。確か「7人のおおびと

と白長姫」という劇を松田研の総出演で行ったときには，私が脚本を書き主演をやっ

たような・・・なんとのどかな時代・・・。卒論生は研究室に住み込みでしたから(こ

れも女子大だけの経験)，うっかりうたた寝も出来ない代わりに，学生とはとても親密

になっていたのでしょう。6年というあまり長くない赴任期間だったにもかかわらず，

未だに忘れずに年賀状をくれる人，訪れてくれる人が多く，うれしいことです。 

 当時の児童学科での学生は，ほとんどが小学校の先生になっていました。もう管理

職になって苦労している人もいるようです。教師をしている人も，その他の仕事をし

ている人も，家庭にいる人も，私の教えた人たちは，今まさに働き盛り。人生80年の

女性のライフサイクルを今一度みつめながら，悔いのない有意義な自己確立と社会へ

の関わりをしてほしいですね・・・といつまでも教師根性は抜けません。 

 さて，初めての定職でしたから，職業人としての原点も，広島女子大学児童学科で

作られました。稲田先生と丸尾先生には，職業人・大学人としてのイロハを，しっか

りたたき込んで頂きました・・・もちろん木本助手にも・・・怖かったですねー。こ

のときの職業人教育は本当にありがたいものであったと，後になるほどその思いは強

くなりました。その思いと感謝は，私の後に続く人に返していっているつもりです。 

 私もそろそろ人生の最終章に入ってきました。未だに週6日働きずくめですが，この

年でも他者から期待されるものがあることに感謝し，期待されるものと生きている間

にしておきたいことのバランスを図りながら，教育人・職業人としての私の原点を大

切にしつつ，人生の最後を過ごしたいと思っています。 
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児童学科のおもいで 

丸尾 譲 

 私は1970年４月女子大に就職した。それは全国の大学を席捲した学園紛争がようや

く収束しかけた時期であった。紛争が終わると大学には改革の波が押し寄せた。それ

は大学教育の制度・目的・学部学科組織・教育内容・方法などあらゆる面を再検討し，

大学教育の改革を行うことを目指すものであった。 

 女子大でも全教員が幾つかのグループに分かれて大学の将来構想を検討することに

なった。児童学科ではカリキュラムを大幅に変更し幼稚園・小学校教員免許が取得で

きるようにしたいと考えた。児童学科の学生は中学校・高等学校家庭科の免許を取得

することは可能であったが，家庭科の授業内容は食物と被服が大部分を占めており児

童学科の学生にとって専門が十分に生かされる教科ではなかった。学生は教職を希望

しつつも家庭科教員になることにはためらいがあり，幼稚園や小学校の教員になるこ

とを強く希望していた。 

 当時，保育所や幼稚園に学卒の保育者を採用したいと考えている園長さんたちがい

た。ある保育所長が児童学科の卒業生を採用したいとこられたことがあった。その方

は保護者が高学歴化しつつあるので保育者もそれに対応する必要があるとのことであ

った。また福山市には大規模な工場地帯が造成されていた。小学校は増設されたが教

員の確保が困難であった。市教委の担当者から免許がなくても女子大卒業生を採用し

たいので推薦して欲しいという相談を受けたこともあった。教員免許は採用後に通信

教育で取得できるよう配慮するとのことであった。 

 このように児童学科内だけでなく学外からも幼稚園・小学校教員免許が取得できる

ようにとの要請が強まっていた。しかしそれにはカリキュラムの変更と最低１名の教

員増が必要であったが定員増は不可能と考えられていた。そのような時広島県は女子

大教員の定員を１名増員することを決定された。大学では評議会で慎重に審議された

結果，児童学科にこの定員が配分された。 

 かくして児童学科に幼稚園教諭・小学校教諭１級免許課程が設置されることになり，

多年の夢が実現することになった。当時，川中教授，岡部教授，稲田教授らにはその

準備のために多大のご苦労をいただいた。幸い児童学科には優秀な学生が集まり，教

員採用試験の合格率は非常に高かった。初期の卒業生の中には校長や教頭を勤めてい

る人も多く，教育界に多大の貢献をされている。 

 1950年広島女子短期大学家政科児童学専攻に始まり，生活科学部人間福祉学科人間

発達コースと名称を変えて半世紀あまり存続した児童学科はその歴史に終止符を打つ

ことになった。卒業生はいうまでもなく１８年間勤務した私にとっても極めて寂しい

ものがある。しかしその記憶は県立広島大学の歴史の中に永遠に生きつづけると確信

している。 

 今日まで児童学科のために様々なご苦労をされた諸先生方に対して心から感謝しま

す。まことにありがとうございました。 

 終わりに児童学科を卒業された皆さんのご健勝をお祈りします。 
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誇らしきは我が教え子達 

安森征治 

退職して3年も経って女子大生活13年間を振り返ってみる時，自分は学生や大学に

何の役に立ったんだろうと身が縮む思いです。 

幸いなことは，私の研究室に所属していた学生達が，今では色んな分野で活躍して

おり幸せな家庭を築いて，堂々とした人生を歩んでいることを誇りに思えることです。

季節の便りは，「三人目が産まれました」，「結婚することになりました。出席して

ください。」の類がさすがに女子大卒だけあって多いのですが，その度に学生時代の

若々しい顔が思い出され，「あの人がなぁ，結婚するんだ。あの人がお母さんになる

のか」と自分の娘のように嬉しくなります。4年経ち，初めての転勤となりました，と

便りをくれたり，わざわざ竹原まで訪ねてくれる小学校教諭をしているＵさんやＳさ

んには，次々に結婚して行く元ゼミ生に，嬉しさとともに一抹の寂しさを感じている

ものですから，「急がなくてもいいよ。」などと冗談めかして言ったりしています。

素晴らしい教師となっている彼女達，近い将来幸せな家庭を持つのでしょうが，本当

に誇らしい教え子たちです。 

13年間の女子大生活も楽しいものでしたが，社会人になってからの折に触れての出

会いの中で，人間的に大きくなっている教え子たちを見たとき，さすが女子大の娘達

だと誇りに思います。人間としての感性というのでしょうか，結婚している人も，し

ていない人も，決して楽しいことばかりではないはずなのに，自分の仕事や家庭の中

で，自信を持って生きている人たちばかりだということを感じます。社会の波にもま

れ，敢然と立ち向かっていける資質が花開いたのだと思います。 

素晴らしい同僚と学生に囲まれた13年間も，退職してなお，年ごとに大人としての

深みのある女性に進化する教え子達の姿を見ることのできる今も，有難いと思い，大

事な宝としたいと思います。 

女子大の名前は消えても，大きな人間が残りました。児童学科，発達コースは永久

に不滅です。 
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県立広島女子大学での思い出と新しい大学でのあゆみ 

山﨑英則 

 平成元年の10月頃，新規採用のために，三原先生，石井先生，長谷川先生の面接を

受けました。次のようなやりとりが行われました。「山﨑先生は公募された方の中で

第一位におられます。うちの大学に来られる意志はございますか？ 担当して頂く科

目は，幼児教育原理，幼児教育課程，教育本質論，保育内容研究，人間関係，教科教

育法 社会，児童教育史，児童教育学演習等です。もし，断られますと，第二位の方

と面接をします」。「広島大学大学院で教育哲学を専攻しましたので，担当科目はあ

る程度カバーすることができます」。「うちの学生は純心で真面目ですから，教員採

用試験には毎年，多くの合格者を出しています。先生の熱意でもって鍛えてやってく

ださい」。「この大学でお世話になります。どうかよろしくお願いします」。 

 その後，大学において，大幅なカリキュラム改訂・変更が加えられたのは，平成７

年度からでした。その時の担当科目は，生活科学基礎論，生活科学研究計画論，教育

哲学，教育学概論，教育史学，人間福祉学外書講読Ⅰ，道徳教育論，教育哲学演習，

男女共同参画社会論，中等教育実習，卒業論文でした。 

 特に，思い出深いのは，大学院修士課程設置委員の一委員として東奔西走したこと

です。平成10年頃から始まりました。各委員の主な仕事は，大学院での設置予定各専

攻分野で，いわゆる○合教授の数を揃え，専攻分野の人数分の書類を作成し文部省に

提出することでした。私は幸運にも，平成11年，文部省・大学教育審議会における教

員組織審議会において，○合教授になり，翌年からの大学院で，教育哲学特論，教育

哲学演習Ⅰ，同Ⅱ，同Ⅲ，同Ⅳを担当させて頂き，そしてそれと同時に，大学院での

初代の主任を勤めさせて頂きました。 

 某先輩の薦めによって，平成16年４月から平成21年３月まで，神戸親和女子大学に

勤務しました。担当した科目は，学部では，教育原理（初等・中等），教育哲学Ⅰ・

Ⅱ，教育評価，特別活動の研究（初等・中等），教育学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ等であり，

大学院では，教育哲学特論，道徳教育特論，教育学英書講読Ⅰであり，そして，通信

教育学部では，教育哲学，教育史，道徳教育，特別活動などでした。 

 ささやかな自慢があります。それは，私が指導した大学院生が卒業後，母国の中国

に帰り，中国の大学で教鞭を執っていることです。一人は幼児教育学担当の講師とし

て，もう一人は日本語教育担当の講師として，勤務しています。 

 最後に，神戸親和女子大学に赴任して以来，13冊出版しましたが，大学教員最後の

著作，『「偉人伝」，にはない人生 これまでのあゆみ これからのあゆみ』では，

広い意味での教育学や教育原理を論じています。乞うご期待です。 
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想いつくままに 

吉富啓一郎 

 私の広島女子大学の在職時間は，13年２ケ月です。赴任（1991年２月１日）は文学

部社会福祉学科でしたが（1995年３月31日まで），学部改組により同年４月から生活

科学部人間福祉学科人間発達コースの所属となりました。2004年３月31日の定年退職

まで人間発達コースで９年間お世話になりました。因みに，私の大学教員歴は，母校

の九州大学助手を振り出しに高知大学を経て広島女子大学・龍谷大学で，40年余にな

ります。 

 広島女子大学での記憶をたどり，想いつくままに記してみます。 

 女子大学に赴任した当時，会う人ごとに，「女子ばかりで違和感はありませんか」

とよく聞かれたことを憶えていますが，私には全く違和感はありませんでした。なか

なか優秀な学生さんが揃っているなあという印象が強かったですね。学生との付き合

い（とくにゼミ生）は，アフター・ファイブとアフター・グラジュエイションに力を

注ぎました。ゼミの学生とはよく学び，よく遊びました。楽しかったですね。今でも

彼女らの集まりに呼び出されています。 

 女子大在職13年２ケ月のうち，10年間が管理職（学部長・図書館長したがって評議

員）でした。学部改組に始まり，大学院設置そして三大学統合の渦の中に巻き込まれ

ることになりました。小学校教員免許問題，大学院教員配置問題，女子大学解体問題

は忘れることができません。文部省に女子だけの学部を創ってもよいか打診し，ＯＫ

をもらったことは今でも鮮明に記憶に残っています。学内合意形成，県当局との折衝，

文部省（設置審）とのやりとり等必死でしたね。女子大学解体を止めることができな

かったことは痛恨の極みです。でも在職13年２ケ月（50歳代前半から60歳代前半）は，

研究・教育・管理運営と大変充実した日々だったと思います。感謝しています。 

 女子大学定年退職後は，京都の龍谷大学文学部に専任教授として３年間お世話にな

りました（2007年３月31日定年退職）。現在は，広島女学院大学（生活科学部），福

山平成大学（健康福祉学部）の非常勤講師をしています。そろそろ大学から足を洗う

時期に来ていると考えています。その他ＮＰＯ法人や生活協同組合に関わっています。

結構忙しくしています。 

 今年は私の干支（「寅年」）です。いいことがありますように。 
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短大の２年間は大学４年にもまさる収穫で 

私の人生を援助する 
中岡恵美子（１９５２年卒，短大２期） 

 「勝つまでは欲しがりません」と，日本の勝利を信じて，食糧増産に励んでいた真

夏の敗戦，戦後の教育改革により「６・３・３制」が施行され，女専が短期大学に移

行された１９５０（昭和２５）年，新しく新設された児童学科に入学しましたが，私

たちの科と社会科には上級生がいません。 

 短期大学初年度の運動会は，各科の仮装でしたので，児童科の独自性を出すことに

なり，「日本の童話集」を企画しました。 

 大八車を何処で調達したかは覚えていませんが，あの戦禍の中で焼け残った大八車

に宝物を積んで桃太郎を演出，担任の小林先生は桃太郎の幟旗の前でシルクハットの

帽子を被った人であり，湯淺先生のおぢいさん，山内先生のおばあさん二人は仲良く

真中で，日の丸の扇子を持っている桃太郎が私です。 

 広島県病院の田渕先生から看護学の講義をうけ，２年生の夏休暇中に，看護実習で

手術の見学がありました。 

 現在の医療行政では到底不可能ですが，グループに分かれて，結核の手術で背中を

開き，肋骨を切断されましたが，骨が白いのに驚き，切断の時，不気味な音を記憶し

ています。 

 始めてみる手術で失神する人もありましたが，一番前で見学していた私は，皆さん

が気持ちが悪くなって立ち去られたのを知る由もなく，振り向いたら誰もいませんで

した。 

 戦中・戦後の食糧難時代と学区制の狭間で育った私たちの世代は，小学校・高校で

の修学旅行の経験は皆無に等しかったので，１０月上旬九州の修学旅行が企画されま

した。クラスは３６名でしたが，参加者は３１名です。急遽台風が到来し一日遅れの

出発になったので，期待していた「恩讐の彼方」で有名な「青の洞門」は除外されま

した。 

 あの雄大な阿蘇もごうごうと地底から聞える地鳴り，鼻をつく硫黄の臭気，台風の

ためか空高く噴煙をあげる中岳に驚きました。 

 大学に入学するまで鍵盤を叩いたことのない私は，遠藤先生のピアノの指導や学校

の練習では不十分なので，翠町で個人レッスンを受けました。 

 教職一年次は小学校の教師，３学期には学芸会があるためオルガンを買うことにし

ましたが，就職一年次（昭２７）１２月の給料とボーナスを併せて約１万７千円では，

学校免税にしてもらっても約２万円足らない時代でした。 

 就職７年目，中学校の音楽教師が転勤になり「音」が出せるのは私しかいないと，

無免許で，週１４時間の音楽担当，加えて体育授業も９時間ありました。 

 そして，８年目吉舎中学校の校歌を作曲し現在も唄われています。短大２年間のピ

アノ履習が私にとっては，その後の教師生活に貴重な経験になりました。 

 卒業後５０有余年が過ぎた平成２０年６月１４日，喜寿の祝の同窓会を県民文化セ

ンターで行ないましたが，出席者１４名中７名の人が連れ合いをなくしておられ，同

級生も４名の方が他界されているなど，半世紀余の歴史の跡が刻まれた一日でした。 
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在学時の思い出 

薮﨑英子（１９５３年卒，短大３期） 

 わたくし達は，広島県立女子短期大学家政科児童学専攻３期生として昭和２６年の

春，希望を胸に，各地から集まった３９名です。 

 その当時の学校は，校門まわりと，玄関はなかなか洒落たものでしたが，校舎は木

造で，床は油くさく，少し暗い感じ，教室も狭かったと思います。好きだったのは，

クローバーの沢山はえてる庭，その庭で昼休みには弁当を食べたり四つ葉のクローバ

ーを見つけたり，おしゃべりをするのも楽しいひとときでした。 

 そして楽しみの一つに，冬は電車道路近くにあったうどん屋「敷島」と，夏は広島

駅近くの「たむら」の氷ぜんざいを食べることでした。 

 ２年間という中で大学教育と教職課程の単位，保母の免許の単位修得をするのです

から時間はびっしり，余り遊ぶ時間はありませんでした。 

 私などは呉からの通学のため，朝は貨車のような列車にいつも立ったまま，広島駅

で乗り換え，宇品線へ。５時起きでした。クラブ活動も寄宿舎生はよくやっておられ

たけど，通学生の私達は時間がない中を工夫して創作ダンスなど同好会を作り浅藤先

生に時々見て戴きながらやったことなどもありました。 

 教職課程での教育実習は，比治山中学校の生徒さんたちを受け持って教師へのあこ

がれを持ち，やる気になったことや，私達は，保母免許の関係もあって病院実習を県

病院で一週間させてもらいすごい印象深いものがあります。内科・外科・産婦人科・

泌尿科など白衣を着てちょっとお医者さんの卵のような気分でした。 

 夏休みには実習を兼ねて広島県下の農繁期の子ども達を預かり，朝から夕方まで面

倒をみる保育実習も鮮明に脳裏に残っています。この実習は２人で１週間交替の泊ま

り込み，自炊をしながらでした。小川のせせらぎで子供たちのパンツを洗ったり，集

団教育されていない子供をいかに教えるか…悩んだものでした。私達が担当したのは，

佐伯郡宮内村でしたが，当時はバスも余りない田舎だったので村の人たちや，小学校

の先生たちからの応援もあって実習の最終日には折角懐いてくれた子供たちとの別れ

が辛かったこと，若かったから出来たことですが，夜も教材づくりなどでくたくたに

なった等，今，思えば夢のようです。 

 家政科全員（被服科，食物科，児童科）の大講堂での講義などもあり，終わるやい

なや皆で宇品線（丹那駅）に向けて３００ｍダッシュ。学校のまわりは蓮畠と田圃で

見通しがいいので列車が来るのがよく見え，機関手さんも走っている私たちを見て，

「早くこいこい」と待ってくれたことなど本当に懐かしい思い出です。いろんなこと

が，走馬燈のように駆けめぐりますが，この２年間でいろいろな勉強をさせて戴き，

卒業する時には1/3位の人は教職に就き，それぞれの道に進んでいきました。またたく

間の２年間でしたが，生涯の中で，輝やいていた日々だったような気がします。 
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大学生活の思い出 

鷹尾伏佳子（１９５４年卒，短大４期） 

 私達は昭和２７年４月，県立女子短期大学家政科児童学専攻に入学した短児四期生

である。四月の入学式，私は向洋駅から乗ったが本線で来る人，呉線で来る人皆，広

島駅で宇品線（この宇品線は５０年頃廃線となったが，戦争中に出征兵士や荷物を宇

品港まで運ぶために国鉄が引いたものだ。）に乗り換え丹那駅で下車。小さい駅で後

方はすぐ海，天気の良い日は海面がきらきらと日に輝き美しかった。周囲は一面蓮根

畑，あぜ道を友と語りながら十分程で大学に着いた。校舎は原爆で相当ひどい被害を

受けたが，かろうじて倒壊を免れたとか，先輩の方達はその復興のため尽力されたと

聞く。その原爆で私の兄が二人とも亡くなりその悲しみは今もいえることはない。 

 私たちの学級は四十一名で担任は小林利宣先生（児童心理学）落語が好きだとおっ

しゃる優しい先生だった。当時の学長は山根先生，大坪先生（食物），山内先生（保

育理論），福島先生（教育原理），湯浅先生（小児科学），縄田先生（倫理），浅藤

先生（体育），鹿股先生（家政学），遠藤先生（体育），岩佐先生（英語），川中先

生（教育心理），新川先生（生物），水野上先生（被服）等，沢山の先生に教えてい

ただいたことを思い出す。 

 学内には，こばと保育園があり，紙芝居を作って園児に見せたり，折紙を教えたり

と保母の資格をとるための実習もあった。県病院でも実習があり白衣を着て，班に分

かれ死体解剖の見学，私は肺結核の手術の見学をした。手術用の大きな鋏でろっ骨を

切る音が今も耳底に残っている。気分を悪くして室外に出た人もいた。 

 この写真（Ａ）は被爆した校舎を先輩の方々が寄附を集めて，抜け落ちた屋根，壊

れたガラス窓，傾いた校舎の支え等されたもので，私たちも使用した校舎の一部であ

る。冬は勿論暖房もなく冷たい北風が窓のすき間から入り寒いのが当然の時代，我慢

強く勉学に励んだものだ。 

 写真（Ｂ）は，３０年代に建設された校舎で，２９年に卒業した私たちは，被爆校

舎の最後のころの卒業生だったということを知り感慨深いものがある。 

 卒業後は，それぞれ活躍の場を求め別れていった。７６才になった現在，二名死亡，

遠方に在住している者等，仲々一同に会することはできないが，毎年１０名位集まり

楽しく会食をしている。私は中学校の教員を３６年勤め退職。現在は年金生活をしな

がら，合唱団に入りコーラスを楽しんだり，読書会では原爆関係の本を２０年間読み

続けている。このことから改めて戦中戦後を振り返ってみるに，私は東京から５年生

で青崎国民学校に疎開，すぐ６年から庄原の説教所に集団疎開，原爆では２人の兄を

亡くした後，終戦，やっと広島に戻ることができたことを思い出す。戦争や核兵器の

ない世界が一日も早く来るように。そして大学が益々発展するよう祈ってやまない。 
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(A)支柱に支えられている，原爆投下後の校舎。 

 

 

 

 

(B)昭和30年代に建てられた女子大旧校舎。 

 



在学時の思い出 

先本啓子（１９５５年卒，短大５期） 

 昭和三十年卒業の短大五期生です。 

 今振り返れば私達五期児童科のクラスは，級で何かをしようという時に，とてもま

とまりが良く一致団結して行事に参加した様に思います。例えば「合唱コンクール」

への参加においても，リーダーのもとで放課後猛練習をし，学内で優勝し，広島大学

での合唱祭に参加しました。また，秋の大運動会では，仮装行列で「先代萩」等，子

供を中心とした作品を演じたり，応援団長を出して盛り上げたりして好評を博しまし

た。校内バレーボール大会でも，担任の山内美子先生の熱烈な応援を受けて大いに燃

えたことを思い出します。 

 保育所実習は，夏休みの大半を使って楽しい傍ら，気疲れもしましたが保母として

の自覚とやり甲斐を感じることができました。そして，県病院における病院実習は，

日頃経験できないことばかりで新しい発見の連続でした。秋には教育実習が大下学園

祇園高校と比治山女子高校へ分かれて行われました。初めて教師として生徒に接する

緊張感を味わい，二週間の実習期間はとても有意義に過ぎて行きました。 

 私はクラブ活動でバレー部に所属し，あまり練習時間がとれない中で，広島県バレ

ーボール大会で優勝しました。関西女子大学バレー選手権大会へ行き準々決勝で敗れ

ましたが，とても良い思い出になっています。 

 授業時間は週六日のうち，土曜日が午前中で他の曜日は七時間授業も何日かあり，

とても充実した一週間でした。リズムダンスの授業は浅藤きく先生の指導のもと，と

てもハードで授業の翌日から三～四日は体が痛くて大変でした。特に思い出深いのは

英語の授業でした。一年生の時の岩佐正澄先生によるヘミングウェイの「武器よさら

ば」では，直訳的でなく豊かな演技とわかりやすい解釈によって，英語を得意としな

い学生をも魅きつけるものでした。二年生の時は山根邦夫学長先生の学長業務の傍ら

の授業で，確かジョージ・エクオットの「サイラス・マーナー」だったと思いますが，

解釈が独特の美しい演劇風の語り口で，魅きつけられた記憶があります。 

 これらは私自身の思い出で，きっと他の級友は，もっともっとすばらしい思い出を

沢山持っておられ，今回こちらで紹介しきれないことが残念です。 

 母校に児童科が消えることは，非常に残念ですが，歴史と伝統を踏まえた県立広島

大学として，今後益々発展していくことを心より祈念いたします。 

36
　



人生を変えた師との出会い 
市河美恵子（１９５６年卒，短大６期） 

 卒業して早くも五十四年が過ぎようとしています。当時は木造校舎で，今日のよう

な立派な建物ではなくとも心は広島女子短大の卒業生だという誇りに満ちていたもの

です。 

 四月から，四歳以下の幼児ばかりの八木ひかり保育所に勤めることになりました。

二年経たところで急遽，同地区の公立幼稚園への転勤となりました。 

 ところが保育免許状はあっても，幼稚園免許状がありません。園長先生の奨めで通

信教育を受けることにしました。 

 園長先生は，親切にも私に「折角なら小学校の免許状も同時に取得して，やがては

小学校へ勤めることを考えた方が得策ではないか。幼稚園は少ないが，小学校は各地

区にある。転勤しながら生涯働くことができる。決して悪いことではない。」と先を

見据えた話をされ，私はその言葉に引かれ，決心しました。 

 レポートを書きながら勤める生活が始まりました。夏は集中講義と実習で上京しま

した。何とか一年で幼稚園と小学校の免許状を手にすることができ，希望に満ちたも

のでした。 

 九月より県北の芸北町立雄鹿原小学校へ採用され着任いたしました。辺地で冬は豪

雪地帯です。経験したことない雪工作・スキー等児童から教えられることも多く，純

朴な子ども達と幸せな日々を過ごすことができました。 

 結婚してから可部小学校へ転勤。そこは安佐地区の中心で，昔は宿場町でもあり，

大規模校でした。これまでのようにのんびりしてはおれません。児童が三日も続けて

休めば必ず家庭訪問をする。連絡のない休みの子の家に行ってみる。気になる児童の

家には日曜であろうと訪問したものです。 

 家事と仕事を両立させることは大変でしたが，子ども達に接していると心を洗われ

るようで救われました。保護者の方々とも心を通わせることができ助けられ，改めて

小学校に勤めることの幸せを噛み締めました。 

 その後，三校転勤しましたが，子どもたちがおかしいと思うようになったのは，昭

和六十年頃だったでしょうか。年々自己中心的な考え方になっていく。親も子も……。 

 校長に任命された時は，その重責に身も心も引きしまる思いがしました。子ども一

人ひとりの幸せ，教職員の健康と指導の力量等，頭の中は何時も学校のことでいっぱ

いでした。その頃から不登校児童も増え，教職員に対する風当たりも強くなってきた

ように思います。 

 退職を迎えた日，三十七年間大過なく今日を迎えることができたという喜びを噛み

しめることができました。感激でした。 

 今，民生委員をしています。これからは地域のボランティアに心をそそごうと思い

ます。 

 私が今日まで働き続けられたのは，家庭の協力もありますが，通信教育を受ける時

の園長先生の言葉が私を動かしたのです。師との出会いによって，今日の私があるの

です。今日まで私を支えてくださった多くの人々に心より感謝いたします。 
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四ツ葉のクローバーを探した日々 

横林敏子（１９５７年卒，短大７期） 

 まだ夜が明けきらない早朝に起き，通学の支度をして家を出る。私は〝呉駅〟では

なく，あえて〝阿賀駅〟から汽車に乗る。Ｋに会うためだ。車内で彼の姿を探し，偶

然に会ったようなフリ
．．
をして挨拶を交わした。当時の呉線は蒸気機関車で，トンネル

に入ると煤煙が容赦なく顔に降り懸
か

かった。 

 広島大学の学生だったＫが広島駅で下車したあと，私は宇品線に乗りかえて〝丹那

駅〟で降りた。現在，宇品線は廃止だが，私にとって〝丹那〟といえば，いろいろな

思い出がある。講義が終ったあとの帰り，汽車の発車時刻がいつもギリギリなのに，

近くのパン屋で屑
くず

パンを貰い，靴を脱ぎ，裸足で走って汽車に飛び乗った――。行き

も帰りも走ってばかり，だ。（後年，私はマラソンに打ち込むようになったが……） 

 このように私は毎朝，走っては教室に駆け込む。そして古びた木の椅子に坐ると，

ようやく落ち着きを取り戻す。私は，この古びた木のぬくもりが大好きだ。これは，

一九三五年の家政科設立を機に，試行錯誤しながら歩んできた歴史のぬくもりなのか

も知れない。「広島女子短期大学」の正門を入ると，すぐに小さな築山があり，中に

入ると木造の校舎や廊下が見える。（五十数年前のかすかな記憶を辿りながら）さら

に進むと，講堂や音楽室，保育施設があったような気がする。講堂では国体選手のＳ

さんから，よく卓球を教えて貰った。 

 そして敷地の一角に，可愛くて白い花をつけた緑の絨毯
じゅうたん

があった。私は休み時間に

なると，そこへ行き四ツ葉のクローバーを探した。ときどき遠藤先生が弾く美しいピ

アノの音色を聴きながら……。恋に悩み，愛に悩み，祈りながら懸命に探したが，四

ツ葉のクローバーはついに見つからなかった。 

 その頃，私は〝女性の理想像〟と尊敬していた鹿
かの

股
また

先生（家政学）の講義を熱心に

聴くようになっていた。広島市南観音の自宅へも数回，訪れたことがある。家政学の

先生らしく台所用品や家具などが合理的に配置され，やさしい花や壁掛けなどで和や

かな雰囲気が感じられた。 

 その後，先生はあちこちへと転勤されたが私にはその都度，転勤先からお手紙を下

さったり，藍染めの暖簾
の れ ん

を送って頂いたこともある。退職後は自宅で〝絵更紗教室〟

を開き，十人くらいの生徒さんに囲まれ，楽しく過ごされたようだ。 

 四年くらい前，同期のＦさん，Ｎさんと九十歳を過ぎて亡くなられた鹿股先生のお

墓参りに行った。その帰り，近くにある〝広島キャンパス〟に立ち寄った。私は新し

く設立された偉容な建物に驚いた。が，私はやはり，あの古びた木造の校舎が好きだ。

〝心の中の四ツ葉のクローバー
．．．．．．．．．．．．．

〟は，現在
い ま

も見つかっていない。 
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同期会の現状と学生時代の思い出話などあれこれ 

片宮則子（１９５８年卒，短大８期） 

 先日，町内有志による趣味の作品展が終った。私も書の作品を数点出し，時節柄，

年賀状の見本十数点を展示したところ，なかなかの好評でした。十二月の始めに東京

で，私の書の師匠の個展があるので，それに行くため，女子大の友人に連絡したとこ

ろ，すぐに五・六人の人が集まって下さいました。関東地方には十人位の同級生がお

り，地元広島より交流が盛んで，連絡網も出来ていて，折にふれて皆が集まり，食事

をしながら楽しい時間を過しておられる様子。一方，地元広島は，同窓会を広島です

る時は五・六人が何度か集まり色々と話し合いをし段取りをきめるのですが，普段は

それぞれが忙しくしており，ゆっくり話し合いを持つ機会がないのが現状です。私達

の同窓会は四年に一度オリンピックの年にすることにしています。これが長いこと続

いていますが七〇才を過ぎた今，集まる度に一人二人と減っていくのに心が痛みます。

「散る桜，残る桜も散る桜」ということばが頭をよぎります。こうなると，もう少し

間隔をせばめる必要がありそうです。会えばすぐ学生時代に戻り，旧姓で呼び合った

り，忘れていた色々な話がとび出したりして大笑いをし，とても楽しい集いです。出

席率もよく2/3以上の人が集まります。話は変わりますが，学生時代の思い出として私

の心に一番残っている事は，入学式で当時の山根学長が凛とした声で色々お話をされ

た中に「この大学も規模が大きくなり北は北海道から南は九州鹿児島からの入学生を

迎えるまでになった」と言われ，鹿児島の高校から来た私は何だか自分のことを言わ

れている様で気恥しい気がしました。私がこの大学を受験したきっかけは高校の校長

先生から，この大学を勧められたからです。広島文理大を卒業された先生は女子大に

対する何か思い入れがあったのでしょう。私が白梅のバッジをつけて校長室に挨拶に

行くと，ことの外よろこんで下さり「よかったよかった」と何度も言われました。先

生が学生の頃，土手を歩く女学生をみて胸をときめかせた事など話して下さいました。

もう一つの思い出として，卒業記念に十数人で旅行したこと。欲ばり旅行で，あちこ

ち回るうちにお金が乏しくなり，旅館に交渉して自分達で何でもするからといって安

く泊めてもらい，ざこ寝をしたこと。駅のベンチで過したり今では考えられない様な

冒険をしたことです。広島での同窓会の時，皆で母校を訪ねました。立派になった大

学に目をみはり，母校の発展をうれしく思いました。茶道部の学生さんがお抹茶をた

ててもてなして下さり，ほのぼのとした気分で母校を後にしました。今，思うに，児

童科での勉強は子供に携わってきた私にとって大変役に立ちました。今，国が子育て

支援や少子化問題に力を入れている中，児童学科の廃止は時代に逆行する様で残念で

す。私は今，書道を教えています。書を通じて地域の人との交流を計り，お年寄の方

の生甲斐を支え乍ら，日本の美しい伝統文化を伝えていけたらいいと願っております。 
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卒業以来，途切れる事の無いクラス会 

前田純子（１９５９年卒，短大９期） 

 私達は昭和三十四年卒の短大児童科九期生です，担任は故小林利宣先生でした。卒

業後半世紀過ぎましたが，先生存命中に「童九会」と名称が決まり，以後，私達に愛

される呼び名となっております。 

 平成二十一年六月五，六日，近江八幡・竹生島・彦根城の一泊二日のクラス会を終

えたばかりです。七十一歳を迎えても尚，元気に竹生島の階段も，彦根城の登り坂も

クリアして，「まだまだよ～」と，皆さんの心意気が伺え，いつも明るく，行動的な

私達の仲間です。 

 初めてのクラス会は卒後一年目の昭和三十五年四月，まだ初々しい頃，将来に夢も

希望もあり皆さん溌剌としていました。その後も誰とはなく五年に一度ですが，クラ

ス会の幹事を引き受けて下さる人が現れて，途切れる事無く親交を温めあい，現在で

は二年に一度クラス会を開いております。その間にも，ミニクラス会と称して広島在

住の人達で，クラス会に参加できない事情のある方達との出会いも楽しんでおります。 

 短大はご承知の通り二年間しかありませんが，クラスの皆さんとの絆は深く，お付

き合いは延々と続いて居ります。先生もクラス会の存続を望まれて，忙しい子育て中

にもかかわらず集まれる人たちだけで続けていましたが，先生亡き後は，私達生徒も

その意志を引き継いで，幹事さんも次から次へと現れて，現在まで続いた事は誇りに

思っています。 

 だんだん年齢を重ねて行く内に，悲しい訃報も相次ぎ，今年迄に五名の物故者も出

ました。そろそろ健康も万全でない人たちも出て来ましたが，そのような状況の中，

参加メンバーも顔ぶれが決まってきました。常に十五～二十名ですが，古希を迎えて

も，尚，親交は増し，現在は会えば身体のこと，病気のこと等で色々と，慰めあった

り，身体の改善方法のための体操を教えあったり，クラス会の楽しい二日間はあっと

言う間に終わってしまいます。こうして続いていることは，恩師の小林先生のお陰と

心から感謝致しております。 

 せめて平均寿命まではクラス会を続けられたらなあ～と願う此の頃です。老後も元

気で，若い人たちの足手まどいにならず，残された人生を送りたいものだと語り合っ

ています。 

 旧女子大も合併により県立広島大学となり，男女共学になりましたが，私達もこう

して大きくなった学校を誇りに思っています。これからの益々の発展をお祈り致しま

す。 
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短大時代の思い出 

大崎竹味（１９６０年卒，短大１０期） 

 思い返せば，昭和三十三年福岡県北九州市から，親元を離れ，始めて広島の地を踏

みしめました。当時は新幹線もなく，急行で四・五時間，休暇で帰宅する時は夜行列

車に乗り朝，小倉駅に着いたものです 

 「県立広島女子短期大学家政科児童学専攻」に入学。大学生活は，わずか二年間で

はありましたが，大変充実した，人生で最も希望に燃え，はばたいた時ではなかった

かと思います。授業は朝八時過ぎから，夕方五時過ぎまで，びっしりと，一般教養か

ら，専門的教育まで様々な事を学びました。その結果，中学家庭科教師の免許と保母

の資格を取得する事が出来ました。その頃の，中学校での教育実習や，保育園のかわ

いい子ども達とふれ合った事が，今でも懐しく思い出されます。お陰で女性として，

人間として，又将来の母親として，どうあるべきか学ぶ事ができ，今の自分があるの

だと思っています。 

 楽しい時間もたくさんありました。運動会では，当時流行した「南国土佐を後にし

て」の曲に合わせ浴衣姿で踊ったこと。文化祭では「マッチ売りの少女」を公演した

り，皆で知恵と力を出し合い，共に汗を流し，青春のひとときを過ごしました。親元

を離れ，淋しい心の透き間をクラスの友が埋めてくれました。短い二年間でしたが，

その友情の密度は，とても濃厚で，卒業以来五十年，今だにその密度は，薄まる事は

ありません。私達のクラス会の名を「明美（あけび）会」と名付け（いつまでも，明
．

るく，美
．
しくの意）二年置きに，一泊旅行し，友好を温め合っています。私の住む九

州にも，私が幹事をして，長崎のハウステンボスや，日田・柳川の「おひなさまめぐ

り」をし，楽しいひとときを過ごしました。幹事は交代で，色々と考え計画してくれ

ます。遠く金沢・松江にも行きました。来年は，東京で再会を約束しています。楽し

みです。 

 五十年経てば，それぞれの人生に，悲しみや苦しみ，喜び，色々起きますが，共に

語り合い，慰め合って，皆さん前向きで，明るく生きて行かれています。とても励み

になります。〝友〟を持つ事の幸わせ。〝友〟は人生の宝物です。心から感謝してい

ます。 

 今や，私達も「古稀」を迎えました。過ぎ去りし青春。いや，今でも青春。バンザ

イ！！ 私達の絆は永遠に！！ 

 最後に，私達を育んで下さった諸先生方，母校に感謝しながらペンを置きます。 
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十一期生として学んだこと 

奥 育子（１９６１年卒，短大１１期） 

 「今日は短大へ行って，嫁にもらうなら何科の学生？と事務室で質問したら，皆さ

ん子育てを学んだ児童科と言われたよ。児童科がいいよ。」母のこの言葉で児童科受

験が決定。そして私だけでなく，二人の妹も将来の進路が決まったのでした。自主性

がないと思われることでしょうが，この頃は仕事を続けるというよりは結婚すれば家

庭に入り，良妻賢母となることが主流でしたし夢でもありました。親の夢，願いを託

されることも応々にしてありました。母は婦人会の講演で何度も聴いて感動，憧れの

鹿股寿美江先生の教えを，娘にもと願っていたようでした。やはり「母の強い勧めで」

「父が女専ファンで，女専なら進学してよいと言われて，合格したら入学式には父が

参列してくれた。」等珍らしいことではなかったのです。そうじゃない自分の目的の

ため決めた，と言われるクラスメートには，お叱りを受けるかもしれませんね。 

 めでたく児童科に入学を許され，担任は山内美子先生でした。あちこちから寄り集

まった学生達を早く一つにまとめるお考えだったのでしょう。黄金山登山から始まり，

元宇品散策，廿日市原村にあった貴船原少女苑慰問，春休みには希望者のみでしたが，

二泊三日で鳥取砂丘から東京へ。東大の医科学研究所（正式名称失念）病理の標本が

ずらり。なかでも奇形胎児のホルマリン漬けが多数並んでいたのが，脳裏に焼つきま

した。それで妊娠中の食事や胎教には気をつけたものの，最初の出産時に次々とそれ

らが目に浮かび，怖かったこと！他に聖路加病院，山口の知的障害児施設等々，社会

見学を学外授業として組んで下さいました。この頃は，学生運動が盛かんな時代でし

たが，社会科や国文科程関心はなく，クラスメートはおっとり穏やかな人が多く，特

に際立ってリーダー的存在もなく，ふんわり仲良くまとまっていました。先生が何か

につけ一緒に行動することを心掛けて下さったことが，結束を深め，卒業してからも

度々クラス会を開き，子育てから親の介護，子供の結婚，最近では主人の介護に自身

の体調と，話題は移りながら悩みを聴いてもらい，活力を得る場となりました。それ

に加え十年前より関西→関東→広島と在住者が企画し全国より集い，七十才となる今

年は関東地区が当番。「熱海で会いましょう」との年賀状に胸踊らせています。この

会で卒業以来始めてお会いする方々が，学生時代の控え目という印象とは別に，てき

ぱきと気配ばり心遣い下さるお姿に接した時，賢明でよき人生を歩んで来られたこと

が分かり，感動したものです。良妻賢母の教育を受けつつも，それぞれの道でリーダ

ーとして，又つつましく見事な補佐役として生活なさっていることに，女子短大卒業

生であることに誇りを感じました。 

 この児童科で学べた事，今は亡き先生方，そして友に出会えたことは私にとって幸

運でした。ありがとうございました。 
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児童科で学んで 

下村亮子（１９６２年卒，短大１２期） 

 私たちは短大12期生ですから卒業して，かれこれ50年近く経ったことになります。

いつの間にやら高齢者の仲間に入り，気分はちっとも若者と変わらないのに，悲しい

かな，やれ腰が痛いの，膝が痛いの，大切な友人の名前が思い出せないの…とそんな

現実を抱えながらしかし結構たくましく生きております。 

 2008年３月を以って児童科という私たちに関連する科が廃止となったと聞き，寂し

い気持でいっぱいです。私たちは児童科を専攻し，一流の教授陣によって児童の心理

学は勿論，周辺の心理学や児童に関する学びを，とても興味深く学びました。だから

こそ，未熟ではありながらも敬虔な気持で二人の子供を大切に育てることができまし

たし，仕事にも大いに役立っています。 

 ある仲間たちは保育士を選び，社会的な位置でその学びを大きく生かしてきました。 

 子どもをいかに“心豊かに”育てていくかはいつの時代も人類の一番のテーマでも

あるわけで，児童学こそが，まさにこれからの社会の要望に答え得る必要な学問に思

えて，それだけに廃止は，とても無念な気持に思えるのです。何はともあれ，無くな

った今，我々がそれを学ぶことのできた幸せを心から感謝しています。 

 学び舎のたたずまいも今，彷彿と思い出されます。正門を入ると，紫水会館が見え

ます。夏にはその正面の通り脇に，くちなしの花があたり一面に芳香を放っていまし

た。その香りとともに，校舎の様子，教室の中で共に学んだ懐かしき友人達との会話

までが思い出されます。今日は授業を抜けてどこに行こうか，出欠の代返を今日は誰

がする…こそこそと打ち合わせて，こっそり抜け出てダンスホールへ行ったり映画を

観に行ったり，思い切り楽しんだのはいいのですが，翌朝登校したら教諭にすっかり

ばれていて，代返をした者，させた者両方が，教諭の部屋に呼ばれてこっぴどく叱ら

れたことも，今はとても懐かしい思い出のひとこまです。 

 友人達との思い出は尽きません。授業が終わるといわゆる“女子大通り”を，ある

日は打ち明け話をしたり，失敗話に笑い転げたりしながらまさに“私たちの通りよ！”

と言わんばかりに道いっぱいになって大闊歩したものです。自転車のベルで道を空け

たら，又もとどおりの大闊歩です。のどかな良き時代だったなあと本当に懐かしく思

い出されます。今思えば，学問も結構本気で学び，友人との豊かな繋がりの中で悪ふ

ざけもしながら，バランスのいい貴重な二年間を過ごしたなあ…と“わが青春に悔い

なし”そんな気持を宝にして今もまた精一杯生きております。 
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大学に思いをはせて 

小林千津子（１９６３年卒，短大１３期） 

 児童・人間発達専攻コースが，昨年三月で廃止となり，長年の歴史を記録として残

す為この度この企画が，立案され実現する運びとなりました。それに伴い各々の思い

出や感想を書く事になりました。私は昭和三十八年県立女子短期大学児童科卒業生の

一人として当時の思い出や現状等を書く事となり，卒業以来四十数年前の事を振りか

える機会を得ました。今の時代とは違い，私達が入学した昭和三十六年頃は本当にの

どかだった様な気がします。今の様に携帯電話やパソコンと言った便利な物も無く自

動車も各家庭に有るという物でもなく，本当に自分の手足を使って行動しなければ，

何も始まらない時代だった様な気がします。それは自分が色々工夫し考えて行動する

という事，今の様にボタン一つで会話も出来，伝文等も出来ると言う風には行かなか

ったのです。校舎も今の様に立派な建物ではなかったのですが，練習していたピアノ

教室，紫水会の建物，講堂等が今立派になったのを見るに付け当時がなつかしく思い

出されます。入学当時は，皆夢を持ちすばらしい先生達に教えを乞いながら二年間人

生で一番多感な時期を過した処でもあります。今六十才を越え人生後半を迎えるに当

り，やはりあの二年間の経験が有ったからこそ，今の自分が有るのかなとも思います。

私達は卒業以来一度も欠さず形は変化しながらも同期会（大児会）を一年に一度開い

ています。私達を担任下さった，祐宗先生も御家族と参加して下さった時期も有り，

上京の折りには東京在住の人達と会を催したりして来ましたが，今先生はお体の調子

を悪くされ，療養中で欠席なさる様になり本当に淋しくなりました。私達が七十才を

迎える節目の時を記念し東京方面で会を開催し先生にお目にかかれる機会を作ろうと

話し合っており，今から楽しみにしています。 

 時代の流れと共に学校の形態も変化し世の中も目まぐるしく変って行きますが，児

童・人間発達専攻コースは，人を対象とする学問として，何としても残して置いて欲

しかったと思います。魅力的な要素も無く地味な学問かもしれませんが，人が存在す

る限り有用な学問分野として違った形になろうとも，今の新大学の中でどの様に発展

して行くのかを見てみたかったです。私達仲間も皆停年を迎え人生の締めくくりの時

期を，どの様に過すかを，大学で学んだ経験を思い起こし，もうしばらく頑張れたら

と思っています。児童科卒業という事に，ほこりを持ち，この学問の必要性を問えた

らと思っています。 

 最後に，新大学のますますの発展を切に願っています。 
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思い出 

黒瀬素子（１９６４年卒，短大１４期） 

 この道に咲いてみて 

 またちがった道に咲いてみて 

 この人生を 迷いながらも 

 いろんな道で自分の花を 

 咲かせてみようと思う 

 

 これは，短大卒業と同時に始まった教職生活三十八年を無事終えた時の心境を書き

留めたものですが，この教職の道は子どものころから憧れ，短大時代に免許を取得し

て入った道です。 

 田舎の小さな町で小・中・高校時代を過ごした私は，引っ込み思案で友達とのコミ

ュニケーションをとることもうまくできませんでした。これからのことを考えるとな

んとか自分の弱さを克服して自分を変えたいと考えておりました。 

 私が大学に入学した時には，兄・姉はすでに仕事に就いておりましたが，下に二人

の妹がおりましたので，経済的には余裕はありませんでした。私が住んでいた町から

大学までは十分通える距離ですが，子どもの頃から続けてきたピアノの練習時間が欲

しいと言って寮に入らせてもらいました。今思えば随分わがままを言ったものだと思

います。 

 生まれて始めて家族と離れて暮らすことの不安と新しい未知の世界に対する憧れが

入り交じって複雑な気持ちだった事を覚えています。と同時に親に心配をかけないよ

うに一生懸命勉強しようと心に誓いました。 

 寮生は県外の人が多く，居ながらにして色々な言葉や風習を聞かせてもらいました。

同室の人との夜の語らいは楽しみのひとつでした。また，当時は歌声喫茶が大はやり

で，友達と出かけては時間を忘れて歌ったものです。その時覚えた歌は今でも愛唱歌

として大切にしています。また，時々は演奏会に行って生のオーケストラの演奏を聴

き，鳥肌が立つほど感動しました。 

 私たちは保母と中学校の家庭科の免許の取得を目指していましたから高校の時と同

じ位の授業があったように思います。四年制の大学に行った友達に会うと随分ゆった

りとした学生生活を楽しんでいるなと思いましたが，羨ましいとは思いませんでした。 

 学生時代は，これまでの人生の中ではわずか二年間で，あっという間に終わったよ

うな気がしますが，自分を変え色々な面で自信をつけた充実した期間でした。授業の

内容は勿論，人間関係づくりや物事をプラス面にとらえて挑戦すること等幅広く身に

つけて卒業することができ，三十八年間の教職生活の糧となりました。退職した今も

ちがった道で自分らしい花を咲かせたいと挑戦し続けています。 
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年輪を重ねて 

森本尚子（１９６５年卒，短大１５期） 

 かつて私たちの頃は，授業もぎっしりあり忙しく，束の間のお昼休みには，西門横

にあった売店の木陰で語り合ったりして，皆まじめに勉学に励んでいた。なかでも，

医師でもある湯浅先生の実践的な講義は，好きな時間で，この本は今でも手元にあり，

子育ての頃には何度かページを捲った。また，いつも凛とした袴姿で講義をなさった

鹿股先生が「自分の一生を年表にして，これからの人生を歩みなさい」と言われた事

は，当時の私たちには強く印象に残っている。主人の転勤で，東京に来る直前にご自

宅で数人の昼食会をしたことがあった。先生の東京研修時代の体験を通して「自分を

アピールできる人でありなさい。できることは躊躇わずにするように」と助言してく

ださったのは，新しい生活に当たって私の大いなる指針となり，あれから東京に来て

２４年になる。近年リバイバルの風潮もあってオールディーズの演奏やポールアンカ

の生の歌声を聞きに国際フォーラム等に脚を運ぶことがある。学生の頃は，試験が済

むと友人達とダンスに繰り出し，ジルバやルンバを踊って楽しんだ。他大学の会に行

ったり，卒業時には先生方もこられてパーティを開いたりしていた。今でもオールデ

ィーズの曲が流れると忘れていたあの頃の眩しいような若さとエネルギーを思い起こ

す。自由な学風が私の土壌を培っていたことに気づく時でもある。こうした私を見守

ってくれていた母を昨年の春になくした。１００歳だった。家族も支えてくれての長

い自宅介護だったが，沢山の事を学ぶこともできた。今の状況で何が母と私にできる

のかを考えることができたのも，先生方の生きる姿勢に触れて来たからだと思う。車

椅子の母と一緒にお正月休みを利用してハワイへ家族旅行をしたことがある。息子た

ちは国際免許を取ってホノルル空港に着くとまず一番大きなワゴン車をレンタルして

きてくれて，島めぐりをした。家族６人を乗せて車が走り出すと，山の向こうに二重

の虹がかかっていた。浜辺では砂地で走れる車椅子もあり，行き交う人はこぼれるよ

うな笑顔を母に送ってくれていた。弱者にやさしい社会に驚かされた。クリスマスの

飾りもかわいい，母の初めての海外旅行であり，我が家の忘れえぬ冒険旅行となった。

そして昨年長男のところに女の子が誕生した。次男の嫁は旅先で出会った私の後輩で

７歳の長女を頭に５歳，３歳の男の子をもうけて頑張っている。昨年は３家族一緒に

お宮参りと七五三をすることになり，総勢１０人でどうなることかと思ったが，早朝

より私も着物を着，孫たちと嫁にも着物を着せて，あわただしく明治神宮に向かい孫

の小さな手をつないで木漏れ日の中，玉砂利を踏みしめた。今年７月にイギリスの湖

水地方の美しい自然にふれて，ワーズワースやピーターラビットの作者ビアトリクス

ポッターの家を訪れた。山内先生が童話を書いていきなさいと言われていた言葉を思

い返しているこの頃です。そして今，広島にあって平和のいぶきを次の子供たちへ伝

える大学としても発展していってほしいと切に願っています。 
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想い遙かに 
添田公子（１９６６年卒，短大１６期） 

 初めて親元から離れて過した大学と寮生活は，毎日が新鮮で楽しい日々でした。中

でもクラブ活動では，幼い頃から父の使ったピッケルや登山靴，スキー板やテントが

身近にあり「学部は？」と聞かれると「山岳部」と答える程，山の魅力に引き込まれ

ていきました。 

 それは入部まもなくの北アルプス十日間の夏山合宿のことです。テント，食料や個

人装備で重量25kgのキスリングを背に，剣岳から槍ヶ岳縦走に参加。トレーニング不

足に体力の無い状態で入山し，三日目には食事がのどを通らなくなり，胃に出血する

程の高山病でバテてしまいました。「どうしてこんなしんどいことをしている？二度

と山には来るものか」泣きながら自問自答して歩いた十一時間。コーチから「途中で

下山するか？」と言われながらも，皆んなと一緒に最後の上高地まで歩き通した時の

喜こびと達成感は，その後の私の人生に，かなりの困難には絶対に負けない自信と力

になっているように思います。短大の二年間はほんとにあっという間に過ぎ去りまし

たが，今思えば短かくとも，キラキラ輝く宝石のような時間でした。また私の現在の

生活に大きく影響を受けているのは鹿股壽美江先生との出合いです。先生は四学年先

輩となる姉の主任でもありました。囲りの人達は被服科に受験したとばかり思ってい

たようですが，私は先生の近い所で学びたいとの思いから児童科を専攻しました。卒

業して十年後のこと，懐しくてお宅を訪問した折，素敵な更紗の作品を見て，早速教

室へ入れてもらい当時住んでいた三原から広島へ月二回休むことなく通いました。先

生の心に残るその時々の話題と絵更紗の作品創りが楽しく，八年間は続けたように思

います。帰りの新幹線の車中では，その日一番心に残る言葉などゆっくり思い返して

みたものです。藍染の世界に入った今，先生からの「作品はあくまでもオリジナルで

自分らしい個性のあるものを。そして品と格を大切に！」創作をしていると先生のこ

の声が聞こえてくるようです。若い頃はとても私には無理と思っていましたが，十年，

二十年と経るうちその意味がだんだん理解できるようになりました。先年十回目の藍

染展を催すことが出来ました。これからも教えを羅針盤に楽しみながら制作して行き

たいです。 

 「山を想えば人恋し，人を想えば山恋し」夫が退職して十年余り，春から秋までは

八ヶ岳山麓（ろく）での山暮しと，冬は広島での友人達や息子家族との町暮しを満喫

しています。そして山の登り方も学生時代と違い，家族や仲間達とお弁当持って，ゆ

っくり野鳥や野の花をめで，自然の中での発見をして遊んでいます。山の会に属すこ

となく気ままに山歩きができるのは何より心地が良いのです。 

 いつもワクワクしながら前に進むこと「人生，目一杯楽しみなさい」が父の口ぐせ

でした。私の中に組み込まれたＤＮＡでしょうか。良い師に恵まれ，山登りと藍染，

金継ぎに仕覆作りとやりたいことが，まだまだいっぱい。「この子は楽しみ」と期待

をしてくれていた元教師の父，ほめて目一杯応援してくれた穏やかな母。懐かしく想

いつつ，これからも，もっと感度を磨き，日々の仕事をていねいに積み重ねて，心豊

かに生きたいと思います。 
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たくさんの笑顔にかこまれて 
二見文子（１９６９年卒，大学１期） 

 昭和４４年に卒業して４０数年経ちました。子育ても終わり自由な時間を持てるよ

うになったこの頃，当時のクラスメートと会ってはおしゃべりに花を咲かせています。 

 私たちが入学したのは，昭和４０年の４月です。現在の建物とは随分違いますし，

交通手段も呉から汽車で当時運行していた宇品線で通っていました。夏の暑い日には，

帰るとブラウスの襟が黒くなり，髪はススの臭いがしていたのも懐かしい思い出です。

熱心に勉学に勤しんだ思い出より，学生生活を楽しんだ思い出の方が多く思い出され

ます。最近学校の近くを通りましたが，キャンパス周辺の変化に今昔の感は，いなめ

ませんでした。 

 卒業して以来，今日まで幼児教育に携わってきました。子育てを経験し孫の成長を

見る立場になって，改めて子育ての楽しさ難しさを実感しています。子育て時代に話

していたことと，娘や息子の年代のお母さんたちに話すこととは随分と違ってきてい

ます。現在，動務している幼稚園で話していることのいくつかを書いてみます。 

 

「子どもたちとの会話をたいせつに！！」 

 読書指導とともに会話の大切さをお母さんたちに話しています。読む力・聞く力と

ともに，話す力・伝える力の大切さを話しています。会話の少なくなった現代におい

て，親子での会話を増やすよう指導しています。 

 

「一番の贅沢は，自然と手作り！！」 

 幼稚園の周りには自然が残っており，園庭にも木の実がたくさん落ちてきます。子

どもたちは，飽きもせずどんぐりやくりを拾い，落ち葉を集めて色んな物を作ります。

又，泥団子を作りたくさん並べています。こうした環境で保育できることを幸せに思

っています。又，子どもたちに渡すものや身につける物は手作りを勧めています。下

手でも見栄えが悪くても，親や教師の手間のかかった物を与えることで，子どもたち

の心に暖かい温もりを与えることができると思っています。 

 

「手間をかけて手をかけないで！！」 

 買ってきた惣菜ではなく，お母さんの作った料理を！！ 幼稚園で使うものには，

目印のワンポイントを！！ 買ってきた惣菜を口に運んでやることをやめて，お母さ

んの作った料理を，こぼしてもいいから自分で食べさせる。後始末は大変でも，子ど

もは自分で食べることを覚えます。服の着替えも少しのヒントを与えることで根気よ

く指導していけば，親に頼らないで自分でできるようになります。 

 

 職場の私の机には，茶色に変色した学生時代の教科書が置いてあります。時折，解

らないことがあると読み返しています。 

 学校で学んだことを生かせているかどうかはわかりませんが，毎日，こどもたちの

笑顔から元気をもらって生活しています。 

48
　



思い出はセピア色に 

田中惠子（１９７０年卒，大学２期） 

 卒業後四十年近く経とうとしている今，大学時代の思い出はすっかりセピア色にな

ってしまった。今ではなぜ広島女子大学を受験したのか，はっきりとは覚えていない

が，児童学科にした理由は，取得できる資格が受験案内誌にたくさん書いてあったか

ら，という誠にお粗末な動機であったことを覚えている。 

 入学当初，訳も解からないままに受講科目の手続きをし，これで本当に資格や卒業

に結びつくのであろうかと不安一杯だったことが，その時の教室の様子を含めて思い

出される。 

 私が入学した昭和四十一年は女子大となって二年目であったせいか，自分達が新し

い学校を築くのだという意気込みが，先輩方や先生方から伝わってきたものである。

そのことを強く感じたのは，入学して間もない頃の岩国での宿泊してのオリエンテー

ションであった。のほほんとした私にも学校側の意気込みや熱意がよく伝わってきた。

とはいえ，自分自身は礎としての立場を自覚することなく過ごした四年間であった。 

 大学で初めて体験したことは沢山あるが，その一つがしもやけであった。その当時，

一回生の生物は一般教育科目ということもあり，正門入って右手にある講堂で行われ

ていた。薄暗く天井の高い講堂は冬は底冷えがし，生まれて初めて両足の小指がしも

やけになった。幸いしもやけはこれ一回で終わったが，それ故に貴重な体験になった。

また，体育の授業でキャンパス外の施設を利用しての授業も初体験であった。スケー

トリンクで生まれて初めてスケート靴を履き，おっかなびっくり歩く傍を滑らかにす

べる級友に，さすが広島の人は違うと鳥取の田舎から入学した私は感心したものであ

る。 

 大学では心理や福祉関係を好んで受講した。実験や実習を伴う科目もあり，レポー

ト提出は大変であったが，それ故に面白さも増していったように記憶している。数単

位であったが他学科の科目受講が認められていたので，社会福祉学科の科目をいくつ

か受講した。そのおかげで，卒業後定年退職するまで勤めた高校で児童や高齢者に関

する心理や福祉に係わる専門科目を担当した時，あまりあわてずにすんだ。 

 県外から入学した私にとって，大学の一番の思い出は寝食を共にした寮生活である。

宇品にあった寮は古い木造で四人部屋であった。二回生二人，一回生二人の構成であ

り，違う科の人同士で構成されていた。寮での生活は地方文化やそれぞれの人の生き

方に触れることのできる場でもあった。試験における過去問や先生方の傾向を教えて

頂けた事は寮生活ならではの良さであった。同室の先輩方の真摯に勉学に取り組む姿

勢と下級生を思いやる包容力に圧倒された一年間であった。 

 女子大学も児童学科も名前は消えたが，そこで学んだ思い出はセピア色になっても，

いつまでも心に残っている。 
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思い出すままに 

今田定子・藤井幸子（１９７１年卒，大学３期） 

 昭和四十二年秋に，私達は大学に入学して初めての大学祭を迎えました。「ユート

ピア」という言葉の使われた大学祭のテーマに，当時は，目新しい，何かわくわくす

る気持がしました。特に大学祭の最後に一年生が，科ごとのテーマで仮装パレードす

る行事は，深く心に残っています。私達児童学科は，（昔の子ども 今の子ども）と

いうようなテーマでパレードしたと思います。いろいろな時代の子どもや親の姿や遊

びの道具や動物などの姿で歩きました。昔の原始時代をイメージして，誰か区別でき

ないくらい顔に墨を塗り，ゴミ袋を着て，ダンボールなどで作った恐竜のようなもの

を引っ張ってパレードしました。また今の時代をイメージして，ランドセルを背負っ

た児童やピアノや子どもを塾に通わせる教育ママの姿などになりました。それぞれい

ざ仮装するとなると恥ずかしさがあり，最初は気がすすみませんでしたが，終わって

みるとそれなりに楽しい思いがしたものでした。そしてこれは，クラスが一体となっ

た思い出の行事でした。 

 私達は，児童学科があったからこそ存在したサークル，児童研究部に入部していま

した。児童研究部は，人形劇グループ，影絵グループ，研究グループに分かれていま

した。私達は研究グループに所属していました。研究といってもそんなに大袈裟なも

のではなく，先輩や後輩が一緒になって，ワイワイと賑やかにやっていました。私達

が二年生の時は，三年生の先輩方が中心になって，小学生の子どもたちに，両親や家

族のことについて作文を書いてもらい，それをまとめて大学祭に展示しました。三年

生の時は，私達が中心になり小学生に放課後の時間の過ごし方についてアンケートを

とり，まとめました。数値ははっきり覚えていませんが，塾や習い事（ピアノ，習字，

水泳など）に行っている子どもが多く，学校から帰って友達と遊ぶ子どもは少なく，

忙しい子どもたちの様子がみえました。私達の子どもの頃は，学校から帰ると友達と

遊ぶことが多かったものでしたから，今の子どもはかわいそうだと，当時思ったもの

でした。四年生の時は，後輩が中心でしたが，休みの日に基町にあった児童養護施設

を訪問しました。施設の子どもたちは，人懐こく，年上の子どもたちが年下の子ども

の世話をよくしておりました。私達は，広島城へ一緒に散歩に行って遊んだり，学校

の勉強を教えたりしました。学校の勉強を教えたと申しましても，子どもたちからい

ろいろなことを学び，教えられたことの方が多かったという思いが心に残りました。 

 これを書くのにあたり学生時代のことをいろいろと思い返し，楽しい時を過ごさせ

ていただきました。この機会をあたえて下さったことに感謝いたします。 
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広島女子大児童科に感謝 
森中泰子（１９７２年卒，大学４期） 

 現在私は県内の保健センターで，1歳半・3歳段階での発達障害の発見，療育相談な

どの仕事に従事しています。子供は発達にいくらか問題があっても，家族に特徴を理

解され，受け入れられ療育ルートにのることで少しずつ伸びて行きます。最近は児童

デイサービス・フォローアップグループなどの療育の場が増えてきているのは嬉しい

ことです。ただ，地域によって偏りがあるので，この点が改善されればお母さん方の

心配・不安も少し軽くなると思います。 

 このような仕事の中にいますが，はじまりは広島県の心理職として広島県中央児童

相談所（現広島県西部こども家庭センター）に入ったことにあります。結婚で一旦退

職しましたが，同センターの嘱託心理判定員等を経て現在まで子供の発達の分野にか

かわって来ました。その土台は広島女子大児童科の四年間にあると思っています。 

 大学４年生の頃，私は浜名先生の研究室に属し，かたわらでは60人もの大世帯のマ

ンドリンクラブに属していました。クラブでは3年生からリーダーの役割にあり，先輩

が築いてきた集団を守り，定演に向けて集団行動をとることが求められていました。

練習の為に時間的な制約もあり，集団適応について悩むことも多く，そうした自分の

心の問題の答えが心理の授業や図書館の蔵書の中にあるような気がして，クラブ以外

の時間を図書館で過ごし，集団関連の本を読みふけっていました。 

 そうした頃（４年生の初夏）広島県が第一回目の心理職を募集することを知りまし

た。研究室の数名が4年間の勉強の整理を兼ねて受験することになりました。そうした

事態を知ったクラブの一年先輩の中川さん（当時広大に勤務）が広大心理学科大学院

の過去問を数年分書き留めて来て，家裁や大学院受験はこうして準備するのだと教え

て下さいました。早速友人達とその情報を共有し，それぞれなりの解答ノートを作成

して受験にそなえました。 

 当日，試験問題を開けてみると，なんと集団についての問題がとても高い配点にな

っていました。心の内をはき出すように書いて行ったのを思い出します。適切にアド

バイスをして援助して下さった先輩に感謝するとともに，広島女子大児童科のその頃

の教育がわずか三週間くらいの準備で希望が叶う水準だったことに感謝しています。 

 大学の授業では心理関係と小児科学に興味がありました。特に浜名先生の授業は準

備資料がいつもしっかりとあり，100分があっと言う間に感じられ，心理の面白さを学

んだと思っています。稲田先生の授業では，家族関係における妻・母の役割の重要性

などを研究論文の数字をあげ説明されるのに聞き入ったのを思い出します。それは今

でも私の考え方，生活の仕方に影響を与えています。湯浅先生の“小児科学”は三人

の子育て中，常に側にありました。医学部に行った兄達も同じ教科書を使ったそうで，

私が子供の様子がおかしいとその銀色の教科書を持ち出して読んでいるのを見て，児

童科が与える教育の幅に感心していました。 

 あのころ若かった私も還暦を迎えました。おかげで無事に子供も育ち，苦楽を共に

したクラブの友とは交友が続き，年とともに大切な存在になっています。仕事ももう

少しの間，小さい人達と若いお母さんの役に立ちたいと思っています。こうした現在

の日常の土台を築いて下さった広島女子大児童科に心から感謝します。 
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渋く眩しく 

男熊由利（１９７３年卒，大学５期） 

 高校生気分の抜けきらない，はしゃいだ様子の一年生の頃，二年生は活発で，三年

生は華やかで，四年生は眩しくて・・と感じていました。不思議なことに，その学年

になると皆な，その雰囲気をかもし出していましたね。 

 そして，私たちも，美しく眩しい（？）四年生になった昭和４８年春。大学を卒業

しても就職先の少ない時代でした。卒論研究室の山内美子先生の勧めで，広島市保母

になりました。リズム表現等，実技試験では苦労しましたが，保母（現在は，保育士

と言います）不足の折，採用が決まりました。 

 それから，３５年間，保育士として園長として，広島市の保育に携わることができ

ました。以前は，最近とは少し事情が異なり，お弁当を持って武田山に登ったり，せ

せらぎ公園の小川に入ったり，自然の中で子どもたちと触れ合ったり，季節の行事を

楽しんだりして，たくさんの思い出が，いっぱいできました。 

 保育士になって，しばらく経ってから，実習生の指導で岡部茂先生が保育園にいら

っしゃいました。つい卒業生の甘え心から，「女子大の卒業生はピアノが苦手で・・」

と言うと，「卒業したばかりなら仕方ないけど，何年も経って弾けないのは自分の責

任だよ」と先生に言われ，恥ずかしく思いました。 

 ついに，ピアノは下手なままでしたが，３５年間の保育の仕事は，大学で学んだと

おり自己教育の年月でもありました。日々，学び続けること，そして難しいことです

が自分を変えることの大切さも学びました。 

 ３年前の夏に，職場に無理を通してもらい，２週間あまり，オーストラリアの片田

舎の小学校に文化交流で，独りで行ってきました。簡単な茶道の道具と本職の日本文

化・遊びの道具を持って行きました。初めてのホームステイ，片言の英語で日本文化

の授業もしました。ちょっと立ち止まるチャンスになりました。 

 刻々と変わる保育のニーズ・保育観・・本当に困難な時代です。この経験が結果的

には保育の集大成となり，その年度で少し早目のリタイアをしました。学生時代から

引き続いて３９年間，私の人生の３分の２を保育と向かい合ってきました。現在は，

公民館での子育て支援のお手伝いを細々としています。 

 こんな私たちも，今年は還暦。いろんな道を歩いてこられた友だち。卒業以来「初

めてのクラス会をしたいね！」と話しています。それぞれの人生に学びながら，これ

からは，渋く眩しく歩みたいと思います。 
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次の開催はいつですか？ 
大久保英子（１９７４年卒，大学６期） 

 ６期生の私たちは，10年前のある再会がきっかけとなって，同窓会を毎年開催する

ことになったのです。その再会と同窓会の様子をご紹介します。 

 それは今から10年前のある冬の日，同期の学友２人が，上京することになったので

す。関東在住の３人が連絡を受け，５人で会う約束をしました。 

 場所は渋谷ハチ公前。大勢の人が待ち合わせする広い場所でした。携帯を持たない

５人が揃うのは大変でしたが，何としても20数年ぶりに会いたい思いで一杯でした。 

 オシャレに落ち着いたステキな雰囲気で会うものと思っていたのは，間違いでした。

食事はそっちのけで（勿論美味しく食べました），しゃべることしゃべること，話は

尽きません。 

 学生時代に戻ったようなおしゃべりの時間を楽しんだ5人は，「同窓会を開きましょ

う」ということで一致し，同窓会を開くことを即決したのです。 

 全国に散らばっている学友に声をかけ，楽しい時間を過ごすためには，「１泊２日」

の時間は必要だということになりました。さらに「広島に限らず，いろいろな場所で

会いましょう」ということも決めたのです。 

 ５人の開催への思いは強く，年が明けた春には，第１回目の同窓会を「岡山の蒜山

高原」で開くことができたのです。日常生活から離れたにぎやかで楽しいひと時でし

た。蒜山高原で見つけた真白な“夏つばき”を同窓会の愛称にしました。 

 次の年は，宇品港に集合し，「愛媛の道後温泉」でゆったり温泉に浸かり，地魚と

地酒で語り明かしました。 

 その翌年は，「下呂温泉」での開催となりました。名古屋の“ひつまぶし，味噌カ

ツ弁当”を味わい，温泉や足湯温泉も楽しんだのです。 

 勿論「宮島」での開催もありました。島内に宿泊し，久しぶりの厳島神社をゆっく

り散策し，熱々の紅葉まんじゅうを味わったものです。 

 さらに「徳島」での開催の年は，鳴門の渦潮や大塚国際美術館の絵画に圧倒され，

夜を徹してのおしゃべりをした人もいたようです。 

 またある年は，「東京・品川」に集合し，六本木・皇居・谷根千の下町散歩など，

東京巡りを楽しんだ年もあるのです。 

 ところで今年（H21年）はとても残念な年になってしまいました。「新緑の奈良」を

計画していたのですが，開催直前に新型インフルエンザ感染者が京都で出たため，泣

く泣く同窓会を中止にしました。 

 しかし諦めきれない学友がいたのです。マスクを着用し，京都駅をすり抜け，計画

通り「奈良」へ向かったのです。観光客の少ない奈良の町をレンタサイクルで駆け巡

り，静かな寺で，仏像たちと対座し，丁寧な説明を受ける幸運にも恵まれ，ミニ同窓

会を楽しんだ“２人”がいたことを付け加えさせて下さい。 

 とまあ，こんな感じで，続いている私たち同窓会の旅は，学生気分（ちょっと言い

過ぎですね）に戻れるすてきな時間です。楽しい同窓会を計画してくれる有志が，こ

れから先もいることを願って，声がかかればいつでも参加できるように，元気でいた

いと願うこの頃です。 
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秋の日に 

白石麻里子（１９７５年卒，大学７期） 

 それは９月半ばの昼下がり。携帯電話が少し鳴り，取ろうとしたらすぐ切れた。見

れば大学時代の友人から。彼女とこの前会ったのはいったい何時のことだったろう。

お互い近くに住むものの何年と会わないこともある。すぐにかけ直したが出てこない。

以前も同じ様なことがあったと少し不安になる。突然かかってきたその電話は恩師の

訃報を知らせるものだった。 

 夜に再び連絡すると明るい声が返ってきた。 

「Ｕちゃんの娘さんが個展を開くんだって！久し振りにゼミのみんなで集まって見に

行かない？」 

 当日会場には懐かしい顔ぶれが集まっていた。楽しい会話のその中でＵさんから「６

０周年記念誌」への原稿を頼まれた。彼女は卒業以来ずっと同窓会幹事を引き受けて

くれているありがたいひと。そのひとの依頼では断れないと引き受けたものの実は大

いに戸惑っていた。大学合併で広島女子大の名前が消えた後，わたしの中の母校への

想いも急速に薄れてしまっていたからだ。 

 広島女子大学家政学部児童学科第７期 

 あの頃の思い出はすべて記憶の涯てにあるようだ。暗いスクリーンにぼんやりとひ

とつづつ映し出してみる。 

 昭和４６年。 

 入学式は「古すぎて危険なため本当は立ち入り禁止らしい」とわたし達の間で密か

に噂されていた体育館で行われた。しかしその年の大学祭にはそこで吉田拓郎氏のコ

ンサートがあったし，毎年ダンスパーティーも開かれたが決して床が抜け落ちること

はなかった。４年後，体育館はすばらしく立派なものに建て替わりかろうじて私たち

の卒業式はそこで行われたのだった。 

 時代は学園紛争終末期。どこかで声高な議論も起こっていたが身近に聞くことは殆

どなかった。しかしあの時代のＤＮＡがやはりわたし達の中にもあったのだろうか。

どうにも納得できない一件にクラス一丸となり実力行使したことがあった。もしかし

て先生方にとっては頭の痛いクラスだったかもしれない。いまはもう遠い昔の話。 

 同じ机で学びあい，同じように怒ったり笑ったり，あのころわたし達は確かに同じ

場所にいた。そして３５年が過ぎ去ってそれぞれがそれぞれの場所に辿り着いたよう

だ。もし今が初めての出会いなら挨拶だけで終わるかも知れない友人たち。だけどこ

うして笑いあい，何年ぶりの電話だって躊躇無くできてしまう。昔々に紡いだ縁のあ

りがたさと愛おしさ。同級生っていいもんだ。 

 例えその学び舎は消えたとしても，友との絆は不変だったと心から感じた一日だっ

た。 
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輩―ともがら― 

下紺弘子（１９７６年卒，大学８期） 

 大学を卒業してはや３３年！数字に表わすとため息がでる程，何と随分経ってしま

ったのでしょう。気持ちだけはあの頃と同じ２０代のつもりなのですが。鏡を見なけ

れば。 

 当時，児童学科では，中学校教諭一級普通免許状・高等学校二級普通免許状・家庭

科で我々卒業生にまで適用されていました。ですが，食物や被服学科ほど専門性を生

かせず，家庭科教員で就職したものは３名，私は需要と供給のバランスからいくと難

しいと，はじめからあきらめていたクチでした。また児童学科という名称で，幼小免

がとれないのがわかり，長野出身の入学者が，数日で退学。事実，勘違いしていた友

も多くいたせいでしょうか，同期の中には，後に通信教育で，小学校普通免許状を取

得し，就職したものが約１０名。今も定年間近ですが，現役で頑張っています。卒業

した年の４月より，中高免を返上，幼小免課程が設置され，あと１年遅く生まれてた

らと思ったものです。一方併設されていた保育専門学校とのからみで，保育士の資格

を取得し，市立保育園等に就職したものが４分の１，また，塾をしたり，大学で学ん

だことを生かしています。自分も退職してから子育てボランティアで活動しています。 

 無知だった自分が，理論だてて学ぶ姿勢を持つことができるようになったのは，大

学のおかげだと感謝しています。もしマンモス大学であれば完全に埋没してしまって

いたであろう私が，伸々と過ごせたのは少人数で家庭的な雰囲気（高校の延長という

声もありますが）があったからと思います。今でもふとした折に，授業の１コマ，セ

リフがふっと脳裏に浮かびます。懐しい限りです。 

 卒業して２０年目にたまたま広島に帰ってきた友人の発案で，声かけしたところ，

あっという間に２０数名集まり，それ以来，毎年親交を暖めています。集まりを希望

する人がいる限り，会を持ち続けることが原則。互いに負担がかからないよう，集ま

る人数は変動はあるものの，毎年楽しみにしている人もいて，遠距離の方には近況報

告をお願いし，思い出を共有しています。同じ時間を過ごしたというだけで，当時親

しくなくても，今ではスーとあの頃に戻れます。星影のワルツが１８番だった先生・

熱湯玉露がお好きだった先生・化粧はトイレでしないでと忠告して下さった先生等・

黄金山荘での合宿等，昔話に話を咲かせたり，わざわざ笑いのネタを用意してくれる

友もいて，帰る頃には，目尻のシワが……。いつか，あの頃のように泊まりがけで会

をもてたらと思います。 

 素晴らしい先生方・先輩方・ステキな友達との出会いに感謝！！ 
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懐しい日々へ 

寺本政美（１９７７年卒，大学９期） 

 家から歩いて８分，４年間ずいぶん楽に通学させていただきました。ストで交通機

関が止まってしまった時は教室には私一人ということもあったような・・・・。結婚

してしばらく宇品を離れ，最近また宇品にもどり建て替えられてすっかり様変わりし

た学校に娘が通い，日々，そちらになじんでしまって通いなれていたはずの昔の校舎

の様子は，はっきり思い出すことができません。卒業してから３４年もたったのです

ね。それでも大勢で講義を受けた階段教室，ワイワイと結構たくさんの献立を作った

調理室，歌いながらピアノを弾くのに四苦八苦したピアノ練習室，蔵書の多さに感激，

通いつめた図書室，おしゃべりに明け暮れた部室，いろいろとよみがえってきます。 

 思えば女子大での四年間は何でも周りの大人にお膳立てしてもらい世話してもらっ

たそれまでの生活から，親のすねをかじっているものの一応一人で暮らし，カリキュ

ラムを選び，組み立て，自立の第一歩でした。多くの先生や友人，先輩，後輩との出

会いと共に，後の私に大きく影響したと思います。学んだことも実生活と結びつきの

深いことだったのでしっかり役に立ってくれました。今でも思いがけない所で女子大

出身の方とご縁があり心強い思いをしています。 

 学科はなくなってしまっても，女子大でなくなっても，家の前を通学していく学生

さんたちを何か特別な思い入れを持って見守る毎日です。 

 これからも元気な学び舎としてどんどん発展していってほしいものです。また新し

いつながりを期待しています。 
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教職への道 

堂免玲子（１９７８年卒，大学１０期） 

 私たち女子大１０期生は，広島女子大学で小学校教諭と幼稚園教諭の免許を取得で

きるようになった初めての学生でした。私たちが学生の頃も今と同じように，女子大

生にとって就職がとても難しい時代で，小学校や幼稚園の教諭は女性の職業としてと

てもやりがいのあるものでした。先輩方が長いあいだ小学校教諭や幼稚園教諭の免許

取得を希望され，多くの方々のご尽力でやっと取得できるようになったという話を何

度も聞きました。 

 しかし，大学２年生まで中学・高校の教員免許を取得する勉強をしていましたので，

残りの２年間で４年分の教育課程を終了しなければならないという状態でした。学内

ではまだ小学校の各教科について指導してくださる先生が少なく，広島大学の先生方

が来られて指導してくださいました。たいへん熱心に，子どもの学習意欲を高めるよ

うな新しい授業のあり方について指導してくださいましたが，どこが新しくてどこが

従来型なのかよく分かりませんでした。単位はたくさんとりましたが，学生部長の先

生が， 

「来年からは，優秀な学生を送り出します。」 

と教育実習を受け入れてくださった広島市校長会や広島県教育委員会の方々に言われ

るくらい，必要最低限の勉強で卒業しました。 

 いざ，現場に出ると，分からないことだらけで，今思うと最初に受け持った子ども

たちには，十分学力をつけることができなかったと申し訳ない気持ちでいっぱいにな

ります。大学で教えていただいたはずなのですが，学習指導案の書き方さえもよく分

からず，先輩の先生方に日々，教えていただくばかりでした。ところが，自分のよう

な未熟な教師に対しても，子どもたちは「先生，先生。」と慕ってくれ，教職につい

て本当によかったと思いました。 

 小学校に勤務し３２年がたちます。大学では，広島女子大学の特色を生かし，教養

ある社会人として職務を全うするようにという指導を受けたことが，今も心に残って

います。大学が再編され，県立広島大学となり，小学校で大学の後輩に出会うことも

少なくなりますが，長い歴史の中で培われてきた大学の風土がこれからも息づいてい

くことと思います。広島県の大学として，ますます発展し，地域に貢献できる人材を

育成していってほしいと願っています。 
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ありがとう 先生方 

広島女子大学児童学科ですごしたこと 私たちの誇りです 

門畠純子・村本弥生（１９７９年卒，大学１１期） 

 広島女子大学児童学科を卒業したのが，昭和５４年３月 早いものであれから３０

年。１年生に入学してから，小学校と幼稚園の免許の話が持ち上がり，皆が希望して

実現することになりました。私たちは２期生。せっかくの機会をしっかり生かそうと，

Ｎさんを中心に新たな挑戦がはじまりました。広島大学教育学部との交流です。共に

四国や京都の全国教育系学生ゼミナールへ行ったのも，懐かしいことです。広大から

採用試験の過去問を借りてきて，図書室で勉強したおかげで，全員無事合格しました。

色々な事情で退職した者もいますが，今も現役でたくさんの者が，広島県内外で活躍

しています。 

 さて，今回は，先生への手紙という形で，思い出をかくことにしました。 

 

 先生，お元気ですか。入学したばかりのオリエンテーションの日。当時助手をされ

ていたＫさんの「私が児童学科のマドンナです。」という自己紹介に，「あなたがマ

ドンナなら，わたしはマドンナに対する見解を改めなければなりません。」と笑顔で

言われたＩ先生。それまで静かだった教室から笑い声が溢れ，その温かい雰囲気に私

たちの緊張が一気にほぐれたことを昨日のことのように覚えています。 

 諸先生方のご尽力で，入学後に「小学校並びに幼稚園教諭免許」が取得できるよう

になった私たちはとても幸運でしたが，私自身は“教員志望”と言いながらも自分の

考えや問題意識も持たず，「まじめにやっていればなんとかなる。」という甘い認識

の学生でした。当時の私にとって，先生方からの「君たちは本当に教師になる気があ

るのか。」という言葉や「レポート再提出」という文字は厳しく感じられましたが，

三十年たった今は，とてもありがたく思われます。教師になって１年目，悩みを抱え

て訪れた研究室で懐かしいＨ先生の「バカたれ」の優しい声に救われた日もありまし

た。 

 

 今年，Ｍ先生の絵の個展がありました。先生にお会いするとあのころと同じ優しい

目で接してくださり，まるで今も生徒のように話を聞いてくださいました。卒論をし

あげるのが間に合わず，お正月やすみに家族サービスを兼ねて合宿してくださったこ

とを懐かしく話してくださいました。お世話になりました。今では広島県を代表する

画家になられておられますが，今でも繋がっていてくださることに感謝です。 

 

 私たちは，卒業後も勉強会，有志によるアルバムづくり，子連れ可の一泊旅行，四

年に一度のクラス会等，あの輝かしい４年間の思い出を胸につながっています。 

 これからも，大学で学んだ多くのことを大切にし，悩みながらも，それぞれの道を

歩んでいきたいと思います。そして広島女子大出身であることに誇りを持ち，社会貢

献できる自分たちであり続けたいと思っています。ありがとうございました。 
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花咲け！広島女子大学卒業生 

三木真木子（１９８０年卒，大学１２期） 

 私事で申し訳ないが，終戦後私の母は単身東京で働いていた。某有名女子大学（夜

学）に合格していたが，急に祖母が亡くなり，小さな弟の面倒を見るために広島に戻

らざるを得なくなった。広島での就職はまま成らず，そうこうするうちに祖父も亡く

なり，勉強したい思いだけが残った。子育てが一段落つくと，広島女子大学の公開講

座に行った。そこで，なんと女子大の大ファンになってしまったのだ。文学を学ぶ喜

び，女子大の家庭的な雰囲気，先生方の優しさ。その母に勧められて，私は広島女子

大学に入学した。 

 母の言葉通り，広島女子大学は素晴らしいところだった。校庭が狭いのが唯一の欠

点だが，緑豊かな静かな場所にある。 

 こう言ったら失礼になることは重々承知しているが，一番の魅力は先生方である。

これからの日本，広島の学問を支えていかれる先生方が集まっていらっしゃっていた。 

 優しくまるでお母さんのようだが，ただし提出物には厳しかった稲田先生。ペスタ

ロッチなど分かりにくい教育学を穏やかに教えてくださった丸尾先生。今はかなり色

をお使いになっているけれども，当時は本当に白に色が入っている絵をお描きになっ

ていらっしゃった三原先生。東儀秀樹を見る度に石井先生を思い出すのは，雅楽つな

がりと切れ長の目のせいだろうか。黒と白の独楽を色の塗り方次第では虹色に見える

とか，むかしの女子大生の過ごし方とかなど博学であられた山内先生。日本史の授業

を一人取ったためにいつもスケートの授業に遅れてくる私を，一対一で教えてくださ

った信本先生。.私達がテストをしていると，優雅に紅茶タイムを楽しんでいらっしゃ

った平位先生。原爆小頭症の方をご紹介下さり，本当に原爆の恐ろしさを感じること

ができた。「泣くから悲しい」「商品を買ってから広告をよく見る」など，私自身の

常識を覆される社会心理学を教えてくださった浜名先生。そして志半ばにして亡くな

られた石川先生，ご冥福をお祈りしております。そして，女子大の先輩として，また

私達のお姉さんとしてお世話してくださった加藤先生と木本先生。最後に，私の一生

の恩師松田先生。今でも年に一度お宅に伺うが，その料理や家事能力のすばらしさ，

同じ女性として敬服している。昨年はエンカウンターとピアサポートの違いについて

ご教授いただいた。 

 本当に先生方には感謝の言葉も足りないくらい，感謝している。 

 一緒に卒業した四十人は，大半が教員となり，現役で活躍している方も多く，広島

の教育の一翼を担っている。塾を経営されたり，キルト作りに励まれたり，また仏教

について学ぼうとされている方もいる。我が子の子育てに全身全霊をかけている方も

いる。先生方の教えを引き継ぎながら，私達は，世界に一つしかない自分の花を咲か

せつつある。 
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県立広島女子大学の思い出 

齊藤章子（１９８１年卒，大学１３期） 

 わたしたちは，共通一次試験があと２年で始まるという年に入学しました。今は立

派な校舎になっていますが，当時はおしゃれなキャンパスがあるわけでなく，「高校

より古くて小さい校舎だね。」と感想をささやきあったのを覚えています。４０人し

かいない児童学科生は，ほとんどが県内の出身で，下宿生は数人しかいませんでした。

そのせいか皆仲が良く，下宿している学友が授業を欠席していると，「風邪でも引い

たのかな。見舞いに行ってみよう。」と心配するようなアットホームな雰囲気で４年

間を過ごしました。授業でレポートの宿題が出ると，２枚の課題といわれても４枚も

６枚もレポートを書いてくるような真面目で熱心な学友が多く，学科生全体にその気

風が満ちていました。 

 広島女子大学自体は，外から見ると地味なイメージだったようですが，児童学科の

先輩たちのパワーあふれる活気と企画力，実行力には引きつけられ，圧倒されること

が多くありました。歓迎オリエンテーションでは２回生の先輩たちの出し物に，おな

かをかかえて笑い，３年後には４回生の先輩のように優雅に美しくなれるものなのだ

ろうかと，本気で心配しました。 

 卒業後，ほぼ全員が小学校教員になり，勤務先に女子大の先輩や後輩がいたり，同

級生がいたりして卒業して３０年近くたっても心強く助けられています。県立大学に

なる前の最後の児童学科の卒業生が新採用の教員として，同じ学校の同学年で仕事を

したのも感慨深い出来事でした。 

 女子大のユニークな先生がたにも思い出が多くあります。児童教育学の丸尾先生は，

食物のカロリー計算に大変くわしく，はるさめとビーフンの成分の違いやカロリーの

多少についてなどよく話してくださいました。児童文化学の山内先生は「合ハイ（合

同ハイキング）にはスカーフをかぶっていきなさい。」とか「桃色遊戯はいけません。」

など女性としての心得を授業の合間に教えてくださいました。食物栄養学の沖増先生

は大手菓子メーカーの名づけ親で「カルシウムとビタミンからその名前を考えた」と

いう話も興味深かったです。美術の三原先生はどんな下手な絵でも良いところを見つ

けて，ほめてくださり，教師のあるべき姿を教えていただいた気持ちがします。山内

先生の後任で来られた野上先生は科学教育が専門であるにもかかわらず，卒論のテー

マに児童文学を選んだわたしに，「文学も児童文化だから。」と快く指導を引き受け

てくださいました。今でも大変感謝しております。教員生活もあと１０年となりまし

たが，先輩方の実績に恥じぬよう，後輩たちの目標となるよう大学で学んだことを生

かしながら，精進していきたいと思います。 
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女子大児童科―雑感 

髙垣博美（１９８２年卒，大学１４期） 

 猪木先生から突然のお便りをいただき，大変驚きました。封筒には「県立広島女子

大学」とあります。先生の名を騙る新手の詐欺か寄付の依頼？と思いました（笑）。

でもそのほうが良かったかも，あっさり断れますから。 

 クラス幹事さんのお仕事が忙しく，原稿をいただくのが難しいとのこと。幹事さん

の出席番号は私の前。だから次の私なのね，と不幸な偶然を恨めしく思いました。ク

ラスのことを代表してお話しするのに私が相応しいとは思えないのですが，かといっ

て他のどなたかにお願いする才覚も勇気もありません。このまま放っておいて締め切

りを迎えるのはやはり気が咎めます。なんとか無い知恵を絞ってみましょうかとペン

を執った次第です。 

 私事で恐縮ですが，「女子大」と言えば入学当初祖母が「女専に通ったん，すごい

ねえ。」と大変喜んでくれたのを思い出します。明治生まれの女性にとって「女専」

はなかなか手の届かない憧れだったのでしょう。歴史と伝統の重みを感じ，しっかり

勉強しなくてはと思ったものです。 

 女子大児童科は１学年４０名という小さなクラスで，家庭的な温かい雰囲気があり

ました。大学祭のクラス参加やコンパの準備など様々な行事のたびに誰かが音頭をと

り，皆がひとつになって盛り上がり楽しんでいたような気がします。わが子がマンモ

ス校に通うようになって気付いたのですが，クラス全員の名前と顔がわかりクラスで

ひとつのことに取り組める。また，先生方も名前を覚えてくださり，一人一人にきめ

細かい御指導がいただける，などマンモス校ではとても難しいことだと思います。少

なくとも私にとっては居心地の良い空間で自分らしく過ごさせていただき，楽しく勉

強させていただけたことをとてもありがたく思っています。 

 最後になりましたが，これは特筆すべきことです。私たちのクラスは卒業以来毎年

欠かさずクラス会を開いています。幹事は研究室持ち回りで今年は４巡目に突入しま

す。（このまま続けばいつかギネスに載るかも…と楽しみにしています。）卒業して

何年たっても数人集まれば気分は女子大生に戻ります。目ごろの疲れを癒し，大いに

リフレッシュしています。クラス会後に送られてくる近況報告も楽しく読ませてもら

っています。参加できない時もクラスメイトの手書きの文章を読むとほのぼのとした

懐かしい気持ちになります。仕事や家庭を持ち日々忙しい中での幹事は結構大変です

が協力し合って続けてきました。こんな温かいクラスの一員でいられたことに心から

感謝しています。 

 女子大は県立広島大学として校舎も組織も新しく生まれ変わりましたが，思い出の

中には昔の校舎，売店のある古い講堂，ギシギシ音のする階段を上がった部室などが

今も健在です。それから児童科の先生方の替え歌も。母校をいつか訪れてみたいと思

いますが，やはり児童科がなくなってしまったのはとても寂しいです。 
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出会い 

島本圭子（１９８３年卒，大学１５期） 

 入学試験の下見で初めて広島女子大学のキャンパスに立った時，「ここなら安心」

と感じたことを今でも鮮明に覚えています。その時惹かれたものはそこで学ぶ女性に

よって醸し出された魅力そのものだったのではないかと思います。 

 入学してからは次々に素敵な女性が目の前に現れ，まさに大人への扉が開いたよう

でした。児童学科の稲田準子先生，松田文子先生，加藤美紀助手，木本尚美助手は，

働く女性の象徴でした。颯爽と学内を闊歩される姿，知性を湛えたまさざし。面と向

かって話を伺う時は，我が身を見透かされるようで面映さが先立ちました。４年生の

時，松田先生の授業で「自動車学校での教習と学校の授業の違い」をテーマにレポー

トを書きました。その時は「自動車学校は運転技術の習得を目的としているが，学校

は人格形成を目的としている」といったようなことだけしか書くことができませんで

した。教職について27年の今ならもっと多様な視点でこのテーマをとらえることがで

きます。それが働いてきたことの成果。先生方によって，働き学ぶことへの扉が開か

れていました。サークル（フラウエンコール）で出会った先輩は，美しい女性の象徴

でした。軽くウェーブのかかった髪，ほんのり薄化粧，少し透けたやわらかなブラウ

ス。その口から発せられるキラキラと輝くようなつややかな声。保専の音楽室での衝

撃の出会いでした。当時のパートリーダーは児童学科の先輩で，優しくにこやかに導

いてくださいました。また，フラウエンコールを通して他大学の合唱団と繋がりを持

ち，今も当時出会った仲間と共に合唱を続けています。私にとって合唱というライフ

ワークへの扉が開かれました。 

 2001年から３年間，紫水会の会報を編集する仕事をさせていただきました。その時

初めてお会いしたのが，当時の紫水会河田和子会長を始めとする女子大の大先輩方で

した。入学試験の下見で感じた「ここなら安心」の魅力の原点はここだったと思いま

した。斬新な企画に的確な判断，常にたおやかな笑顔と物腰で仕事を進めていかれる

姿は，あのようになりたいと憧れる女性の姿でした。編集の仕事を通して同窓生の方々

の活躍ぶりや社会への貢献ぶりを知るにつけ，自分の大学生活が広島県女専攻科から

の伝統によって支えられていたものだったことに改めて気付きました。 

 大学での出会いによって私の人生の扉は大きく開かれました。本当に残念なことに

児童学科は閉じられました。けれど，そこで学んだ一人一人にかけがえのない出会い

がもたらされ，一人一人の人生を通して営々と息づいていくのだろうと今思っていま

す。 
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経験を糧として 
藤井典枝（１９８４年卒，大学１６期） 

 私が児童学科という言葉を知ったのは，大学入試の願書を提出する時でした。小さ

い頃は，大きくなったら小学校の先生になると言っていたものですが，成長するにつ

れ，子どもは好きだけれど，はたして職業としてやっていけるのかどうか不安に思っ

ていた私にとって，子どもの心や身体の発達・教育・文化などについて，科学的かつ

総合的にさまざまな事柄を学べるという学科は非常に魅力的なものでした。 

 １学科40人という高校時代の１クラスより少ない人数で，受験のための勉強ではな

く自分のための勉強をしていくという大学生活は，とても有意義なものでした。教職

課程も含め，子どもに関するさまざまな知識を学ぶことはもちろんの事，物事に対す

る基本的な見方・考え方を教わった４年間でした。 

 私たち大学16期生は，世の中の流れもあって，希望していても卒業時に教師になれ

なかった人が多かった時でした。卒業後がんばって教師になった人もいますが，私は

最終的に適職ではないと思ったこともあり，一般企業に就職をしました。 

 大学時代の一番の思い出といえば，クラブで人形劇をしたことでしょうか。人形劇

部「おもちゃ箱」の部室は，まだ木造だった食堂の２階にありました。近くの公民館

や小学校での公演には，荷物をリヤカーに積み，みんなでわいわいがやがやと運んだ

ものです。たくさんの人形に囲まれて，校内で一番多くの時を過ごした部室，厳しい

中にもやさしくておもしろい先輩方，学科をこえて知り合った友だち，そしてかわい

い後輩たち…。 

 初めての役は「おひさまどうしたの」という題名のフクロウでした。人形を作るこ

とから始まり，声を出す練習，合宿も初めての経験でした。手も足も動かない人形で

したが，大きくどっしりとした声を出さないといけなくて，大変苦労しました。出番

は少ない役でしたが，裏方としての仕事もあり，みんなで協力して一つのことを成し

遂げるすばらしさを味わうことができました。今も台本を見るとあの頃がよみがえっ

てきます。 

 残念ながら４０年続いた広島キャンパスでの人形劇部「おもちゃ箱」の活動は，児

童学科・人間福祉学科人間発達コースの廃止とともに2008年度で終了してしまいまし

た。最後の公演を知らせる新聞記事を見た時には，とても寂しい気持ちになりました。

しかし，三原キャンパスでは新しくパペットサークルが活動を始めているそうです。

がんばってほしいものです。 

 卒業して２６年が過ぎました。コンピューター会社のプログラマとして，児童学科

とは何の関係もない会社に就職した私ですが，８年前より，ボランティアとして，小

学校の子どもたちへの週１回の絵本の読み聞かせを始めました。現在はそれに加えて，

赤ちゃんが生まれたばかりから少し大きくなったお子さんをお持ちのお母さんを対象

に市の保健事業についての説明をしたり，話し相手になったりしています。少しずつ

ですが，自分の「子どもが好き」が根底にある活動を増やしています。大学時代を含

め今までに経験したさまざまの事を糧として，今後も自分にできる事をやっていきた

いと思っています。 
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こんな楽しい時期があっただろうか 

山口千恵（１９８５年卒，大学１７期） 

 児童・人間発達６０周年記念誌発刊おめでとうございます。 

 もう，卒業してから約２５年も経つ。あの頃を思い出すと若かったなあという思い

でいっぱいだ。 

 大学へ入り，私は紫寮で生活を始めた。まあ，なんと楽しいことか。入寮当初は気

を遣ったものの，友達が出来てからは，毎日友達と会うことができ，帰らなくてもい

いのだから。交代の電話当番・半年に１回の部屋替え（北側の部屋は不人気）・寮祭・

コンパの誘いの電話・先輩との語らい・部屋の中の狭い中での工夫・自転車大○付着

事件・不審者事件など，大騒ぎをしたのもいい思い出だ。 

 学校では，入学してから少し経った５月に湯来町みのち学荘でオリゼミなるものが

開かれた。何をしたのかはよく覚えていないのだが，集まって演芸会をしたのはよく

覚えている。なんにも案も浮かばずにいたが，先輩の指導の下，言われるがまま詞を

詠んだ。これが先生方を風刺というか面白おかしくしたもので，確かに中学・高校と

先生をからかうことも言っていたような気がするが，それなりに緊張して入った大学

なので，これでいいのかあと，一挙に緊張が解きほぐれたのであった。他のグループ

がやった縦に並んでの人間ジェットコースターが印象深く，芸達者も大学生のうちと

深く心に刻まれたのであった。 

 児童学科とは，主に小学校の先生を養成する学科で，習うものは多岐に及んだ。小

学校時代なかなか性に合わず，なんとか黄色バイエルを習い終えただけの私に襲い掛

かったピアノの授業・小学校の習う漢字を書き順１字１字追加しながら書く提出物。 

 どの先生も個性的で楽しい先生だったが，中でも思い出深いのが，『児童心理学２』。

３年児童学科は忙しさのあまり，通称『魔の３児』と言われていた。この講義が多大

なる貢献を果たしていたのは間違いないだろう。心理学専門書の英文を訳す授業に，

年間を通して１０以上のレポートの宿題が次々と出された。教授法を変えて（４種類）

どれが効果があがるかといったものまであった。それなりに懸命に取り組んだものの，

提出日に追い抜かされることもままあったそんなある日。階段の踊り場でなにやらが

やがやと人だかりが…。そこにはなんとレポート未提出者の実名入りの貼り紙があり，

名前の横には丁寧に未提出数分の○印が書いてあった。提出したらそこに色を塗ると

いう親切な先生心である。そんな先生の愛に育まれ，なんとか全員提出を終えたので

あった。 

 現在，研究室順に幹事となり，３年に一度の同窓会を開いている。小学校教諭や・

会社員・公務員・主婦など，それぞれに人生を楽しんでいるようだ。大学時代謳歌し

た自由と経験と学んだことを礎にしながら。 

64
　



学生時代を思い出す 

山田香織（１９８６年卒，大学１８期） 

 ４月に長男が大学生になり，自分の学生時代を振り返る機会も多くなっていたとこ

ろ，今回，記念誌への原稿の依頼を受け，何か目に見えぬ力で動かされている感があ

り，お引き受けすることにしました。 

 私が広島女子大学を卒業してから，はや２４年の時が過ぎ，住み慣れた広島の地を

去ってからも１２年が経ちました。懐かしい旧校舎が取り壊され，立派な新校舎にな

った折，機会があり，旧友達と学校を訪れたのも遠い昔のようです。 

 そもそも，広島市の郊外である廿日市市に住んでいた私が，広島女子大学という存

在を知ったのは，高校３年の受験の時でした。あまり深く考えず受験をし，入学が決

まって晴れて女子大生となった私は，文化系のそれまでの生活を大きく変えたいと思

い，硬式テニス部に入部しました。硬式テニス部では，８人の愉快な仲間達と出会い，

勝利とは程遠い私も，最後まで楽しく続けることが出来ました。紫寮での合宿や，広

島だけでなく中国地方４県と愛媛県への遠征試合など，貴重な経験となりました。 

 児童学科での勉強は，いろいろ楽しいものが多くありました。今となっては，細か

いことはほとんど覚えていませんが，個性的な先生方のお顔ははっきりと思い出され

ます。 

 幼稚園や小学校での実習は，ハラハラドキドキの中にも感動があり，忘れられない

楽しい思い出です。 

 思い出として，真っ先に思い浮かぶものは，やはり，４年次の研究室での卒業論文

作成でしょう。かねてより興味のあつた長谷川研に入ることが出来，そこで，優しい

先生と４人の友人と，泣いたり笑ったり，充実した時を過ごしました。夏休みも返上

し，毎日のように教員採用試験の勉強をしました。残念ながら私は合格することは出

来ませんでしたが，あんなに勉強したのは後にも先にもあの夏だけだったような気が

します。お世話になった長谷川先生が突然の事故で他界され，毎年いただいていたお

手紙が届かなくなってしまい，喪失感とともに，私の学生時代が終わってしまったと

いう気持ちで一杯になりました。 

 学生時代に抱いていた，小学校教論になるという夢は叶いませんでしたが，縁あっ

て，私は今，小学校で給食を子ども達に届ける仕事をしています。毎日，子ども達の

にぎやかな声に囲まれ，給食を楽しみにしている子供達に若いエネルギーをもらって

います。 

 大学が百周年を迎える頃まで，私も含め，同級生の皆さんが元気でいられたらと願

います。 
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私と児童学科 
村上奈生子（１９８７年卒，大学１９期） 

 私の広島女子大学での思い出を少し述べてみたいと思う。 

 私は，福山市出身で，同じ高校からの入学生は他になく，文字通り一人ぼっちで広

島女子大の門をくぐった。寮に入ることが出来たので，少しは心強かったのだが，や

はり知り合いの全くいないところで生活することの不安はあったように記憶している。

友人はできるだろうか・・・。授業にはついていけるのだろうか・・・。 

 だが，そんな私の不安な気持ちは，すぐに解消された。 

 入学してまもなくあったオリゼミのおかげである。 

 そこでの出来事は，今でも良く覚えている。 

 私たちより2つ先輩の当時の3年生が主体となって，様々なゲームや出し物を企画さ

れていた。ゼミに向かうバスの中から，様々な手遊びが披露され，不安な思いはあっ

という間にどこかにいってしまっていたように思う。 

 そのときに私は，こんな印象を持った。 

 「私もあと2年この児童学科で学んだら，先輩方のようになれるのだろうか・・・？」 

 たくさんの人の前でも臆することなく，堂々と説明をし，あっという間にたくさん

の人をゲームに引き込んでしまう。先輩方の姿に憧れ，自分もそうありたいと思った

のは，きっと私だけではなかったように思う。たった2日間ではあったが，この経験は

私にとって忘れられない出来事になった。 

 他の方々もそうであるように，私も小学校の教師になりたいという夢を持って児童

学科に入学した。その夢の実現のためになくてはならないもの・・・。免許状取得の

ための単位である。 

 その講義が集中しているのが，3年生であった。当時，私たちは3年生児童学科のこ

とを「地獄の３児」と呼んでいた。それは，講義数というよりもその内容にあるとい

うことを3年生に進級してすぐに実感した。 

 一番苦しんだのが，レポートの多さである。 

 週に一本提出するならまだしも，ひどいときには1ヶ月に9本のレポートを提出しな

ければならないときもあった。しかも，レポートの内容がいい加減であれば，容赦な

く「再提出」・・・・。その一つ一つのレポートの内容までは覚えていないのだが，

本当にまさに「地獄」だった。 

 しかし，今にして思えば，その「地獄」の経験が，次にやってくる採用試験に向け

てがんばれる力を養ってくれたようにも思える。 

 3年生最後の行事「追コン（卒業生追い出しコンパ）」でレポートや先生方のことを

面白おかしく出し物にしてしまったこと・・・。多少・・・いやかなりの失礼があっ

たようにも思えるのだが，それも先生方の愛情を感じているが故のことと理解し，ど

うかお許しいただきたい。 

 最後に，私にとって児童学科で学んだ4年間は，かけがえのない時間であり，その後

の人生においてなくてはならない経験だったと実感している。今はもう存在していな

い児童学科だが，私の心の中には今でもしっかりと存在している。そこで出会った先

生方，先輩，友だちは私の一生の宝物である。 

 ありがとう・・・。広島女子大学児童学科。 
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変化を恐れず，前進を 

小松由美（１９８８年卒，大学２０期） 

 記念誌刊行おめでとうございます。卒業して20年余り，ここに寄稿できる幸せを感

じております。 

 私は，卒業からずっと山口県で小学校教諭をしてきました。友人達も，幼稚園教諭・

図書館司書・学習支援員・銀行員・日本郵政職員等，様々な場所で活躍しております。

私を含め，真面目とは言えない学生生活であったにも関わらず，仕事に就くや否やそ

れぞれが一生懸命に働き，悩みもがきながらも前進し続けた姿，お互いの励みになっ

た20年です。恋愛・仕事・育児等，様々な相談をしてきました。女子大ですごした四

年間は，後に躓くであろう人生において，再び前向きになるための知恵と知識と友人

を授けてくれた時であったと，今つくづく感じています。そして，あの四年間に，知

恵と知識を授けてくださった先生方には，感謝の念でいっぱいです。そして，今では

見ることができなくなったキャンパスが，脳裏にははっきり蘇ります。呼び出しの貼

り紙があった掲示板も，研究室前の手作り伝言板も，入学試験の行われたあの教室も，

暗いピアノ室も。しかし，母校が未来のために様変わりしたように，私達も前に進む

ためには大きな変化を恐れず受け入れ，自分自身をも変化させ続けなければいけない

のでしよう。 

 私事になりますが，今，山口大学の教育学部で研究生として勉強しています。今年

度一年間のみの学生生活ですが，特別支援教育を中心に，あの頃と同じように発達心

理学や臨床心理学といった学問も学んでいます。現実の子ども達に出会う前の学問と

違い，20年間で出会った多くの子ども達の顔を浮かべながらの学問は，学ぶことの楽

しさを心より感じさせてくれます。そして，このまま学び続けたい気持ちと，学んだ

ことを早く現場で生かしたいと言う相反する気持ちが，私の心の中で存在します。ま

た，学べば学ぶほど，あの時はああすればよかったと，後悔と子ども達への申し訳な

い思いが押し寄せてきます。 

 学ぶということは，なんと楽しくて，なんと自分を前向きな気持ちにさせてくれる

ことでしょう。20年前には，正直ここまでの思いはありませんでした。教師になるた

めには，通過しなければならない道だったので，あの場所にいた気がします。しかし

今は，自分が心から望んでこの場所にいます。経験してきたことと学んだことを重ね

合わせながら，次への前進を模索しています。 

 現場を離れ未知の世界に入ることに，不安がなかったわけではありません。しかし

先にも書きましたように，前進をするためには，大きな変化を受け入れる必要がある

と感じ，踏み切った選択でした。今この選択は，大正解だったと感じています。これ

からも，変化を恐れず学び続け，前進し続けられる教師でありたいと思います。その

知恵と知識と応援してくれる友人とを授けてくれたあの女子大と，あの時のあの先生

方に，心より感謝の気持ちを捧げます。 
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感謝の手紙 

金子泰子（１９８９年卒，大学２１期） 

 小さい頃は，かなりの問題児。先生や親を随分困らせた私の夢は，何故か先生にな

る事でした。今になって考えてみると，私が大人になるまでの節目で，私は大切な人

と出会っています。ずっと憧れ続けた幼稚園の先生，問題児だった私のパワーを正の

方向へ向けてくれた小学校時代の先生，一生懸命になる楽しさを教えてくれた中学校

のクラブの先生，そして大学進学を応援してくれた高校の先生。「あなた幼稚園の先

生がいいわよ」という高校の先生の一言が，私を女子大入学へ導いてくれました。 

 私は推薦入試第一期生です。共通一次試験ではちょっと難しかったかもしれない女

子大へ合格できたのは，本人が一番びっくりしました。教授面接で「私は自転車に乗

れません」と正直に言って，帰りの電車で泣いてしまったことも，入学式でその教授

から「自転車に乗れないのは君だよね。卒業までに乗れるようになったらいいね」と

言われてこれが勝因か！？と思ったのも，もう２５年前の事です。 

 大学生活では，一生懸命学び，色々な人に出会い，アルバイトで少しだけ社会勉強

をしました。先生になるという夢が少し近づき，４０人１クラスのこじんまりした学

科で仲間と本当に楽しく過ごしました。児童学科なので，小学校と幼稚園の教諭免許

と，先輩方の勧めで保母（今の保育士）の資格を試験でとりました。卒業して２年幼

稚園で働いた後はずっと保育士として働き続けています。 

 女子大の良さは，若い時より今の方がずっと強く感じています。１つは，社会人に

なり，同じ大学の人との巡り合いが沢山ある事です。私の職場には女子大会（じょし

だいかい）があります。私が入った時には先輩方が，若い人が入ってくると歓迎して

仲良くなります。つながりが増えることは働き続ける私にとって大きな支えになって

います。また，父兄として先輩や学生時代教えて頂いた先生との出会いもあります。

当時話す事がなかった方々と女子大つながりができて私の世界が少し広がるのがとて

も嬉しいです。そして２つ目は，大学の時の学びが私の今の子育ての支えになってい

るということです。フルタイムで働きながら子育てをしていると行きづまることがよ

くあります。そんな時にちゃんと自分や子供と向き合えるようになってきたのも大学

の時，保育士の資格をとって私自身が働きながら自分の心を育ててきたからだと最近

よく感じるのです。 

 私がちょっとだけ自信を持って仕事をし，家族と仲良く暮らす生活が送れるのも大

学４年間が土台となっていると感じています。だから，今回の記念誌刊行にあたり，

私の大切な土台を作ってくれた大学や児童学科に感謝の手紙が送ることができ，本当

に良かったと思っています。これからも県立大学に人と人があたたかくつながれる場

所やチャンスが沢山ありますよう心から願っています。 
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母校の教えに感謝 

松栄仁美（１９９０年卒，大学２２期） 

 先日，懐かしい友から記念誌の原稿依頼をうけました。児童学科であったので教育

関係に携わっている人がよいということで私に連絡をくれたようです。締め切りも迫

っているということでしたので，誠に恐悦ながら私がうけさせていただくことにしま

した。 

 現在，私は三次市の小学校教師をしています。大学を卒業後，教職につき二十年に

なりますが，今でも大学で学んだことを思いおこすことが多く，母校の教えに深く感

謝をしています。 

 大学時代，たくさんの講義を受けました。当時はそれがどのように役立つのか深く

考えることなく講義を受けましたが，実際に教職についてみると「そうか。」「なる

ほど。」「そういうことだったのか。」と思うことが多く，いろいろな場面で学んだ

ことを生かすことができました。卒業後すぐに教師になり担任を持ち，分からないこ

とも多くありました。教師という仕事は学習内容を教えることだけでなく生活の指導

も多くありました。その際子どもの背景にあるものを探っていく上でも大学で学んだ

ことは大変役に立ちました。 

 学んだことを思いおこすとき，いつも恩師の顔を思い出します。先生方と学内です

れ違ったとき挨拶をすると，いつもにこやかに話しかけて下さいました。大変うれし

かったのを覚えています。私たち学生のことを親身になって考えてくださり，やさし

く厳しく指導してくださいました。大学でこのように学生一人一人を大切にした教育

を受けられたのは本当にありがたく，広島女子大学のよさであると感じています。 

 また，県内外から集まった友と学びあい語り合った日々は忘れられません。初めて

故郷から離れ，寂しい思いをしていましたが，友のおかげで楽しく有意義に過ごすこ

とができました。一緒に過ごした日々は大切な宝物です。 

 目を閉じれば今でもはっきりとキャンパスの様子が浮かんできます。私の心の中に

はまだあのころの女子大のままです。学校の周りには桜の木が植えてあり，春には校

門の外にまで花びらが舞っていました。校舎は新しくはありませんでしたが，落ち着

いた温かな雰囲気がありました。児童学科の棟に隣接して保育所があり，講義の合間

に明るい子どもたちの声が聞こえてきました。 

 広島女子大学が母校であることを大変誇りに思います。四年間という短い期間でし

たが，恩師，友と過ごしたこの日々があったからこそ夢であった教師の道につき，今

まで続けることができたのだと思います。今後も母校の教えに感謝し，子どもたちと

ともに過ごしていきたいと思っています。 

 

69
　



学生時代を想う 

佐々木仁美・田中美和（１９９１年卒，大学２３期） 

 卒業から２０年。それほどの歳月が流れたとは，信じがたい心境です。 

 広島女子大学での４年間は，仲間とともに歩む日々でありました。入学以前は，「大

学生活」というものは，講議を受けるにしても，部やサークル等の自主的な活動にい

そしむにしても，個人個人の活動が主流で，人間関係も同好の者との交流が中心，と

いったものと想像しておりました。ところが，児童学科での「大学生活」初日は，同

期生４０名ひとり一人が皆の前で自分の思いを語るというもの。入学の喜びを語る者，

新生活への不安を話す者，これからの夢を話す者…話の内容はまさに十人十色で，そ

れぞれの人となりを感じる濃密な初日となりました。どれぐらいの時間をいただいて

いたのでしょうか。その場に立ち会ってくださった先生が，温かいまなざしで最後ま

で私たちの話を聞いてくださったことを今でも覚えています。 

 その後の学生生活も，まさに同期生皆で歩む日々。皆で学び，創り，語り合い，皆

で泣き笑う，そんな時間の積み重ねでした。時間をかけて学んでいく。ぶつかり合い

ながら絆を結んでいく。それはどこか幼年児童期時代にもどったような時間だと，当

時しばしば思ったものです。 

 今，思えば，それが児童学科の学風なのでしょうか。自らに問いかけ，自分自身が

育つことを実感しながら「人が育つ」ということを学ぶ。仲間とともに学ぶ。それは，

決して効率的な過程ではないし，時として，自分の殻を壊していくような苦しい作業

でもありました。我々の不器用な歩みを，温かく見守り，粘り強く育ててくださった

先生方には感謝申し上げるばかりです。そして，児童学科でのその日々が，今も，私

たちを支えてくれています。 

 現在，私たち同期生は，卒業後ほぼ毎年，広島で同窓会を開いています。名付けて

『元気会』。これからの人生いろんなことがあろうとも，ともに学生時代を過ごした

仲間に会えば元気になれる…という思いを込めています。今では，皆，暮らしぶりも

様々で，なかなか全員が一堂に会するということにはなりませんが，参加がままなら

なくとも，皆の近況を載せた便りが届く度に仲間を感じ，またいつでも『元気会』で

会えるという信頼感のようなものを，これまでの積み重ねの中で築いてきたように思

います。 

 学び舎の姿が変わろうとも，呼び名が変わろうとも，そこは私たちの母校。私たち

は，いつまでも児童学科に育った子どもです。 
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現在の悩み～自分探求の大学時代のその後 

上津原真由美（１９９２年卒，大学２４期） 

 大学を卒業してはや18年が過ぎました。現在は広島を離れ，山口県柳井市で，夫と5

歳の息子と生活中です。大学時代の他学科の友人からは，「児童学科だったんだから，

子どものことはよく分かっているはずよね～。」と言われますが，子どもが生まれた

ばかりの頃は，本当に大変でした。一度も新生児を抱っこしたことなんてなかったし，

オムツを替えたこともなくて，初めての経験ばかりだったからです。産後1ヶ月は食事

を作ることや外出することも出来ず，寒くて日当たりの悪い部屋で一人孤独に赤ちゃ

んと向かい合う日々を過ごし，自分は何もできない～とウツになりました。 

 仕事では小学生から高校生までを相手にしていたからか，いまだに幼児の我が子の

扱いに手を焼いています。保育園ではとてもいい子にしているらしいのに，私に対し

ては甘えが強く出て，自分の思い通りにならないと「ママ嫌い」を連発した挙句，泣

いたり，怒ってたたいたりします。1日に何度も，そして毎日同じことが何年も繰り返

されています。きつく叱ってみたり，優しくなだめてみたり，あれこれ対応を工夫し

ても現状が変わらないのはどうしてでしょう？と当時の自分や先生方，同級生に問い

かけてみたくなりました。 

 最近になって，アドラー心理学を学ぶ機会があり，言葉がけを工夫して，子どもの

気持ちに寄り添うことを実践しようと試みましたが，なかなかうまくいきません。自

分自身が受けてきた教育とは正反対のことをしないといけないからです。 

 大学時代は，自分が生きてきた環境を振り返り，孤独な時間が長い家庭環境のせい

で言葉がしゃべれなかったのではないかとか，親の敷いたレールに乗って規則や受験

勉強の厳しい小学校に通ったせいで，燃え尽きて中学高校で頑張れなかったのではと

か，悪い面ばかり思い出されて，つらくなっていました。そして，我が子には自分と

違った環境を用意しようと強く望み，その望みは今のところ叶っているのです。 

 環境面では望みが叶って幸せなはずなのに，どうして私と子どもの間にバトルが起

こるのかを考えてみました。自分が出来て当たり前のことを，子どもが出来ないと不

安になるということに気付きました。自分が子どもの頃は，こんなことで親の手を煩

わしたりしなかった，私は悪くない，悪いのは子どもだという子どもを責める気持ち

が強くあることにも気付きました。自分が「光と影」の影の部分ばかりに注目しがち

なことにも。 

 私はまだまだ学び続けたいです。経験を通して。そして，もっと良い所に注目でき

る人になろうと思います。自分を振り返る機会をいただきありがとうございました。 
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今もつながっていられる友だち 
庄司純子（１９９３年卒，大学２５期） 

 たまに宇品の辺りを通ると，今は県立広島大学となった立派な図書館や校舎を眺め

ます。しかし，その校舎などを眺めながらも，頭の中は昔の古い校舎のことを思い浮

かべています。 

 私たちの代は，古い校舎の最後の年を４年生として過ごしました。一見ただの普通

の校舎のようでしたが，ひとたび足を踏み入れると，児童学科らしさが自然とにじみ

出ている，素朴なすてきなみんなの「居場所」でした。 

 そのころは，４年生になり自分の所属する研究室が決まると，各研究室の前に先生

方やゼミ生が在室かどうかを表す案内板を作るのをみんな楽しみにしていました。晴

れてゼミ生となれた最初の仕事として，ひそかに卒論の計画作りよりも何倍もの精力

を傾けて，あれこれ考えたりいろいろ悩んだりして，案内板を作ったことを懐かしく

思い出します。 

 大学生活で特に印象に残っている授業は，幼稚園・保育園児や小学生と遊んだり学

習したりする時に役立つ，具体的なことを演習した授業です。グループごとに決めた

テーマをくわしく調べて発表したり，子ども向けの教材を作ったり，理科の実験をし

て結果をまとめたり，ピアノで新しい連弾曲を作ったりなどの実践的な活動がたくさ

んありました。楽しい中にも準備や打ち合わせがたいへんで苦労を重ねた分，思い出

がいっぱい残っています。そして，それらを発表し合う発表会では，みんなの発表が

見られる楽しみと自分たちの分を発表する緊張感とが入り交じり，すごくどきどきし

たのを覚えています。うまくいかなくて見ている友だちに助けてもらったり，逆に「よ

かったよ～！」とほめてもらってうれしかったりと，数え切れないほど心に残ること

がありました。友だちとの楽しかった日々の思い出は何年経っても色あせることはな

く，いつまでもつい昨日のことのように鮮明に頭によみがえり，私にとっての宝物と

なっています。 

 さて，私たちの代の近況です。毎年１回，だいたい８月の第１週の土曜日か日曜日

のお昼に，食事とおしゃべりのささやかな同窓会ですが，集まるようにがんばってい

ます。みんな仕事や子育てに忙しく，また住んでいる所も全国に散らばっているので，

集まることができる人数はだいたい１０人前後ですが，それでも卒業してからずっと

途切れることなく続いています。卒業したての頃に，各研究室が毎年持ち回りで幹事

となり，幹事にあたる研究室のメンバーが中心となってみんなに連絡をするようにし

ていたのが，１７年経った今も続いているのです。とはいえ，みんな日々の生活に忙

しいので，幹事にあたってもできるだけ負担の少ないようにいろいろ工夫しながら何

とかやっています。そして，同窓会に参加できない人とも，年に１回連絡をすること

で近況がわかり，同窓会でもその元気そうな様子や近況が話題になり，盛り上がって

います。毎年，会った瞬間から学生時代にもどり，たわいのないおしゃべりをしまく

り，お互いに元気をもらっています。 

 このように，何年経ってもつながっていられる友だちを作ることができた大学生活

に，改めて感謝の気持ちでいっぱいになり，この大学で充実した４年間が過ごせて本

当によかったなあとしみじみ思う今日この頃です。 
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広島女子大学を懐かしんで 

西村直子（１９９４年卒，大学２６期） 

 毎日，仕事や家庭の事に追われ，余裕の全くない生活を送っていたところ，大学１

年時にチューターをしていただいた猪木先生より，原稿の依頼を頂きました。「余裕

のないわたしに・・・」と思ったのですが，これをきっかけに懐かしさに浸ることが

できました。 

 大学生活で心に残っているのは，最終学年の一年間です。４年生の時，宇品にある

校舎が建て替わるという事で，旧広島大学跡の校舎に研究室が移りました。そこで，

宇品校舎と東千田町校舎を行ったり来たりの一年を過ごしました。 

 この一年間は，いろいろな人との出会いがありました。 

 同じ研究室となった友だちとは，小学校教員を目指し，卒業論文作成に向け共に研

究をしました。教員採用試験は，自分たちで得意科目を分担して問題作り，解説など

をして試験勉強をしました。面接練習や水泳練習など，試験に関係あることは，何で

もやりました。この試験勉強が，苦しみながらしたのではなく，楽しみながらやった

憶えがあります。研究室の四名全員が見事合格。現在も皆，それぞれ教員生活を送っ

ています。 

 研究室の庄井先生には，研究会や学会に連れて行っていただき，そこでたくさんの

教育実践者の方に出会う事ができました。現場の小学校の先生方と一緒に授業研究も

させていただきました。実際に小学校の授業を見せていただき，ビデオに撮影し授業

分析をすることによって授業というものを知らず知らずのうちに学んでいたようです。 

小学校教員となって十五年が過ぎようとしています。毎年，何十人という出会いや別

れを繰り返して充実した日々を送らせてもらっています。 
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Beautiful Days～卒業アルバムの題より～ 

小山陽子（１９９５年卒，大学２７期） 

「あら，机が足りないね。」 

 希望に満ちた大学生活最初のオリエンテーションは，先生のそんな一言から始まっ

た。私たち95年度卒業生は50名超え。それまでの児童学科の定員枠を大幅増の大所帯

だった。先生いわく，「君たちの代は，優秀で合否の線引きができず，人数が多くな

ったのだよ。」それを聞き，実際の事情はどうなのだろう…と複雑な気持ちになった

のを覚えている。 

 とはいえ，私たちはベビーブームで生まれた年代。人数が多いのは幼いころからの

常。大学生活中，必要以上に盛り上がり，パワフルに過ごした。 

 「広島女子大」といえば，他の私学女子大に比べ，地味なイメージだが，実際は「堅

実」という方が当てはまるだろう。なぜなら，児童学科の仲間は，オリゼミやチュー

ター会，学祭など大きなイベントはもちろん，普段の講義一つひとつでも，意欲的で，

力を抜くことはなかったからだ。 

 現代は少子化で，学生獲得のために関東や近畿地方の大学が地方へ受験会場を設置

していると中国新聞に掲載されていた。「大学にとって入学後，他の学生をリードし

てくれる意欲的で優秀な学生をどれだけ獲得するかが鍵。」と。その記事を読んで，

納得した。確かにそうだ。児童学科で過ごした四年間。どんな場面においても得意分

野を生かし，皆を刺激し，影響を与える仲間がいた。達筆な人，絵がうまい人，音楽

家，プリント作りが上手な人，努力家，踊り上手，スポーツマン，気配り上手ｅｔｃ。

一人ひとりの顔が浮かんでくる。 

 手前味噌かもしれないが，入学時の先生の弁明は本当だったのだと今なら思える。 

 講義や先生方のことも思い出深い。前日に大型台風が来たことを配慮してもらった

最初の試験。レポートの提出期限過ぎてこっそりポストに提出したけど，ばればれだ

ったこと。ファンタジーの世界。擬音語で拍子をとって教えていただいた音楽。吉島

プールでのドル平など。そして今，教職についていたり，子育て奮闘中だったりする

仲間が多い中，心理学や小児保健，数々の実習などは現在の日々の生活に直結して役

立っている。先生方には感謝の気持ちでいっぱいだ。正直に言えば，個人的なことだ

が，「もっとちゃんと学べばよかった。」と思う。できればもう一度講義を受けてみ

たい。 

 最後に一つ。校舎建て替えのため広島大学敷地内の一角の仮住まいで卒論を書き，

卒業した私たち。新校舎で生活できなかったというのが心残りである。 
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建替事業の渦中にて 

松島志野（１９９６年卒，大学２８期） 

 平成４年の入学式の日は雨だった。くすんだ色の校舎と体育館の中の薄暗さを妙に

覚えている。天気のせいかと思いたかったが，晴れた日にみてもやっぱりキャンパス

は古かった。それはともかく，児童学科で出会う人・講義の内容・大学生活は，初め

てづくしで毎日が新鮮できらきらしていた。市内はアジア大会にむけての建設ラッシ

ュだったが，まだそのころは宇品のキャンパスとその周辺のたたずまいは古いけど静

かでのんびりとした雰囲気で，保専も一緒に入っていた４棟校舎の窓から見える隣の

公営住宅に鳩除けネットが張ってあるのを「広島らしいなぁ」と他県からきた友人が

言っていたことを思い出す。 

 平成５年から宇品キャンパスの校舎の建替工事が始まり，児童学科は広大の千田キ

ャンパス間借り校舎に移った。そこにはまだ移転前の広大の学部があり学生も大勢い

て，男子学生もいるためか宇品のキャンパスに比べて随分雰囲気が違っていてわくわ

くしながら他の校舎や食堂，学生街の雰囲気のある周辺の街を探検気分で歩きまわっ

たものだ。児童学科の千田間借り校舎は中がきれいに改装されていて快適だったが，

宇品の方は本格的に始まった工事の音がやかましくホコリっぽい為窓も開けられず，

エアコンもなく，暑い時期はまるでサウナのようだった。窓を閉めていても響く工事

の音と急場しのぎとして備えられた扇風機が送ってくる生暖かい風の中で，講義を受

ける私たちもだが，先生方も大変だったに違いない。宇品と千田のキャンパスの行き

来もバスや市電の便が悪く，自転車を買って行き来するようになり毎日は忙しかった。

大学祭のキャッチコピー候補に友人が「欲しがりません，建つまでは」と応募して皆

で大笑いしたのがこのころだったか。 

 そして平成７年，宇品キャンパスの校舎が一部使用開始されて児童学科も千田から

宇品に戻った。見上げるような高い真新しい校舎，あちこちに設置された芸術作品，

新品の備品，これが本当にあの女子大？と思うほどだった。ただし四回生になってい

たので講義のコマ数も少なく，就職活動の方も忙しく，大学への出入りが少なかった

ためか，せっかくの新キャンパスは思い出が薄く，間取りなども思い出せない。建設

事業はまだ続行中で，完全に新しくなった宇品キャンパスはついに知らずに卒業とな

り，以後，十数年が過ぎた。 

 

 時々，母校の横を車で通ることがある。人には，特徴的な図書館の建物を指さして

「あれが私の母校なんですよ」と少し誇らしげにいってみる（在学中，「鳥籠」はま

だ建設中で入ったこともないのだが）。今度，友人を誘って宇品を訪ねてみよう。様

変わりした周辺の町並み，すっかり生まれ変わった「県立広島大学」のキャンパスを

歩きながら，忙しくも新鮮で輝いていた（はずの）私たちの広島女子大学児童学科の

日々を思い出してみよう。 
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76 

卒業して１３年 

清田章子（１９９７年卒，大学２９期） 

 私が学生だった平成５年から９年の４年間は，ちょうど校舎の建て替え工事中でし

た。 

 入学試験は木造の旧校舎で受けましたが，入学後は宇品校舎と千田町の広大キャン

パスを行ったり来たりして過ごしました。皆でバスに乗って移動したことはなつかし

い思い出です。新校舎になってからは，ゼミを受けたり，就職のための勉強をしたり，

図書館を利用しました。個室になっているピアノ室では，空き時間を利用して編み物

が流行ったこともありました。 

 有意義な４年間を過ごし卒業の後，私は保育士として保育園に就職しました。結婚，

出産と続き，一旦，仕事を辞めて子育てに専念していましたが，この春から久しぶり

に保育園に勤めに出ています。午前中のパート勤務です。  

 通勤途中に県立大学のキャンパスがあり，美しく育った木々を目にしながら自転車

をこいで通勤しています。満開の桜，新緑，ハナミズキ，どれも本当にきれいで，次

から次に楽しませてくれます。 

 久しぶりの社会復帰は不安でしたし，仕事と子育ての両立ができるのか心配でした。

いざ，仕事が始まると，忙しくはありますが毎日が充実していてあっという間に過ぎ

ていきます。家事はきりがないですが，仕事は終わりがあるので気分爽快です。 

 保育に関しては，以前より子どもの発達や課題について分かるようになりました。

我が家の上の２人の子は小学生ですが，下の子は４歳なので職場とは別の保育園に預

けています。自分自身が保育園を利用する側でもあるので，保護者の思いを感じなが

ら保育に活かせるようにと心がけています。学ぶことも多く，やりがいのある仕事で

す。 

 思い立ってすぐに仕事に就けたのは，学生時代に取った保育士の資格のおかげです。

これも友人と共に学びました。ドキドキしながら資格試験を受けたことを今でもよく

覚えています。 

 素敵な友人達とはお互いに忙しく，今はなかなか会うことができませんが，彼女た

ちとの出会いは，生涯，私の心の糧であり，ともに過ごした４年間は，良き思い出で

す。 

 



これからも続いていく友情 
武原 愛（１９９８年卒，大学３０期） 

 私の夢は，小さい頃から小学校の先生になることでした。在学中は，あっという間

に4年間が過ぎていき，受験シーズンが来ても，本当に勉強すれば教員採用試験に受か

るのだろうかと半信半疑で，今思えば全く箸にも棒にもかからない勉強の仕方でした。 

 いざ，卒業して4月。学生でも社会人でもない自分が本当に居場所のないことに気づ

き，惨めな気持ちでいっぱいになり，さすがの私も勉強しなくてはいけないことに気

がつき，毎日図書館の自習室に通いやっと本当の受験生となりました。 

 そんな時，同じ境遇の女子大卒業のクラスメートと話しているうちに，みんな勉強

法に行き詰まっていることが分かり「毎週土曜日に女子大で一緒に勉強しよう」と約

束しました。 

 過去問を一緒にチェックしたり，分からなかった問題を教わったり，集団討論の練

習などさまざまな勉強法を取り入れ，それはそれは有意義な時間でした。 

 勉強の後は，堰を切ったように次から次へと話したいことがあふれ出し，こんなに

話したいことがあるなんてと，自分でもびっくりするくらいでした。おしゃべりをし

た後はとても満ち足りた気持ちになり，また今週も頑張ろうという前向きな気持ちに

なることができました。当時，図書館の往復だけの毎日で，人と「話す」ということ

に飢えていたのでしょう。そして，将来への不安やストレスをこの場で発散できてい

たのかもしれません。しかも，同じ目標に向かっていて気持ちを分かり合えるという

点でも，みんな頑張ってるんだなと思え，挫折しそうになった時にも励まし合うこと

ができました。 

 週1回の女子大の勉強会に通ううちに，特にその中の３人と親しくなりました。 

 つらい時期を一緒に乗り越えた仲間だからこそ，喜びもつらさも一緒に分かり合え

る最高の友達です。その後，4人とも，みごと採用試験にも合格することができました。 

それぞれ夢の仕事に就き，花の独身時代は休みごとに予定を合わせ旅行を楽しみまし

た。 

 北海道，富士山，グアム，タイ，韓国，阿蘇山，南紀白浜，屋久島。どれも，その

土地土地の素晴らしさもよい思い出ですが，旅の間に一緒に話したことも大切な思い

出として今も胸に残っています。 

 やがて，人生の伴侶を見つけて，お互いの結婚式に出席し，大切な友人のための門

出に心をこめて贈った歌は，私達の永遠の宝物です。キロロのベストフレンド，てん

とう虫になりきって踊ったてんとう虫のサンバ，アカペラに挑戦したホールニューワ

ールド，ミーシャのEVERYTHING。今でも，集まる時には楽譜を持って来てと連絡が入

り，当時を懐かしんで歌うこともあります。歌うと自然に，一緒に練習したこと，結

婚式のこと，当時の思い出があふれ出して涙が出ました。 

 今はまだ子どもが小さいので難しいけれど，少し楽になったら，家族ぐるみで旅行

にも行きたいなあと思っています。 

 女子大に通ったからこそ生まれた友情。これからも大切に，共に歩んでいきたいと

思います。 
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大学時代の思い出 

砂田美和（１９９９年卒，大学３１期） 

 私は在学中，「ネイチャーゲーム研究会」に所属していました。ネイチャーゲーム

を体験するまで，私はそれほど自然に対して興味はありませんでした。しかし，ネイ

チャーゲームを体験して，側にある草花がこれほど可憐に感じ，山の木々が本当に美

しく思えるようになりました。ここで得られた感動は一生の宝だと思っています。 

 これがきっかけで，人間発達コースの友人と一緒に「ネイチャーゲーム研究会」の

サークルに参加しました。顧問は恩師である日置光久先生です。 

 日置先生には，多くのアクティビティ（ゲーム）を私達にしていただき，一つ一つ

のアクティビティから自然に対する驚きと感動を体験させてくださいました。 

 私が特に心に残っているのは，「目かくしトレイル」といって，一本のロープをた

よりに，森の中を目かくしして歩く活動です。ドキドキして歩き，最後に目かくしを

とった時の景色が鮮明であり，美しかったことを記憶しています。 

 そして，私は友人とネイチャーゲームの初級指導員の資格をとりに行き，地域での

活動でネイチャーゲームの補助をしました。自分が味わったあの感動を他の人にも体

験してもらえるうれしさから，活動をしていました。 

 ある日，初めて地域の人にネイチャーゲームを自分でする機会がありました。その

アクティビティは「コウモリとガ」です。コウモリとガの食う食われるの関係を実際

に体験しながら学ぶ活動です。私のつたない説明から中級指導員の方に補足していた

だきながらの活動だったことを今でもよく覚えています。 

 地域での活動の他には，日置先生や親友である吉田恭子さんと一緒に行ったネイチ

ャーゲームの全国大会があります。山の中を歩いて自然を感じたり，はじめてするア

クティビティを体験できたり，大会に参加した方々が提供する活動に参加したりでき，

とても有意義な時を過ごすことができました。そこで感じた感動も今の自分の支えに

なっています。 

 ネイチャーゲームを通して，今でも大切にしていることは，レイチェル・カーソン

の言葉です。それは「センス・オブ・ワンダー」に書いてある「『知る』ことは，『感

じる』ことの半分も重要ではない」という事です。この言葉に私は心をうたれました。 

 大学時代のまとめとして，日置先生のご指導のもと，吉田恭子さんと一緒にネイチ

ャーゲームに関しての卒業論文を書くことができたことを感謝しています。 

 現在，私は島根県で教員をしています。レーチェル・カーソンのいう「神秘さや不

思議さに目を見はる感性」を忘れずにいたいと思っています。 
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仲間 

宮脇瑠美（２０００年卒，大学３２期） 

 県立広島女子大学入学式当日の朝，スーツを着た私は購入したばかりの新しいカバ

ンを持ち，急いで市内電車に乗り込みました。 

 目的地は宇品ではなく，市内中心部にある鯉城会館。大学の校舎が工事中だったた

め，私たちの広島女子大学の学生としての第一日目はここからスタートしました。 

 入学したてのオリエンテーション。それまでずっと共学で過ごしてきた私にとって，

周りがすべて女子という環境は少し違和感があったように思います。しかも，みんな

とても静かで，おしとやかな雰囲気を醸し出していたので，自分が本当に馴染めるの

か不安な気持ちもありました。 

 しかし，そこは同じ志をもった仲間。少し話してみるとすぐに打ち解け，お互いの

地元や趣味の話で盛り上がり，日に日に友情を深めていくことができました。そんな

友達との思い出は尽きません。 

 夏には車二台で友達の祖母宅のある島根の海へ行き，昼は海水浴やスイカ割り，夜

はバーベキューを楽しみました。 

 夜のバーベキューでは，暗くて肉の焼け具合がよくわかりませんでしたが，昼間海

での大騒ぎでみんなお腹ペコペコです。少々生焼けでも，あまり気にせずばくばく食

べていました。最初のオリエンテーションで感じた「おしとやかさ」はやはり気のせ

いだったようです。 

 生焼けのお肉でお腹も落ち着くと，夜の砂浜に繰り出し，キャンプファイヤーの温

かい光をみんなで囲み，涼しい風にふかれながらバイトの事や将来の事，いろいろな

話を夜遅くまでしました。 

 一人暮らしの友達も何人かいたので，冬にはよく集まって「鍋パーティー」をしま

した。食べた後，そのまま泊まらせてもらう事もしばしばあり，時には１０人近くが

一部屋で眠ったこともありました。 

 ４年生から本格的に始まったゼミで私は図画工作教育を選択しましたが，そこで一

緒に学んだ仲間達との思い出も強く心に残っています。 

 卒業論文や作品の制作で日々追われる中，それぞれの誕生日にはケーキを用意しお

祝いをしたり，ゼミの先生のお宅に招いて頂き，海辺でバーベキューをしたりしまし

た。 

 油絵，彫刻，パネルシアターとそれぞれ異なる研究でしたが，いつも遅くまで学校

の図工室に残り，お互い切磋琢磨した時間は今でも忘れません。 

 貴重な４年間を共に過ごした私達が広島女子大学を巣立って１０年近くがたった今，

仕事で活躍している人，結婚した人，母となった人，皆それぞれの道に進んで頑張っ

ています。広島県外に住んでいてなかなか会うことのできない友達も数人いますが，

電話やメールなど，今でも連絡を取り合いお互いの近況報告など交流は続いています。 

 広島女子大学で得たこのかけがえのない友情を大切に，キラキラ輝く思い出を胸に，

大学で学んだ事を生かしながら私も前に進んでいきたいと思います。 
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発達コースの思い出 
塚本千寿（２００１年卒，大学３３期） 

 1997年度に入学した私たちは，立て替えられたばかりのきれいな校舎で大学生活を

迎えました。鼓のような円形の図書館，校内の随所に置いてあったオブジェなど，入

学した頃はすべてが新鮮にうつりました。 

 人間発達コースは2年次からのスタートで，私たちのクラスは29名。1学級分にあた

る人数で，すぐにクラスみんなの名前が覚えられる規模で一緒に勉強できるというと

ても恵まれた環境でした。 

 発達コースの思い出といえば，やはりオリゼミ。先生方や発達コースの先輩方との

交流が持てる貴重なイベントでした。 

 2年次に参加したときは飯ごう炊さんをしてキャンプファイヤーを囲んで先生の話

を聞いたことが印象に残っています。ただ，どんな話をしたのかは忘れてしまいまし

た。3年次では主催側となって発達コースにやってきた2年生を盛り上げたはずなので

すが，運営方面は積極的で頼りになる同期に任せてしまって，2年生と一緒にゲームを

楽しんで遊んでいただけでした。 

 2年次からはカリキュラムも専門的になり，課題がきついときもありましたがとても

楽しかったです。教職課程の授業では小学校の各教科についての授業がバラエティに

富んでいて，本当に充実していました。心理学の授業もより詳しい内容に入り，勉強

のしがいがありました。 

 そして気がつけば4年次になり，卒論のためのゼミも始まりました。先生の部屋を大

きな顔をして行き来できるのは，4年生ならではの特権だと少し嬉しかったです。教職

課程をとっている人には1ヶ月間の教育実習もありました。実習期間はとてもハードで

したが，子どもたちと過ごしたわずかながらの時間はかけがえのないものでした。 

 発達コースの先生方には，少人数ならではのきめ細かいご指導をいただき，純粋培

養で大切にかわいがられていたと思います。あのときの先生の言葉はこういう意味だ

ったのか，とか，当時言われた言葉をいま振り返ると，また違う発見があったり…。

その頃の自分は何も知らず，さぞ迷惑をかけてしまっていただろう，と時間を経てか

らようやく思い立つことも多々あります。 

 このたびの記念誌発行についての連絡を機に，久しぶりに同期の近況を知ることが

できました。ちょうど10年前，発達コースで出会った仲間たちは，小学校教諭になっ

た人，保育士になった人，会社員になった人，結婚して出産・育児で専業主婦になっ

た人…とそれぞれのライフステージを歩んでいます。 

 私自身も結婚し，現在2児の母となり，夫の協力を得て仕事を続けています。子ども

については児童心理学や教育学といった面では大学のときに学んだはずなのに，実際

の自分の子育てとなると試行錯誤の連続です。それでも，大学時代に培われてきた教

養は，ひっそりと根付いていることにふと気付かされます。 

 女子大もいまは共学となり，学園祭の写真に男子学生がいることに驚き，少し違和

感も感じてしまいますが，私にとっての発達コースは女子だけのアットホームな思い

出のままです。 
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大学時代，そしてそれから 

鍵山 彩（２００２年卒，大学３４期） 

 ピンク色の校舎，丸い図書館。県立大学の前身である広島女子大学を思い出すとき，

まず一番に目に浮かぶ光景です。 

 在学中は，こじんまりとしていますが，機能的で清潔感あふれるあの学び舎で，様々

な先生や友達と出会い，いろいろなことを学び経験することができました。 

 私の所属していた生活科学部人間福祉学科は，一学年７０名程度だったでしょうか。

二年生になると自分の進みたい道を選び，主に福祉を学ぶコースと教育を学ぶコース

に分かれ，さらに専門的なことを学んでいきました。そのため，大抵の授業は少人数

でアットホームな雰囲気で行われていたので，リラックスした気持ちで学ぶことがで

きていたように思います。 

 そんな中で，同じ道を志す友達との語り合い，また諸先生方の専門分野について，

きめ細かいご指導をいただくことができました。 

 そのころのことを思い出してみると，やはり教師となってすぐに役に立ちそうな実

践のやり方や指導方法などについての興味が，その根幹をなしている教育哲学などに

対するそれより強かったような気がしています。 

 しかし，教育現場で働くようになった今，日々の実践の忙しさに目を奪われてしま

いがちな中，それらを陰で支えているような，哲学という学問は実は直接的な関係は

見えにくいけれど，とても大切なものであることを実感しています。 

 ですので，あの頃もう少し真剣に勉強しておけば・・・などと思ったこともありま

したが，大学時代という時間的余裕があるときに，そういった学問に触れられたこと

は幸せだったのだと感じています。 

 もうひとつ大学に入って初めて学んだ学問が，心理学です。特に児童心理学や発達

心理学について学んだことで，自分が子供時代に抱いていた思いや疑問について，自

己分析することができるようになり，自分理解が深まったことを覚えています。その

ことが，後に教師となったときに子どもたちを，子どもの目線で理解しようとする手

がかりになっているような気がします。目の前の子どもたちを理解していくとは，本

当に難しいことだと日々感じつつ，その子を取り巻く背景や友達関係などの広い視野

にまで目を向けていくよう心がけたいと思っています。 

 大学を卒業して８年近くがたった今でも，同じ道に進んだ友達や先輩方とは，折に

触れて会う機会があり，近況やそれぞれの勤務校の様子などを話したりしています。

また，他の道に進んでいった友達とも，時々連絡を取りながら，楽しいお付き合いを

しています。結婚した人，子どもができた人，皆それぞれの道を歩んでいますが，多

感な大学時代を共にした仲間として，これからもよき友でありたいと思っています。 
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広島女子大学と私 

髙見文子（２００３年卒，大学３５期） 

 広島女子大学を卒業して，早いものでもう８年目になります。 

 私は生まれも育ちも地元広島。にもかかわらず，高校の担任に勧められるまで広島

女子大学を意識してはいませんでした。実は私の母親も叔母も女子大出身，しかも短

い間ですが母は助手として勤めた経験まであったのです。受験を前に初めて見学した

キャンパスは大理石のエントランスが印象的で，ほの暗く優美な雰囲気にまるでホテ

ルみたいと驚いたのを覚えています。私にとってこのホールは大学を象徴する場所と

なり，入学後もここを１人で通る時は少し背筋を伸ばすような気持ちになったもので

す。 

 大学は，初めての電車通学，耳慣れない方言を話す友人，個性的な先生方，さまざ

まな刺激にあふれていました。講義は時に難解で，でも何となく面白い話だという気

配はあって，じっくり聴いてぐったり疲れる１時間半。考えるにはこれほどエネルギ

ーがいるのだという体験が新鮮でした。サークルは，ネイチャーゲーム研究会に所属

しました。自然界の法則や動物の行動特性を基に考案されたゲームを，自分達で体験

したり公民館で紹介したりしました。部室は，講義の空きコマを過ごす心地よい空間

で，学年を超えた交流ができました。人間発達コースを選択し，心理学を専攻すると

同時に小学校教諭免許取得も目指しました。苦手だった図工や体育教育も教える立場

からみると論理的で面白く，人に教える，伝えることに興味をもちました。卒論は希

望通り猪木先生に指導していただきました。１４年度卒業の猪木研は，カラーの違う

４人組。お喋りの合間に心理学実験の相談をしたり，お互いが練習台になったり，プ

リンターが壊れたと猪木先生の元に走ったり。いつも研究室には誰か居て笑い声がし

てお茶が沸いていました。４年次の春，せっかく一次合格した企業の面接を断った私

を含む猪木研全員でオリゼミに参加したのも楽しい思い出です。猪木先生の元では有

志の心理勉強会が始まり，考えた末に広島女子大学大学院に進学を決め，秋には出身

小学校で教育実習に熱中，その合間に後輩を集めての実験と卒論作成，卒業直前の就

職決定。あっという間の学生生活でした。 

 広島市こども療育センターに就職後，仕事と両立しながら大学院に復学。その期間

も含めると，宇品のキャンパスには６年間通ったことになります。その間，県立大学

統廃合の話が出て，実際に学部がなくなり多くの先生方が宇品を去られました。大学

の建物は今も変わりませんが，「私も広女出身です」と言ってくれる後輩がもう現わ

れないのだと考えると少し寂しくなります。高校の担任に受験を勧められたこと，見

学したキャンパスを気に入り，興味を惹かれる学問を見つけたこと。指導教官に恵ま

れ，ずっと続く友人達に出会えたこと。すべてが偶然のようで，必然でもある出来事

だった気がします。広島女子大学が与えてくれたすべてに感謝しています。ありがと

うございました。 
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仲間との４年間 

神垣 愛（２００４年卒，大学３６期） 

 女子大を卒業して６年。今でも，年に２回懐かしい顔が集まります。そして，近況

報告や，当時の懐かしい話で盛り上がります。 

 

 恥ずかしい話ですが，学生時代の私は，決して真面目な学生ではありませんでした。

授業に出ないこともしばしば，提出物はぎりぎり，勉強よりも，遊びやサークル活動，

アルバイトに夢中になる毎日を送っていました。特に１年のころは，熱心に勉強して

いる同級生に，少し距離をおくような気持ちもあったように思います。 

 そんな私は，２年になり，発達コースにすすみました。発達コースの同級生たち，

特にその中でも小学校の教員免許取得を目指すメンバーは，何事も楽しみ，一生懸命

取り組むような，そんな人たちの集まりでした。軽い気持ちで教員免許取得を目指し

ていた私は，最初のころ，そんな空気になかなかなじむことができませんでした。 

 発達コースは，長期休業中の集中講義，実技や演習の授業がとても多くありました。

集中講義で，初めてグループで指導案や教材をつくり，模擬授業をしたり，音楽科の

演習グループで，三部合唱を提案し，発表にむけ，時間外にも練習したり…。きっか

けは，授業の中でどうしても一緒に活動しないといけない状況があったからだと思い

ます。でも，確実にその過程を通じて，距離をおいていたはずの同級生との距離は縮

まっていきました。そして，どこか冷めたところのあった私も，授業の中で，夢中に

なったり，議論したりすることが増えていました。 

 ３年の後期になり，研究室に入ってからは，さらに仲間との結びつきが強くなって

いきました。勉強とは関係のないところでも，「コースで花見をしよう！」「みんな

で鍋をしよう！」と企画をしては，先生方も巻き込み，盛り上がりました。それぞれ

に，考えや目指す道も違っていましたが，集まると，真剣に議論したり，くだらない

話で笑ったり，とにかく何をするにも全力！のメンバーでした。思えば，元々小学校

の教員を目指すような人たちです。盛り上がらないはずはありません。入学前に思い

描いていた大学のイメージとは違い，そのノリは高校生や中学生のようでしたが，こ

の仲間たちのおかげで，私の大学生活は変わり，思い出深いものになりました。 

 

 そして今，私は小学校の教員をしています。今の私があるのは，この仲間たちがい

るからです。４年の冬，内定が決まっていた会社を断り，臨時でも教員をするという

道を選んだ私を励まし，力強く背中を押してくれました。そして，今でも顔を合わせ

ると，「あの時の選択は正しかったよ！」と力強い言葉をかけてくれます。 

 

 今思うと，入学当時想像していた以上に，素敵な仲間，先生たちとの出会い，そし

てたくさんの思い出をくれた，発達コースでの４（３）年間でした。ああ，また近い

うちに，仲間たちと集まり，大学時代の話に花を咲かせたいなあ。 
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大学生活。 

山下奈緒（２００５年卒，大学３７期） 

 発達コース2005年卒業の三笠です。大学での思い出といえば，一つ目に小学校教諭

の免許をとるための授業です。まさか，大学でピアノをひいたり，植物を育てたり，

絵本を書いたり，そんなことは思ってもみませんでした。先生になる気はなかった私

ですが，免許取得可能なコースにきたのだから，せっかくなのでとってしまおうと思

い，決断したのです。しかし，必要授業数を見てみれば，かなりの数。２年生の時に

はすでに卒業に必要な単位は持っていた記憶があります。バイトに遊びに忙しい時期

ですので，結構大変でしたが理科，音楽，図工，体育，小学校の時を思い出しつつ，

毎日楽しみながら授業を受けていました。中でも教育実習はとても良い経験でした。

もちろん初めての先生ですし，わからないことだらけで，とても苦労しましたが，児

童はもちろんかわいいし，久しぶりの母校は懐かしいし，実家生活も悪くなかったで

す。この時は本気で教師の道も考えました。結局卒業後，私は会社員となりましたが，

結構な数の同級生が小学校教諭になっているようです。今の時代，大変な苦労はある

でしょうけど，みんな児童の成長がやりがいのようです。 

 二つ目に，ゼミです。自分の研究したいことができるゼミを選び，先生，ゼミ生と

一緒に研究する日々は何ごとにも変えられないものがありました。毎週ゼミの時間は

待ち遠しく，今日は何を吸収できるだろうとワクワクしておりました。今それが何に

役立っているかと言われると，うまく答えられませんが，自分の興味のあることをと

ことん突き詰めて，結果が出たときの達成感は，社会人になった今でもそうそう感じ

られるものではありません。その意味ではとても重要な時間だったと思います。ちな

みに私の研究は，恋愛についての研究でした。こんな研究ができるとは思っていなか

ったので，それを許してくれた先生に感謝してます。 

 心理学を極める道は狭き門です。それだけで食べていくにはかなりの努力が必要だ

ということは大学時代に気づきました。その時は，心理学者やカウンセラーになりも

しないのに，心理学を学ぶ意味はあるのか？と考えたこともありました。しかし今営

業をしている私は，大学時代の心理学の勉強(といってもカジッた程度です)はあらゆ

る場面で役に立っております。接客にしても，上司部下とのコミニュケーションをと

る際にしても，ふと授業を思い出すことはしばしばです。それは私だけでなく，社会

人なら皆絶対無駄にはならない知識でしょう。家族に対しても，ママ友に対しても，

子育ての時も，介護の時も。人間として大事なことを学んだ４年間だったと強く感じ

ます。これから大学生になる方にも，大学で学ぶことの重要性をしっかり感じながら，

無駄のない日々を過ごして頂きたい，心からそう思います。また，自分の子どもが大

学進学で悩んだ時は，そっと背中をおしてあげたいですね。 

 この原稿を書くにあたり，久しぶりに大学時代を真剣に振り返りました。思い出せ

は思い出すほど，県立広島女子大学，発達コース，最高だったと思います。 
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一生もの 

宮本亜由美（２００６年卒，大学３８期） 

 大学進学のため広島に来て早８年。光陰矢の如し，とはよく言ったもので，本当に

あっという間の歳月でした。 

 その半分を占めた大学時代。本当に多くのことを経験し，大切なものをたくさん得

ることが出来ました。そんな私の学生生活は「友達」なくして語ることはできません。

何故なら友達に支えられ，彩られた日々だったからです。 

 出席番号の近い人から友達になった入学直後。様々な出身地の友人（北は茨城県，

南は沖縄県！！）が出来ました。方言や習慣の違い，自分の知らない土地について知

ることはとても興味深く，面白いものでした。 

 ドキドキしながら参加した「オリゼミ」では，３年生の先輩がとても大人に見えた

のを覚えています。また，クラスメイトや先生方の新たな一面，意外な一面を見れた

ことで，その後の大学生活がより充実したものとなりました。 

 一人暮らし同士で夜な夜な開かれた持ち寄り食事会。慣れない一人暮らしの中の楽

しみでした。家事やアルバイトを通して，両親への感謝の気持ちを深めました。初め

ての一人暮らし，アルバイトで苦労したこともありましたが，全てよい社会勉強にな

ったと思います。 

 サークルでは他学部，他大学，幅広い年齢層の友達が出来ました。自分とはまった

く違う分野で学ぶサークル仲間。サークル後の食事時間や飲み会，合宿etc.で数えき

れない刺激を受け，たくさんの思い出を作ることが出来ました。 

 忙しいながらも充実した日々でした。楽しいことを探しては全力で遊んだ日々でし

た。自分の夢に向かって全力で進んだ日々でした。 

 テスト前に皆で徹夜して勉強したこと。失恋して一緒に涙したこと。カラオケでオ

ールしたこと。自分の将来について真剣に語り合ったこと。仲良しメンバーで集まっ

て誕生日会や季節ごとのイベントをしたこと。卒業論文や就職活動，実習を励まし合

って乗り越えたこと・・・。皆で過ごした時間は悲喜交々ながら，どれも貴重で大切

な財産です。 

 社会人４年目を迎える今，時に躓き，時に挫けそうになりながらも皆それぞれのフ

ィールドで頑張っています。休みが合うと集まって開かれる近況報告会。歳を重ねた

分，話題の内容は学生時代と大きく異なりますが，顔を合わせると一気に学生時代に

戻ることが出来ます。気心知れた者同士だけが紡ぎだせる安らぎ，安心感。親しい者

同士だからこそできる叱咤激励。馬鹿な話から真面目な話まで，悲しい話から嬉しい

話まで，全てを共有出来る「友達」。学生時代は終わってしまいましたが，皆との関

係はこれからもずっと続いていくと思っています。大学時代に学んだたくさんのこと，

身に付けた知識や技術を武器に，これからも自分の目標に向かって突き進んでいきま

す。そのためにも必要不可欠な支え，「一生ものの縁」を築かせてくれた広島女子大

学に感謝！！ 
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県立広島女子大学での学生生活を振り返って 

片山裕香子（２００７年卒，大学３９期） 

 私が在学していた当時は，三大学統合に向けての共学化が始まった頃で，私達より

二つ下の学年から男子学生が入り始め，少しずつ学内の雰囲気も変わってきていたよ

うに思います。統合によって「広島女子大学」と，私達が在籍していた「人間発達コ

ース」がなくなるという話が確定し，「私達の「女子大の同じコースの後輩」って，

もういなくなっちゃうんだね。ちょっと寂しいかもね。」などと，友達と笑い合った

ことを，おぼろげながら覚えています。 

 

 他大学に比べれば，在学生が少なく敷地も狭い小さな大学でしたが，そのためか同

じコースを選択した人は全員が親密ではなくとも顔見知りで，アットホームな授業が

多かった印象があります。私は教職課程も取っていたので，福祉方面と人間発達方面

でコースが分かれる２年以降は，授業での教室の顔ぶれがほとんど変わらないことも

多かったです。せっかくそんな環境だったのだから，機会を活かしてもっとクラスの

他の人と話してみればよかったな，と少しもったいないことをした気もしています。 

 しかし，プライベートではたくさんの人と仲良くしていたわけではなくとも，比較

的少人数での授業が多かったので，講義の中ではいろいろな人の個々の発言や意見，

考えが伝わりやすく，テキストや教授の講義内容とはまた別の角度で勉強になること

が多々あり，有意義な時間を過ごせたと思います。特に，人間発達コースは心理学や

教育学が専攻だったので，同じ受講者の様々な意見を聞くことで新しい見方や考え方

を発見することができました。 

 「こうしておけば良かった」「あの頃のうちにやっておけば良かった」と思うこと

はたくさんありますが，大学時代は私にとって一生のうちに二度とない特別な４年間

でした。 

 三大学統合が実現した現在の県立大学が，私達がいた頃の広島女子大学とどのよう

に変わったのか，卒業した今ではわかりませんが，在学生やこれから入ってくる学生

達が，私達と同じく，むしろ更に特別な無二の時間を経験できる場であれば良いと思

います。 

 大学時代よく一緒に行動した同期生の友人達とは，社会人になった今も時々連絡を

取って会っています。私は一度転職し，卒業と同時に就職したところとは別の会社で

働いています。友人達は，一般企業に就職した人もいれば，大学で取った教員免許を

活かせる仕事に就いている人もいます。私が直接連絡を取っているわけではありませ

んが，同期生の中にはご結婚された方もいらっしゃると聞きました。 

 卒業から早三年が過ぎましたが，あの頃大学生活を共に過ごした全ての方へ，改め

て感謝の意を表すとともに，今後のご健勝をお祈り申し上げます。 
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４年間の大学生活を振り返って 

板倉陽子（２００８年卒，大学４０期） 

 私がなぜ県立広島女子大学を選んだかというと，島根県出身の私はとりあえず県外

に出たいという思いがあったのですが，それよりも，大正時代からなる女子大の歴史，

そして心理や教育を幅広く学べる特徴に惹かれたからです。無事に合格し，待ちに待

った入学式で，来年から女子大は県立広島大学となるということをうかつにも初めて

知り，「大学なくなるの？どうなるのだろう…」と少し不安になりましたが，この大

学はこれからもっと発展していくのだな，と大学生活を過ごしていくうちに思うよう

になり，今では女子大最後の卒業生ということをとても誇りに思っています。 

 人間福祉学科人間発達コースで心理や教育について学び，高校までとは違う専門的

な授業がとても興味深く，自分が学びたいことを学ぶということはこんなに楽しいの

かと思いました。大学は担任制度ではないけれど，チューターの先生をはじめ学科の

先生全員が親身になってくださり，大学生活を不安なく過ごすことができました。 

 私が大学生活で心に残っていることの一つは，母校の小学校で行った教育実習です。

小学校の教員免許をとる課程に進み，大学の授業でも実際に授業を考えて発表をし，

指導案をつくる練習はしていたのですが，実際の教育現場は予想以上に大変でした。

授業では私の問いかけに子ども達が予想していなかった発言をしたり，授業以外にも

プリントをつくったり委員会に参加するなど，教師の仕事の多さに圧倒された1ヵ月で

した。しかしそれ以上に，子どもたちが自分の授業を真剣に聞いてくれて「先生分か

った！」と言ってくれたときの嬉しさや，楽しそうに一緒に遊ぶこどもたちから笑顔

のパワーをもらうことができ，やりがいのある仕事なのだなと感じました。普通に大

学生活を送っているだけでは出来ない貴重な体験をさせていただき，一生の思い出と

して心に残っています。 

 大学4年生から本格的に始まったゼミの活動も強く心に残っています。私は声楽を専

門にされている先生のゼミに入り勉強をさせていただきました。オペラ鑑賞や，卒業

発表会を目標に声楽を基礎から学び，口の開け方から声を出す時の体の使いかたなど

も教わりました。また，ただ歌うだけではなく歌詞の意味を理解し考えて表現するこ

との大切さも知りました。すべて初めて学ぶことだったので，本番までの練習は大変

でしたが，とても楽しく充実したゼミの時間だったと思います。本番は緊張しました

が，先生や友達に励ましていただき，リラックスすることができたので無事に発表を

終えることができました。本当にいい経験をさせていただきました。 

 私は今小学校教育に関わる仕事にはついていませんが，大学での経験は今の私の糧

となっています。もちろん教師として実際に教育現場で働いている仲間がたくさんい

ることをとても誇りに思っており，人間発達コース同期のみんながそれぞれの場所で

自分のやりたいことを見つけ，頑張っている姿を思うと，自分も頑張ろうという気持

ちになります。4年間同じ教室で過ごした仲間とのつながりはこれからも絶やしたくな

いなと思います。 

 「県立広島女子大学に入学し本当に良かった」これが今の私の気持ちです。 
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第３編 

 

資料 
 



１ 変遷 

 

1950 年～1966 年 広島女子短期大学家政科児童学専攻 

1965 年～1972 年 広島女子大学家政学部家政学科児童学コース 

1969 年～1998 年 広島女子大学家政学部児童学科 

1995 年～1999 年 広島女子大学生活科学部人間福祉学科人間発達コース 

2000 年～2008 年 県立広島女子大学生活科学部人間福祉学科人間発達コース 

 

２ 年表 

 

1950年４月１日 広島女子短期大学開学。家政科児童学専攻を新設（定員40名）。

家庭科の中学二級普通免許状・高校仮免許状 

1951年３月30日 家政科児童学専攻に保母養成施設指定を受ける。 

1952年３月 最 初 の 卒 業 生 を 送 る （ 広 島 女 子 短 期 大 学 第 ２ 期 生 ） 。

 教職関係就職 高等学校２名，中学校２名，小学校５名，保育所

１名。児童学雑誌刊行（卒業論文） 

1958年３月31日 県の保母資格試験受験制度への変更により保母養成課程廃止。保母

資格試験科目の一部免除許可 

1965年４月１日 広島女子大学開学。新入生248名（県外53名）平均競争率7.5倍。

家政学部家政学科児童学コース（定員35名）。中学校教諭一級普

通免許状・高等学校教諭二級普通免許状（家庭） 

1965年 児童研究班発足 研究グループ，文化グループ（影絵・児童劇・人

形芝居） 

1966年３月 ４年制大学昇格による卒業論文の形式変更に伴い児童学雑誌廃刊 

 児童劇グループが中国新聞主催の「新入生おめでとうのかい」に出

演（於：見真講堂） 

1966年４月 談話会（専門書・論文の紹介）開始。月１～２回 

1966年５月５日 児童研究班が大学講堂で子供会を開催 

1967年４月 各研究室でのミーティング（勉強会）開始 

1969年３月 広島女子大学最初の卒業生を送る（広島女子大学第１期生）。 

1969年４月 児童学コースが児童学科となる（定員40名） 

1976年４月 中学校教諭一級普通免許状・高等学校教諭二級普通免許状（家庭）

廃止。幼稚園教諭・小学校教諭一級免許課程設置 

1977年11月 児童学会発足。幼児教育分科会，文学教育分科会，性教育分科会，

美術教育分科会，生活指導分科会 

1978年４月 児童学会が一年生を迎える会開催 

1978年８月17日 児童学会が第１回夏季学内教育ゼミナール大会開催。主題－真の学

舎を求めて－。記念講演 今堀誠二学長 

1978年８月18日 児童学会研究発表会 

1992年８月22日・23日 公開講座（於：山県郡千代田町） 

89
　



1993年４月１日 宇品校舎建て替え工事のため東千田町の広島大学旧理学部校舎へ一

部仮移転 

1995年３月31日 東千田町校舎仮移転分が宇品新校舎へ復帰 

1995年４月１日 広島女子大学改組。家政学部児童学科は文学部社会福祉学科と合併

され生活科学部人間福祉学科人間発達コースとなる。小学校教諭一

種普通免許状 

2000年４月１日 広島女子大学大学院開設。生活科学研究科人間福祉専攻。小学校教

諭専修普通免許状 

2005年４月１日 県立広島大学開学。県立広島女子大学，広島県立大学，広島県立保

健福祉大学が合併される。人間発達コースは廃止 

2008年３月31日 県立広島女子大学生活科学部人間福祉学科人間発達コースの最後の

学年の学生（広島女子大学第４０期生）が卒業し，人間発達コース

は廃止される。 
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３ 教員の一覧 

 

 在籍した教員の一覧（着任順）です。在籍期間が短かったなどのため，記録が確認

できなかった方については掲載できませんでした。 

 

氏名 着任年月 離任年月 分野 

鹿股寿美江 1947 年 1 月 1965 年 3 月 家政学 

小林利宣 1948 年 3 月 1960 年 3 月 心理学 

岡部 茂 1949 年 3 月 1977 年 3 月 教育学 

山内美子 1949 年 7 月 1979年12月 児童文化学 

福島 勝 1950 年 2 月 1970 年 3 月 教育学 

湯浅 傳 1950 年 3 月 1974 年 4 月 保健学 

浅藤きく 1950 年 3 月 1975 年 4 月 体育 

川中 勝 1951 年 4 月 1978 年 3 月 心理学 

祐宗省三 1960 年 4 月 1967 年 3 月 心理学 

稲田準子 1966 年 4 月 1991 年 3 月 家族関係学 

濱名外喜男 1967 年 4 月 1980 年 3 月 心理学 

丸尾 譲 1970 年 4 月 1988 年 9 月 教育学 

加藤美紀 1971 年 4 月 2001 年 3 月   

木本尚美 1974 年 4 月 在職中   

井上 勝 1974 年 6 月 1977 年 3 月 保健学 

信本昭彦 1975 年 4 月 1987 年 3 月 体育 

三原捷宏 1976 年 4 月 1994 年 3 月 美術 

石井信生 1976 年 4 月 2003 年 3 月 音楽 

石川正和 1977 年 4 月 1989 年 7 月 教育学 

平位 剛 1977 年 6 月 1980 年 5 月 保健学 

松田文子 1978 年 4 月 1984 年 3 月 心理学 

野上智行 1980 年 4 月 1988 年 9 月 児童文化学 

猪木省三 1980 年 4 月 在職中 心理学 

島末 明 1980 年 12 月 1983 年 9 月 保健学 

長谷川仁志 1983 年 10 月 1999 年 3 月 保健学 

中谷 隆 1984 年 4 月 在職中 心理学 

中瀬古哲 1987 年 4 月 在職中 体育 

日置光久 1988 年 10 月 1999 年 3 月 児童文化学 

庄井良信 1988 年 10 月 2002 年 3 月 教育学 

山﨑英則 1990 年 4 月 2004 年 3 月 教育学 

鈴木康之 1991 年 4 月 1997 年 3 月 心理学 

安森征治 1994 年 4 月 2007 年 3 月 美術 

吉富啓一郎 1995 年 4 月 2004 年 3 月 生涯学習論 

勝見吉彰 1997 年 4 月 在職中 心理学 

藤本眞一 1999 年 4 月 2003 年 3 月 保健学 

藤井浩樹 1999 年 10 月 2010 年 3 月 発達文化論 

細羽竜也 2001 年 4 月 在職中   
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氏名 着任年月 離任年月 分野 

若林文子 2003 年 4 月 2006 年 3 月 体育 

小玉好行 2003 年 4 月 在職中 音楽 

中原正博 2004 年 4 月 2005 年 3 月 教育学 

村山満明 2004 年 4 月 2006 年 3 月 心理学 

有馬健雄 2005 年 4 月 2008 年 3 月 教育学 

 

４ 卒業生数 

 

 卒業生数の一覧です。 

 

広島女子短期大学家政科児童学専攻の卒業生数 

（短大２期～１６期）総数６６１名 

年度 1951 1952 1953 1954 1955 1956 1957 1958 

人数 ３６ ３９ ４２ ４７ ４１ ４４ ４２ ４５ 

年度 1959 1960 1961 1962 1963 1964 1965  

人数 ４４ ４５ ４９ ４７ ４６ ４８ ４６  

 

広島女子大学家政学部家政学科児童学コースの卒業生数 

（大学１期～４期）総数１４４名 

年度 1968 1969 1970 1971     

人数 ３８ ３５ ３５ ３６     

 

広島女子大学家政学部児童学科の卒業生数 

（大学５期～３０期）総数１０６０名 

年度 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 

人数 ３８ ３７ ３８ ３９ ４０ ４０ ４０ ４０ 

年度 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 

人数 ３９ ４０ ４０ ４０ ３９ ４１ ４０ ３９ 

年度 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 

人数 ３９ ４０ ３９ ４３ ４１ ４３ ５２ ４３ 

年度 1996 1997       

人数 ４５ ４５       

 

広島女子大学生活科学部人間福祉学科人間発達コース卒業生数 

（大学３１期～４０期）総数２９０名 

年度 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 

人数 ２９ ２３ ２９ ２６ ２４ ２８ ３９ ２７ 

年度 2006 2007       

人数 ３１ ３４       
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５ 最近の関係資料 

 

 「広島女子大学創立六十周年記念誌」（１９８１年８月刊行）以降の関係資料を掲

載しました。 

 

(1) 児童学科の紹介 
 

 １９９０年代初めに，児童学科を紹介するホームページを開設した際の学科紹介の

文章です。 

 

児童学科はどんなことを研究する学科なのか？ 

 すべての子どもたちの豊かな人間的発達を保障することのできる子育て文化・学校

文化・地域文化はどうあるべきかという課題について，児童教育学，児童心理学，児

童保健・体育学，児童文化学の観点からアプローチしています。 

 

児童学科ではどういった専門的力量を培うことをめざしているのか？ 

 子どもたちの発達を科学的に把握することができ，家庭，学校，地域のそれぞれの

ステージにおいて，子どもの人間的発達を保障する文化を創造をすることのできる力

量を身につけることをめざしています。その専門的力量の証として卒業時に，幼稚

園・小学校の教員免許の両方を取得することができます。 

 また，学科での教育内容は保母資格の取得ともかかわる部分が多く，多くの学生が

自主的に在学中に保母資格も取得しています。 

 

児童学科ではクラスの自治的・文化的活動を重視しています 

 チューター会（４月），オリエンテーション・セミナー（５月），教育実習報告会

（12 月～２月），卒業論文発表会（２月），４年生を送る会（２月）等，１年から

４年までのたての連帯を深めることのできる，学生のための，学生による，学生の活

動を重視しています。 

 ３年生の後半には，卒業研究のための研究室がきまりますが，各研究室４～６人の

ゼミになるので，充実した学習・研究が可能となります。ここでも，研究室の運営や

学習・研究のスタイルあるいは研究室独自の遊び文化に至るまで学生の自主性が尊重

されています。 

 生活上の細かなきまり（制服等）は，ありませんが，大学の秩序は非常に保たれて

います。 

 

児童学科は地域に開かれた学科です 

 実践知を重視する児童学科では，３年・４年時の学外教育実習をはじめ，地域と密

接に関わりながら研究・教育をすすめています。例えば，２年間にわたって広島県教

育委員会と共催で行った「ウイメンズカレッジ」に多くの教員が協力しました。 

 また，千代田町において「未来をひらく子ども文化の創造」というテーマのもと子
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どもも大人も参加できるユニークな出張公開講座を開催しました。 

 

(2) 人間発達コースの発足 
 

 １９９５年４月に，人間福祉学科人間発達コースに改組されたことに関してホーム

ページに掲載された文章です。 

 

児童学科から人間福祉学科人間発達コースへ（１９９５年４月１日） 

 人間福祉学科は，家政学部児童学科と文学部社会福祉学科とを発展的に統合，改組

した学科です。 

 人間福祉学科は，より総合的な観点から，人間の発達とは何かということを究明す

るとともに，人間的発達を保障するためのシステムと具体的方法についての教育・研

究をめざしています。 

 学生は２年次から，希望に基づいて，児童学科を母体とする人間発達コースか社会

福祉学科を母体とする社会福祉コースのいずれかに所属します。 

 大学で培われた能力を社会で発揮するために，人間発達コースでは小学校教諭１種

免許状，社会教育主事任用資格，認定心理士資格などを，社会福祉コースでは中学校

教諭１種免許状（社会），高等学校教諭１種免許状（公民），社会福祉士受験資格，

精神保健福祉士受験資格などを取得することができます。 

 １９９５年４月の改組前後の広島女子大学の学科組織は以下の通りです。 

改組前 改組後 

学部 学科 学部 学科 コース 

日本文化ｺｰｽ 

ｱｼﾞｱ文化ｺｰｽ 国文学科 国際文化学部 国際文化学科 

英米文化ｺｰｽ 
文学部 

社会福祉学科 社会福祉ｺｰｽ 

児童学科 
人間福祉学科 

人間発達ｺｰｽ 

被服学科 

生活科学科 
生活環境学科  

家政学部 

食物栄養学科 

生活科学科 

生活科学部 

健康科学科  

 

(3) 人間発達コースの紹介 
 

 １９９５年に，人間発達コースを紹介するホームページを開設した際のコース紹介

の文章です。 

 

人間発達コースとは何か 

 物質的豊かさを至上とする風潮が生まれ，登校拒否やいじめなどにみられる心の荒

廃が問題となってきている中で，日常的に発生する人間の心身や家族を巡る様々な問

題に対して，専門的な対応が求められています。 
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 これまで家政学部に所属していた児童学科における人間の発達の研究と教育は，子

どもを中心としたものでした。人間の生涯発達を援助するという人間福祉学科の理念

を実現するために，人間の発達を総合的に教育・研究する人間発達コースとしました。 

 人間発達コースでは，人間のライフサイクル全体を視野に入れつつ，乳幼児から成

人・高齢者に至る人間の発達過程と各発達段階における心身の特性と発達を促す方策

について教育学，心理学，保健学等を中心に総合的に教育・研究することにより，人

間の能力の発達を援助し，発達過程と各発達段階において生じる諸問題を解決するた

めの幅広い知識と実践力を備えた人材を養成します。 

 

人間発達コースのカリキュラムの構成と特徴 

 人間発達コースでは，専門教育科目として，主として，以下の人間発達系科目を履

修します。 

 人間発達基礎論では，教育学と心理学の基礎理論とともに，人間の生涯にわたる発

達段階について心理的，身体的，文化的側面を学び，人間発達に関する幅広い知識を

身につけることができるように配慮しています。 

 人間発達臨床論では，人間の発達を援助していく際に必要な，教育学及び心理学の

臨床的専門知識を身につけるだけでなく，諸問題を解決するための臨床的専門技能の

習得にも配慮しています。 

 人間発達援助論では，人間の発達を援助する実際の領域として，生涯学習の振興と

いう理念のもとに，学校教育と社会教育とを取り上げ，人間発達の援助に関する具体

的な基礎知識と実践力を身につけることができるように配慮しています。 

 その他に，関連科目の人間発達教育論では，小学校教諭１種免許状を取得すること

ができるように配慮しています。 

 

人間発達コースで取得できる免許・資格 

 人間発達コースでは，小学校教諭１種免許状が取得できます。 

 また，社会教育主事任用資格，社会福祉主事任用資格，児童福祉司任用資格及び児

童指導員任用資格も取得できます。 

 なお，小学校教諭１種免許状を取得する場合には，文部大臣の委託を受けた大学等

で行われる講習を受講すれば，司書教諭資格も取得できます。 

 さらに，人間発達コースで学んだことを生かして，各都道府県が実施する保育士試

験を受験し合格すれば，在学中に保育士資格を取得できます。 

 加えて，人間発達コースを卒業すれば，認定心理士資格，学校心理士資格，臨床発

達心理士資格及び臨床心理士資格を取得できる可能性があります。ただし，臨床心理

士資格は平成８年度までの入学生が対象となります。 

 

(4) 人間発達コースの廃止 
 

 ２００８年３月に，人間福祉学科人間発達コースが廃止されたことに関してホーム

ページに掲載された文章です。 

95
　



 

人間発達コースの廃止（２００８年３月３１日） 

 人間発達コースは，２００８年３月３１日をもって廃止される予定です。 

 ２００４年７月に，文部科学省が，県立広島女子大学，広島県立大学，広島県立保

健福祉大学の３大学を統合した県立広島大学の設置を認可しました。統合計画の中で，

人間発達コースは廃止されることになっていましたので，この設置の認可により，正

式に人間発達コースの廃止が決定されたことになります。２００４年４月の入学生の

卒業と同時に廃止されますので，早ければ，２００８年３月３１日をもって廃止とな

ります。 

 現在の３県立大学と新しい県立広島大学との関係は以下の通りです。 

現 

大学 
学部 学科 コース 

新 

大

学 

学部 学科 

日 本 文

化ｺｰｽ 

ｱ ｼ ﾞ ｱ文

化ｺｰｽ 

国際 

文化 

学部 

国際文化学科 

英 米 文

化ｺｰｽ 

人間文化学部

（広島市） 
国際文化学科 

生活環境学科  廃止 

健康科学科  
人間文化学部

（広島市） 
健康科学科 

人 間 発

達ｺｰｽ 
廃止 

（
広
島
市
） 

県
立
広
島
女
子
大
学 

生活 

科学 

部 
人間福祉学科 

社 会 福

祉ｺｰｽ 

保健福祉学部

（三原市） 
人間福祉学科 

経営学科  経営学科 経営 

学部 経営情報学科  

経営情報学部

（広島市） 経営情報学科 

生命科学科 生物資源開発

学科 
 

生命環境学部

（庄原市） 環境科学科 

（
庄
原
市
） 

広
島
県
立
大
学 

生物 

資源 

学部 生物資源管理

学科 
 廃止 

看護学科  
保健福祉学部

（三原市） 
看護学科 

放射線学科  廃止 

理学療法学科  理学療法学科 

作業療法学科  作業療法学科 

祉
大
学(

三
原
市)

 

広
島
県
立
保
健
福 

保健 

福祉 

学部 

ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝ障

害学科 
 

県
立
広
島
大
学 

保健福祉学部

（三原市） ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ障

害学科 
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(5) 施設・設備 
 

 １９９５年４月に完成した新校舎には，以下のような施設・設備がありました。 

 

人間発達コース関係の主な施設 

施設名 面積（㎡） 数 

体育館大競技室 1120 １ 

体育館小競技室 300 １ 

体育準備室 70 １ 

男子更衣室・シャワー室 30 １ 

女子更衣室・シャワー室 60 １ 

用具倉庫 145 １ 

立体造形室 97 １ 

音楽実習室１～１６ 計 192 16 

音楽演習室１～３，準備室 計 63 ４ 

音楽教室 63 １ 

人間発達実習室 92 １ 

行動観察室 52 １ 

心理学実験室１～５ 計 141 ５ 

プレイルーム 32 １ 

モニタールーム１～２ 計 32 ２ 

カウンセリングルーム１～２ 計 32 ２ 

教員研究室 31 13 

 

音楽関係の主な設備 

設備名 数 

グランドピアノ ５ 

電子オルガン １ 

アップライトピアノ 19 

オルガン ５ 
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(6) 教育課程表 
 

 いくつかの年度の授業科目の一覧です。 

 

児童学科（１９９４年度） 

科目

区分 

科目分野 授業科目 

人文分野 
哲学，倫理学，国語学，日本文学，中国文学，西洋文学，

日本史，外国史，教育学，音楽，美術 

社会分野 
法学（日本国憲法を含む），経済学，社会学，人文地理

学，家政学，社会問題論，文化人類学 

科
目 

一
般
教
育 

自然分野 数学，統計学，物理学，化学，生物学，心理学，科学史 

科
目 

外
国
語 

 

英語１ａ～１ｈ，英語２ａ，２ｂ，英語３ａ，３ｂ，フラ

ンス語１ａ～１ｄ，フランス語２ａ，２ｂ，ドイツ語１ａ

～１ｄ，ドイツ語２ａ，２ｂ 

科
目 

保
健
体
育 

 保健体育理論，体育実技１，２ 

家政学部 

共通科目 

家庭経営学概論，家族関係論１，２，児童学概論，被服学

概論１，２，食物学概論１，２，住居学概論 

児童 

心理学 

児童心理学１，２，保育心理学，児童心理学演習，児童心

理学実験１，２，精神衛生学，児童社会心理学，教育心理

学 

児童 

教育学 

児童教育原理，幼児教育課程，児童教育学１，２，児童教

育学演習１，２，児童教育方法学実験，児童教育史，幼児

教育方法学，家庭教育論，道徳教育研究，初等教育方法技

術，生活指導論，教育社会論 

児童 

文化学 

児童文化学，児童文学，児童文化学演習，児童文化学実

習，児童音楽，児童音楽演習，児童音楽実習，児童造形，

児童造形演習，児童造形実習 

児童 

保健学 
児童保健学１，２，児童保健学実験，児童体育１，２ 

児
童
学
科
専
門
教
育
科
目 

卒業論文 卒業論文 

教科に関 

する専門 

教育科目 

国語学，歴史学，人文地理学，初等数学概論，数学，自然

科学概論，生物学，音楽１，２，３，美術１，２，３，体

育１，２ 

初
等
教
育
専
門
科
目 

教職に関 

する専門 

教育科目 

教科教育法（国語，社会，算数，理科，生活，音楽，図画

工作，家庭，体育） 

保育内容研究（健康，人間関係，環境，言葉，表現１，

２） 

教育実習１，２ 
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人間発達コース（２００５年度） 

科目

区分 
科目分野 授業科目 

基礎領域 
日本語表現，日本国憲法，文化人類学，社会統計学，物質の

科学，生活化学，生命科学 

現代問題領域 

環境論（総合演習），人権論（総合演習），平和学（総合演

習），生命倫理（総合演習），社会問題論（総合演習），男

女共同参画社会論，キャリアビジョン，インターンシップ実

習 

外国語領域 
英語会話Ⅰ，Ⅱ，英語Ⅰ，Ⅱ，中国語Ⅰ，Ⅱ，韓国・朝鮮語

Ⅰ，Ⅱ，タイ語Ⅰ，Ⅱ，フランス語Ⅰ，Ⅱ，ドイツ語Ⅰ，Ⅱ 

情報関係領域 情報処理概論，情報処理演習 

教
養
的
教
育
科
目 

健康・スポー 

ツ領域 
健康スポーツ論，スポーツ実習 

生活科学部 

共通科目 

生活科学基礎論Ⅰ，Ⅱ，生活科学研究計画論，応用情報処理

演習 

人間福祉学科 

基礎科目 

哲学概論，教職原論，教育学概論，生涯学習論，心理学概論

Ⅰ，Ⅱ，中高年心理学，カウンセリング，社会心理学，発達

保健学Ⅰ，高齢者保健学，精神保健学Ⅰ，Ⅱ，公衆衛生学

Ⅰ，Ⅱ，児童福祉論，老人福祉論，ジェンダー論，人間福祉

外書講読Ⅰ，Ⅱ，介護等体験 

人間発達 

基礎論 

教育哲学，教育史学，教育社会学，教育方法学，教育行政

学，女性教育論，学習心理学，学習心理学実験，教育心理

学，心理学研究法，認知心理学，発達心理学実験，乳幼児心

理学，児童青年心理学，発達保健学演習，発達保健学実験

Ⅰ，Ⅱ，発達保健学Ⅱ，発達文化論（自然），発達文化論

（自然）演習，発達文化論（自然）実験，発達文化論（音

楽），発達文化論（美術），発達文化論（スポーツ）実習，

スポーツ教育論演習 

人間発達 

臨床論 

臨床教育論，臨床教育論演習，教育臨床実習，臨床心理学，

臨床心理学演習，心理療法論，心理アセスメント実習 

人間発達 

援助論 

生涯学習論演習，生涯学習計画論，生涯学習プログラム論，

生涯学習メディア論，生涯学習情報・学習相談論，授業研究

論，道徳教育論，教育課程論，特別活動論，生徒指導論，教

育相談論，社会教育論，社会教育論演習，人権教育論，青少

年教育論，成人教育論 

人間発達 

教育論 

国語科教育内容論，社会科教育内容論，算数科教育内容論，

理科教育内容論，生活科教育内容論，音楽科教育内容論，音

楽科教育内容論実習Ⅰ，Ⅱ，図画工作科教育内容論，図画工

作科教育内容論実習Ⅰ，Ⅱ，家庭科教育内容論，体育科教育

内容論，国語科教育方法論，社会科教育方法論，算数科教育

方法論，理科教育方法論，生活科教育方法論，音楽科教育方

法論，音楽科教育方法論演習，図画工作科教育方法論，図画

工作科教育方法論演習，家庭科教育方法論，体育科教育方法

論，初等教育実習，初等教育実習指導 

人
間
福
祉
学
科
人
間
発
達
コ
ー
ス
専
門
教
育
科
目 

卒業論文 卒業論文 
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(7) 取得免許・資格 
 

 取得できた免許・資格は，次のようになっていました。 

 

児童学科（１９７６年度～１９９７年度） 

幼稚園教諭一級普通免許 

小学校教諭一級普通免許 

社会福祉主事任用資格 

児童福祉司任用資格 

児童指導員任用資格 

認定心理士資格 

学校心理士資格 

臨床発達心理士資格 

臨床心理士資格 

 

人間発達コース（１９９５年度～２００７年度） 

小学校教諭一級普通免許 

社会教育主事任用資格 

社会福祉主事任用資格 

児童福祉司任用資格 

児童指導員任用資格 

認定心理士資格 

学校心理士資格 

臨床発達心理士資格 

臨床心理士資格 

 

(8) 卒業論文 
 

 児童学科，人間発達コースでは，４年生になると，各先生の研究室に分かれて，卒

業研究を行っていました。その成果として卒業論文を提出しました。 

 いくつかの年度の卒業論文題目は，次のようになっていました。 

 

児童学科卒業論文テーマ一覧（１９８８年度） 

登校拒否児についての一考察 

学習集団における「班」の意義 

夢分析の諸理論における比較・検討 

母子関係と子どもの人格形成に関する研究 

女子短大生の性意識及び実態に関する研究 

体育授業における子どもの思考過程についての一考察 

アニミズムに関する研究 
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教師の指導性と主体的学習について－体育授業場面における発問の機能の分析を中心

として－ 

体外受精から生命倫理を考える 

美術を通して育てる自主性と指導 

乳幼児の集団づくりと保育者の指導性 

子どもスポーツに対する大人の関与の仕方についての一考察－スポーツ少年団を中心

として－ 

児童発達と叱ることについて 

自己教育力の形成について－概念，背景，方法からの考察－ 

色彩とパーソナリティ 

脳死と心臓移植 

絵画表現の分析－自閉傾向児Ｈ君について－ 

図画工作嫌いの要因とその指導法 

児童後期の読書傾向に関する研究 

女子高校生の性意識及び実態に関する調査 

自閉症児教育に関する一考察 

昭和 10 年代以降の日本における育児書の変遷 

子どものアトピー性皮膚炎 

登校拒否に関する研究－母親との関係－ 

小学校の水泳授業に関する研究 

学習集団の基本的性格 

幼児期における自主性の発達とそれに影響する要因 

現代社会における子どもの思いやりの育成について 

体育授業における学習者間のコミュニケーションについて－うまい子・へたな子の関

係から－ 

道徳性の発達の研究－Kohlberg 理論を中心に－ 

体育授業における学習集団の組織化 

音楽実践における電子工学との接点に関する実験的研究－電子楽器の製作をとおして

(1)－ 

音楽実践における電子工学との接点に関する実験的研究－電子楽器の製作をとおして

(2)－ 

現代家族の動向と母親 

幼児の遊びに関する研究 

 

人間発達コース卒業論文テーマ一覧（２００７年度） 

幼児の自然体験と科学的思考力の発達－にこにこ保育園を事例として－ 

居場所の要因と居場所の心理的影響－居場所の分類・自尊感情との関係－ 

歌唱法について～イタリア古典歌曲・トスティ歌曲～ 

性役割葛藤が精神健康に及ぼす影響－男子大学生を中心として－ 

就学前教育（保育）における「学習集団づくり」について～ボールゲーム活動を通し
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ての子どもの関係性の変容に焦点をあてて～ 

いじめ被害経験の自己開示と聞き手の受容度がいじめ被害者に与える影響についての

研究－愛着の観点から－ 

主体的な学びを促す授業の研究 

現代の非行少年の心理的特徴と基本的対人態度（内的作業モデル）との関連 

自己高揚的呈示に対する反応についての研究－親密度や性別による影響を中心に－ 

女子青年の父親との関係と自尊感情について 

女子青年における基本的対人態度（内的作業モデル）と認知された養育態度ならびに

恋愛タイプとの関連に関する研究 

女子青年における理想自己ならびに理想自己と現実自己との乖離に及ぼす親の養育態

度の影響－基本的対人態度（内的作業モデル）との関連から－ 

子どもの自然体験と自然認識との関係についての研究 

女子青年における基本的対人態度（内的作業モデル）とストレス対処ならびに精神的

健康との関連に関する研究 

科学系博物館と連携した自然体験学習の授業づくり～小学校理科・総合第５学年「ウ

バメガシ」の実践を事例に～ 

望まない思考の抑制と逆説的効果－抑制スタイルによる差異－ 

女子青年におけるソーシャル・スキルの基盤的特性と基本的対人態度（内的作業モデ

ル）との関連に関する研究 

女子青年における基本的対人態度（内的作業モデル）と対集団態度ならびに自己意識

との関連に関する研究 

実生活とのかかわりを重視した小学校理科授業の研究～科学的思考力の育成をねらい

に～ 

歌唱法について～イタリア古典歌曲・ベッリーニ歌曲～ 

身近な素材を用いた理科実験教材の開発－アメリカの児童用実験書『The Best of 

WONDER SCIENCE』を手がかりにして－ 

気分一致効果の非対称性の検討－自己関連と記憶材料の影響について－ 

在日中国人におけるインターネット利用の原因と結果についての研究 

 

(9) 卒業後の進路 
 

 児童学科，人間発達コースでは，卒業生は専門性を生かした多彩な進路に進んでい

ました。 

 

児童学科卒業生進路一覧（１９８８年度～１９９７年度） 

卒業生数 

年度 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 

人数 ３９ ４０ ３９ ４３ ４１ ４３ ５２ ４３ ４５ ４５ 

 

大学院等進学 
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年度 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 

人数 ０ ２ １ ２ １ １ ０ ２ ３ ４ 

（主な進学先） 

広島大学大学院教育学研究科，広島大学大学院学校教育研究科，広島大学大学院国際

協力研究科，大阪教育大学大学院教育学研究科，愛知教育大学大学院教育学研究科，

埼玉大学大学院教育学研究科 

 

教育・保育関係就職（数字は人数。小学校には既卒者を含みます。） 

年度 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 

保育所 ２ ０ ０ ０ ２ ０ １ ３ ９ ６ 

幼稚園 ３ ３ ２ ３ ２ ３ ２ ０ ２ ３ 

小学校 １２ ２０ １７ ２７ ２１ ２０ ８ ７ １０ ７ 

 

公務員就職 

年度 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 

人数 ４ ５ ２ ４ ５ １ ５ ４ １ ０ 

 

民間企業就職（就職先の一部） 

区分 就職先 

建設 青木建設，大林組，大成建設，三井建設 

製造 サンウェーブ工業，戸田工業，バブコック日立，マツダ，三菱電機 

卸・小売 住友商事，そごう，中国ソニー販売，広島トヨタ自動車，丸善 

金融・保険 中央信託銀行，広島総合銀行，広島信用金庫，日興証券，住友生命，

日本生命 

不動産 積水ハウス，大和ハウス，ミサワホームアイ，三井ホーム 

電 気 ・ ガ

ス・水道 

中電技術コンサルタント 

運輸・通信 瀬戸内海汽船，中国セルラー電話 

サービス 河合塾，ＪＡ広島市，全日空ホテル，中国情報システムサービス，エ

フエム愛媛 

 

人間発達コース卒業生進路一覧（１９９８年度～２００７年度） 

卒業生数 

年度 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

人数 ２９ ２３ ２９ ２６ ２４ ２８ ３９ ２７ ３１ ３４ 

 

大学院進学 

年度 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

人数 ４ ３ １ ０ ２ ４ １ ２ ３ ５ 

（主な進学先） 

県立広島女子大学大学院生活科学研究科，広島大学大学院教育学研究科，広島大学大

学院学校教育研究科，愛媛大学大学院教育学研究科，鳴門教育大学大学院学校教育研
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究科，福岡県立大学大学院人間社会学研究科，安田女子大学大学院文学研究科 

 

教育・保育関係就職（数字は人数。小学校には児童学科及び人間発達コースの既卒者

を含みます。） 

年度 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

保育所 ４ ３ ４ ５ ４ ２ ２ ３ ２ １ 

小学校 ４ ７ ８ ４ ４ １１ ８ １０ １５ １０ 

 

一般公務員就職 

年度 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

人数 １ ０ １ ３ ０ １ ４ １ ０ １ 

（主な就職先） 

旧郵政省，広島市，旧江田島町，福岡県，宮津市（京都府），国立大学法人（広島大

学） 

 

民間企業就職（就職先の一部） 

区分 就職先 

建設 広成建設，三井ホーム，東亜建設工業 

製造 佐竹鉄工所，オタフクソース 

卸 ・ 小 売 ・

飲食 

デオデオ，イズミ，カツヤ，中村角，フジ，バルコムヒロシマモータ

ース，アズ・ノゥ・アズ，小田億，桑宗，ドトールコーヒー，赤ちゃ

ん本舗，京都吉兆，岩谷産業，ワールドストアパートナーズ，メガネ

の田中，ユナイテッド・アロー 

金融・保険 広島銀行，ジャックス，東洋証券，オフィス加藤，呉信用金庫，広島

信用金庫，明治安田生命，トゥモロー，伊予銀行，もみじ銀行 

不動産 合人社計画研究所，章栄不動産 

電 気 ・ ガ

ス・水道 

中電工 

運輸・通信 ドコモサービス中国，工事センター 

サービス 木村眼科内科医院，夢番地ひろしま，広島県環境保健協会，滝口耳鼻

咽喉科医院，プローバ，ヒューマンアカデミー，ユニックス，塩見設

計，アビバジャパン，平岡歯科医院，電波新聞社，ダイワボウ情報シ

ステム，山口塾，両総医院，槇殿順記念クリニック，マイティネッ

ト，平松整形外科病院，朝日精版印刷，広島パークヒル病院，ベネッ

セコーポレーション，ＪＭネット，平安閣，キャリアプランニング，

河合塾，ワークナビ，ＪＭＳ，ＪＴＢ，スタジオアリス，ＮＨＫ文化

センター，ＣＤＳ，医療法人和恒園，ヒューマンリソシア，ザメディ

アジョン 

その他 佐伯農業協同組合，広島県体育協会，広島市農業協同組合，エルパテ

ィオ三葉園，広島市社会福祉事業団，小規模作業所未来館，日本郵政

公社，広島県農業信用基金協会，ＪＡ佐伯，郵便局株式会社 

 

心理関係就職（就職先の一部） 

法務教官（国家公務員，大学卒業程度試験），広島県職員（大学卒業程度試験，心理
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職），島根県東部発達障害者支援センター（認定心理士），広島市児童相談所（心理

療法士），広島市社会福祉事業団（心理療法士） 

 

(10) 児童学科の歌 
 

 児童学科で歌われていた，各教員の特徴を盛り込んだ，「受験生ブルース」の替え

歌です。教員の五十音順に配列しています。 

 

おいでみなさんよっといで／うちら児童の学生だよ／ 

女子大児童の３棟には／おもろい人間が住んでいる  

 

３階からまいりまーす  

 

２階にまいりまーす  

 

音楽室では石井先生／得意ののどをきかせます／ 

 ツェーデーエーエフ ゲーアーハー／五木ひろしにゃまけません  

３３０２石川先生／カネがなっても気にせずに／ 

 集団教育教えます／今に日本のマカレンコ  

３３０３稲田先生／雨のふる日も風の日も／ 

 毎朝自転車でさっそうと／日本の家庭を守るため  

３２０５猪木先生／細いお目々を細くして／ 

 若さで教える心理学／レポートチェックはおまかせよ  

そうだわれらが大先輩の／木本さん加藤さんの２人には／ 

 入学してから卒業まで／お世話になります本当に  

５２１０島末先生／くりくりお目々のドラキュラ君／ 

 血液採取にまわります／遠心分離はお手のもの  

３３０５庄井先生／学校嫌いをなくすため／ 

 青春先生をつくります／まずはグループ学習よ  

３３０３鈴木先生／しみじみ教える家政学／ 

 愛妻弁当ご自慢で／ヤングパワーで頑張るぞ  

３２０３中瀬古先生／ラグビーじこみのスポーツマン／ 

 現在進行形の教育論／唱えて下さいいつまでも  

３３０７中谷先生／スキナーさんにピアジェさん／ 

 おさるさんにくまさんも／汗をふきふき心理学  

３２０６野上先生／親切ていねい教えます／ 

 優しい笑顔のその裏に／毎週レポート待ってます  

３２０３信本先生／今に丹那の子だくさん／ 

 チームをつくってバスケット／国体優勝ねらってる  

５２１０長谷川先生／児童保健か公衆衛生か／ 
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 名前覚えたその日から／個人指名が待っている  

３２０６日置先生／自然科学はおまかせよ／ 

 九州男児のいきごみで／国際社会にはばたくぞ  

むこうの５棟じゃ平位先生／冬でも半袖頑張るよ／ 

 シルクロードをかけめぐり／ピーナッツせんべい食べている  

３３０５丸尾先生／早口 雄弁 情熱家／ 

 アメリカじこみの教育者／しっかりしごいてもらいます  

３３０７松田先生／教授心理学切り開き／ 

 禁酒 禁煙 禁間食／これじゃやせてるわけだよね  

３３０６三原先生／白いキャンバス白くして／ 

 末はピカソか瀬戸内の／三原になると名が高い  

２０８の安森先生／丹波哲郎顔負けの／ 

 ダンディな目つきとやさしさで／教育実践をとなえてる  

３３０２山﨑先生／児童教育のかたわらに／ 

 手相人相うらなって／いっしょに幸せ語りましょう 

 

(11) 年間行事 
 

 児童学科，人間発達コースでは，多彩な年間の行事がありました。 

 ある年度の年間行事は，次のようになっていました。 

 

１９９６年度の主な年間行事 

 ４月下旬 チューター会 

 ５月２３日（木） 教員採用試験学内模擬試験（以後計４回実施） 

 ６月 ６日（木） 保母採用試験学内模擬試験 

 ６月 ８日（土） 春期進路講話会（以後計３回実施） 

 ９月２６日（木） 小学校教育実習講話会 

 ９月２７日（金） 幼稚園教育実習講話会 

１０月 ８日（火）～２１日（月）幼稚園教育実習（児童学科３年生） 

１０月 ８日（火）～１１月４日（月）小学校教育実習（児童学科４年生） 

１１月２２日（金）～２３日（土）人間発達コースの明日を考える会 

１２月 ４日（水） 小学校教育実習報告会 

１２月１０日（火） 幼稚園教育実習報告会 

 １月３１日（金） 卒業論文提出締切 

 ２月 ８日（土） 児童学科卒業論文発表会 

 ２月２４日（月） 冬期進路個別相談会 

 ２月２７日（木） ４年生を送る会 

 ２月下旬 研究室引継会 

 

(12) オリゼミ 
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 児童学科，人間発達コースでは，毎年新入生歓迎行事の一環として，「オリゼミ」

を開催していました。３年生が世話役となり，学生，教員ともほぼ全学年の全員が参

加していました。 

 ある年度の家政学部児童学科のプログラムを見ると，次のようになっていました。 

 

時 １９８４年５月１０日（木）・１１日（金） 

所 広島青少年文化センター（広島県安芸郡府中町浜田３丁目１１－１） 

 

１日目 

 ９：４５ 現地集合 

１０：００ オリエンテーション，注意事項 

１０：３０ 身辺整理 

１１：００ 班の交流，キャンプファイアーの打ち合わせ 

１２：００ 昼食 

１３：００ 班討議 

１４：００ リズム体操 

１４：１５ 講演会（講師：児童学科卒業生） 

１５：１５ おやつ 

１５：４５ グループ討議 

１７：００ 夕食 

１８：３０ キャンプファイアー 

２０：００ 入浴 

２１：４５ 就寝準備 

２２：００ 消灯，就寝 

 

２日目 

 ６：００ 起床 

 ６：３０ 朝のつどい 

 ６：４５ 清掃 

 ７：００ 朝食 

 ８：００ 身辺整理 

 ８：３０ ミニ講演会 

１０：１０ クラスごとの時間 

１０：５０ クラス目標の発表 

１１：００ 班ごとの反省 

１１：３０ 写真撮影など 

１２：００ 解散 
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あとがき 

 

 皆様のご協力により，このような記念誌を刊行することができました。原稿をお寄

せ下さった方々をはじめ，記念誌の完成までにお力添えいただいた皆様に心よりお礼

を申し上げます。県立広島大学同窓会には各期クラス幹事の連絡先の確認，会報への

お知らせの掲載など，多大なご援助をいただきました。厚く感謝申し上げます。 

 予算の関係で卒業生のお一人お一人にお送りすることができません。同窓会の各期

クラス幹事，各執筆者には１冊ずつお送りしております。また，ご希望の方には送料

（受取人払い）のみの個人負担で１冊お送りいたします。ご希望の時は，下の連絡先

までお知らせください。さらに，印刷物の内容は児童・人間発達ホームページに掲載

し，インターネットで閲覧できるようにしております。下のホームページでご覧いた

だけます。 

 

連絡先： 

734-8558 広島市南区宇品東1-1-71 県立広島大学人間文化学部 猪木省三 

電話（FAX兼用） 082-251-9829（直通） 

電子メール inoki@pu-hiroshima.ac.jp 

ホームページ http://www.hirojo.net/w3dev/ 

 

 表紙の写真及び本文中の写真の一部は，「県立広島女子大学～写真で綴る８０年の

あゆみ～」（２０００年１０月刊行）から転載いたしました。また，資料編の作成に

あたっては，「広島女子短期大学沿革史」（１９６０年１０月刊行）及び「広島女子

大学創立六十周年記念誌」（１９８１年８月刊行）を参考にいたしました。記して感

謝申し上げます。 

 

２０１０年９月１日 

 

広島女子短期大学・広島女子大学 

児童・人間発達創立６０周年記念誌 

編集委員一同 
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